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　まだ、神の手の平の中にヒトがいたころ。

　ヒトは英知を手に入れ、神に祈いのりを捧ささげるかわりに機械を制せい御ぎよするようになった。神の与あずかり知しらぬところで、ヒトは科学という武器を磨みがいていき、次し第だいに神の手を離はなれていった。

　しかし――神はそれを許さなかった。

　傲ごう慢まんな神はヒトを手の平に戻もどそうとするが、ヒトは手に入れた英知により、その支配を厭いとい、抗あらがった。

　それが、さらに神の怒いかりを買うことになる。神の激高は天地に轟とどろき、地上のほとんどを海に沈しずめてしまい、ヒトは住すみ処かを追われた。

　神と対等の力を……！

　人間が手を伸のばし掴つかんだのは、魔ま女じよの手だった。

　彼かの女じよもまた、神に忌いみ嫌きらわれた存在であった。復ふく讐しゆう心しんから、魔女は神に対抗し得る術すべをヒトへ授さずけた――。







プロローグ







　目指す場所は、神が沈め損ねた大地だった。

『神の御み遣つかい』の一種――神兵と呼ばれる人型の白い大きなそれは、海上を進んでいた。

　滑なめらかな体表はてらてらと青白く陽光を反射し、顔には血色をした紅あかい三つの目。短い二本足で海上を蹴けって前進していた。『加護』を持つ神兵にとって、物理法則を意のままに捻ねじ曲まげるのはたやすいことなのだ。

　両手で脇わきに構えるのは魔まを滅めつす大鎌。聖なる輝かがやきを放つ白銀の凶きよう器きの切っ先が、海面を引っかき白波を立てた。

　ばちゃり、ばちゃり。質量に似つかわしくない足音で海面を神兵は駆かける。

　周囲には何もなく、空と雲と海の寂さびしい世界。四〇〇〇ｍを超こえようかという距きよ離りに神兵は熱源を感知する。感情のない三つ目が映したのは、艇ふねだった。

　全体的に滑らかな装そう甲こうをまとい、船首は海をかきわけやすいよう嘴くちばしのように尖とがっている。艇は悪意に黒ずんだ藍色をしていた。船せん尾びに据すえられた推進装置の青い炎ほのおが波を蹴立て、海上を疾しつ走そうする。

　太陽に何よりも近い神兵と比べて、その戦艇は小さい。背中にはマストも艦かん橋きようもなくあるのは一門の砲ほう塔とうだけ。

　戦艇が、かすれる金属音を鳴らし砲ほう弾だんを装そう填てん。暗い洞ほらのような砲ほう口こうが神兵を照準。

　そして、大口径カノン砲が火を吹ふいた。

　フ、と神兵を覆おおう光の膜まくが現れる。

　神から授かりし『加護』――その絶対防御が砲弾を弾はじく、

　はずが。

　ガガァ――ン！

　直ちよく撃げき。

　炸さく裂れつ音おんが天空に轟き、黒こく煙えんが神兵を覆った。

　それにひるんだ神兵だったが、煙けむりを振ふり払はらうように突とつ進しんし、戦艇を再度捕ほ捉そくした。

　神兵が破魔の大鎌を振り抜くと、鈍にぶい風切り音と同時に凄すさまじい波は紋もんが広がった。

　だが、海上にいた戦艇はいつの間にか姿を消している。神兵の三つ目が騒さわぎ立たてるように右往左往した。

　ザバン、と不自然な水音に神兵は振りかえった。

　そこには戦艇の姿があった。神兵の知覚が追いつかないほどの高速で海中に潜もぐり、一気に浮ふ上じようし推進力に任せ空へ跳はねたのだ。

　だが、神が定めた力場に従い戦艇の勢いは次第に落ちていく。

　瞬しゆん間かん、戦艇の底から機械の腕うでと脚あしが伸びた。船首が反転。無機質な顔の中央部には赤い隻せき眼がん。戦鬼オーガと呼ばれる人型兵器へと変形。流りゆう麗れいな動作で背にあるカノン砲を手に持ちサイトを覗のぞく。

　神兵の三つ目が、紅い量子を溜ため込こみ光線を放とうとする。同時に、戦鬼がカノン砲のボルトを手前に引いた。

　ガ――、ッシャン。

　排はい出しゆつされる薬やつ莢きよう。戦鬼は躊ちゆう躇ちよなく引鉄トリガーを引ひき絞しぼる。

　超ちよう至し近きん距きよ離りで放たれた亜あ音おん速そくの砲弾。

　直撃は必然。

　空が割れんばかりの爆ばく発はつ音おんが響ひびき渡わたる。

　だが、矮わい小しような戦鬼の単発の砲ほう撃げきでは決定打たり得なかった。

　神兵は晴れない視界の中、知覚している熱源だけを頼たよりに闇やみ雲くもに鎌を振りまわした。

　ブゥウンと特とく徴ちよう的てきな電磁音がする。

　神へ弓を引いた者の、無む慈じ悲ひで無機質な覚かく悟ごの音だった。

　煙が晴れると、神兵の眼前には高周電磁波をまとう小剣――メイルブレイカーをふり下ろそうとする人型兵器がいた。

　見おろすほど小さかったそれが、神兵の三つの目の中いっぱいに映し出される。

　神兵が光線を放つ、刹せつ那な。

　メイルブレイカーが神兵の頭部を切きり崩くずした。

　大鎌を投げ出し、頭を押おさえ神兵は空へと咆ほう哮こうする。

　耳の奥おくにべったりと残るおぞましい絶ぜつ叫きようは、神兵にとっては、天に召めされる歓かん喜きの唄うただった。

　体表がばらばらと剥はがれ散っていく。神兵は、光の粒りゆう子しとなり海風を彩いろどった。




　――魔女が授けた力とヒトの英知を融ゆう合ごうさせたそれは、推進装置を噴ふん射しやする間、浮遊板を装着し海上にふわりと着地した。

　全長一六ｍほどの鉄の塊かたまり。さきほどの神兵に比べれば見み劣おとりしてしまうものの、人間から見れば巨きよ人じんと言えた。

　鋭するどい唯ゆい一いつの赤い瞳ひとみと、波をかきわけやすいように設計された滑らかな頭頂部。鈍く背で光っているのは一九〇mmカノン砲だ。剣というにはやや短いメイルブレイカーへのエナジー供給をカットし腰こしへと戻す。隻眼の赤いセンサーが半径一〇kmをスキャンし敵勢がいないことを確かく認にんすると、鋼鉄の巨人は元の戦艇へとすぐさま姿を変えた。

　魔女の復讐心を内包するこの兵器だけが、『加護』を打ち破り、神とその遣つかいを穿うがつことができた。

　それの呼び名は、数多くあった。

【審しん判ぱんを迎むかえ撃うつ者】。【神に背そむきし叛はん逆ぎやく者しや】。【不加護の哀あい羊よう】。

　その可変型戦艇は総そう称しようして、こう呼ばれた。




《逆神機ヴエリアル》




　それが、ヒトが得た――神に抗う術だった。







一章　最下生と世界最強の魔女







《逆神機ヴエリアル》のパイロットである搭乗者リベラを養成する、リベラ学園のとある教室の授業中。

　教室の一番後ろの席のシュータ・ツクバは、黒くろ髪かみをくしゃくしゃと両手で揉もみながら、はぁと盛大にため息をついた。

「やっちまった……」

　机の上に表示された教科書ホログラムテキストを見ることのない真っ黒な瞳は、死んだ魚のようにどんよりと濁にごっている。

　先ほど掲けい示じ板ばんにデータ表示されていたテストの結果表と、先日の実技テストの惨さん劇げきを思い出し、絶望まみれのシュータはさらに深い嘆たん息そくを漏もらす。

　訓練用の神兵への射撃精度、戦艇の操そう舵だ、戦艇から戦鬼への変形効率のテスト、最終的にはホログラムの神兵を倒たおすのが実技テストの流れなのだが、一年生二〇人の中で、シュータ一人だけがその神兵を倒すことができなかった。

　シュータは一年生の中でも群を抜いて――ダメな候補生だった。

　身体能力考査フイジカルだけが、一番得意な科目で唯一の取り得なのだが、搭乗者リベラ自身が白兵戦をすることはほとんどないため、配点はどの科目より低かった。たとえ満点を取ろうとも大勢に影えい響きようは出ないのだ。

　結果、成績表のシュータの名前は一番下。人事を尽つくしても、奇き跡せきはそう簡単には起きてくれなかった。気もそぞろなシュータの頭に、授業の内容が入るわけもなく、史学担当教官の丁てい寧ねいな説明は右から左へと滑らかに流されていく。

「――かつてこの星は地球と呼ばれ、平和と繁はん栄えいを謳おう歌かしていました。そして人は科学技術を発展させていきました。それを看過できなくなった神と、その支配を逃のがれんとする人は争あらそうこととなりました。一番の原因は篤あつかった信しん仰こう心しんが薄うすくなったことだと言われています。お祈りして雨を降らしてもらうよりも、人工雨を降らしたほうが早いな、と思うようになったんですね。そして、便利になった技術のお陰かげで、人は祈ることをやめた」

　理知的なフレームのない眼鏡をかけた教官が、教科書を要約する。

「――そうして人間はＷＩＴＣＨシステムを考案し、ヴェリアルを作り、神と対抗する力を得ました。我ら人間が生きるための大地を奪うばおうと『神の御遣い』が攻せめてくる。そこで組織した防衛部隊が、私たちがいる海軍の前身でもある海上騎兵団で――」

　教官の説明は耳に入らず、シュータは退たい屈くつなＢＧＭのように聞き流す。そんなことだから成績が悪いのだと言われたとしても、ぐうの音もでないのだった。

「――現在、中央セントラル以外にも海を越こえたどこかに天然の大地があると言われており――」

　自じ称しよう、本番に強いタイプ。そう信じてきた結果が、クラス最下位の成績を収めている現状で、現実だった。成績が悪いことを嘆なげくべきなのだが、それ以上にシュータの頭を悩なやませることがあった。

　今期で、シュータは二期連続、学級最低成績者クラスフツトとなった。

　この学級最低成績者の座に二期連続で就いてしまう候補生はなかなかお目にかからないのだが、もしそうなってしまった場合、降格戦という制度が発動することになっていた。

　成績発表後、担任教官であるシンシアにシュータは呼び出され、

『降格戦ってのは、まぁ、つまりあれだ。負ければリベラ科じゃなくて違ちがう兵科で士官になってくれやっていうことだ。簡単に言うと、オマエみてーなもんをヴェリアルに乗せることはできねーから、ガッコ辞やめろってこと』

　という明あけ透すけな説明を受けた。

　人類の科学技術の粋すいを集めたヴェリアルは、当たり前ながら子供のオモチャではない。だから、相応ふさわしくない者に乗る権利を与あたえるほど、海軍は甘あまくないのだ。そのため、名めい誉よあるリベラを輩はい出しゆつするのを目的に、我わが子こに英才教育を施ほどこす上流階級の名家は少なくなかった。

　シンシアの剛ごう速そつ球きゆうの説明を重く受けとったシュータは、亡もう者じやのような足取りで教室に戻り授業を受けているのだった。

　教官に当てられ涼すずしげに答える金きん髪ぱつの後頭部をシュータは見つめる。学級最優秀成績者クラスヘツドの席にいつもおさまっているリアッカ・ジューザだ。

「あいつとやるのか」

　降格戦は、学級最低成績者ＶＳ学級最優秀成績者のヴェリアル戦となる。この制度が発動するのは、実に一〇年ぶりだとか。

　これは、勉強がダメでも船隊運動などの団体行動がダメでも、ヴェリアルの操縦技術だけは高い候補生への救済制度でもあった。

　……そのはずだが、どれもまるでダメなシュータにとって、この救済制度ラストチヤンスはむしろ追い打ちをかけるものになっていた。

　掲示板にも、その件がきっちり明記されている。

　日時は明日の正午。

　立場上でも、もちろん倒すべき敵であるリアッカは、このリベラ学園の最大の掟おきてをちょくちょく破っている。シュータは、黒板の上に掲かかげられた達筆な字で記されている四文字を見つめた。




　　　『恋愛禁止』




　この絶対のルールを破って細切れにしているのが、リアッカだった。やれバレないように女と会うのなら、ヴェリアルの操縦席が一番だとか、捨てた女の名前はおぼえていられないだとか、そんな噂うわさがたっている。

　他科との合同演習があれば、黄色い声せい援えんが吹きすさぶ男前イケメン。リアッカのジューザ家と言えば海軍士官を多く輩出しているエリート一族だ。成績も常に主席。搭乗者リベラとしても、語る必要のないほどの戦績を残していた。実戦ですでに神兵を一体仕留めているのだ。

　実力に嫉しつ妬とする以前に、すげえな、とシュータはどこか他ひ人と事ごとのように思っていた。まさに、対極の存在と言えた。

　リベラ学園で恋愛禁止とされている理由は、ＷＩＴＣＨシステムのひとつである、相似機構フイルメトリーが上う手まく作動しなくなるからだ。

　相似機構フイルメトリーとは、システムが搭乗者リベラを認にん識しきするための機構であり、より早く搭乗者リベラの意思をヴェリアルに伝えるための、最重要機構でもあった。

　このときＡＩは、恋愛をしている人間かどうかを判別するという。恋愛中の人間だと、相似機構フイルメトリーが上う手まく作動せず、ヴェリアルの動作が本来よりも鈍るのだ。

　――やきもち焼きの魔女が、システムの中に入っているのさ。

　そんなジョークが、リベラたちの中では交かわされることも多い。

　実際は、恋愛中にだけ分ぶん泌ぴつされる脳内物質が、相似機構フイルメトリーとリンクするのを阻そ害がいしているのだ。大人になればあまり関係ないのだが、特に思春期のその脳内物質は相似機構フイルメトリーの作動を妨さまたげるため、リベラ学園では『恋愛禁止』を掲げていた。

　今日最後のチャイムが鳴り講義が終わると、みんながやれやれと伸びをしたり隣近所でおしゃべりをはじめた。そんな中、シュータは脇に立てかけていた太た刀ちを手に席を立ち、教室を後にした。

　太刀の件でシンシアに問いただされたとき、お守りだと言うと、へえと珍めずらしい長ちよう剣けんに興きよう味み津しん々しんだった。あれこれと尋たずねられ、それならいいやとシンシアの許可を得たのは、もう半年ほど前のことだった。

　教室棟を出ると、六〇人ほどの候補生が通う訓練学校の白しら壁かべが、橙だいだいに色づきはじめた夕ゆう陽ひに照らされていた。

　シュータは自分たち一年生のヴェリアルが収容されている第三ドックへとむかった。

　せっかく難関をくぐりぬけ、どうにかリベラ学園に入ったというのに。負けることがあれば……。

　その先はあまり考えたくないのだが、どうしても頭を離れてくれない。シュータは人工土から生えた樹木によりかかって、今日何度目になるかわからないため息をついた。

「シュータ」

　どんより曇り顔のシュータが面をあげると、そこには幼なじみのミカナ・サカキの姿があった。

　アーモンド形の猫目と花びらのような唇くちびる。波打つ色素の薄い黒髪。星の飾かざりがついた髪かみ留どめでくくった髪かみは、ひと房ふさななめ後ろへ流していつものサイドポニーにしている。

　ミカナの筋の通った鼻からは、呆あきれにも似た息が吐つかれた。

「な、なんだよ、人の顔を見るなりそのリアクション」

　まったくと言いたげに、ミカナは両手を腰にやる。

「辛しん気きくさい顔してるなって思ったのよ。明日大だい丈じよう夫ぶなの？　リアジュー相手に」

　気にしていることを……。きっと、施設からの仲なので何を考えているのかすぐにわかったのだろう。

「とりあえず、人の名前はちゃんと覚えろって。……大丈夫かどうかなんて、わかんねーよ。やってみないと」

「強がっちゃって。占うらなってあげようか？　明日の運勢」

　ミカナは制服の懐からトランプを出して手て馴なれた様子でしゃかしゃかカードを繰くる。当たると評判の占いで、クラスメイトの口コミで広まり、今では教官や技術者たちも占いの依頼でミカナを訪おとずれるそうだ。最近では、自分の行く末を案じた野の良ら猫ねこもやってきたというほどの腕らしかった。

　それだけ当たると言われるミカナに占われて、良くない結果だったら……。シュータは手の平を差しむけた。

「いや、いいって。特にキョーミないし」

　興味がないわけないのだが、ただ単に結果を聞くのが怖こわかった。

「あんたの明日、運命的にヤバイわよ」

　何が気分を害したのか、そんな適当なことを口にされる。

「か、カードあるんなら、それでちゃんとやれよ」

「一いつ緒しよよ、一緒。良い風にヤバイのか、悪い風にヤバイのかなんて、言われた側の気分次第だし」

　いきなりぶっちゃけたミカナは、ん、と手を出してきた。
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「ナニ、この手」

「お金」

「払えと？　勝手に占っておいて？」

「ったりまえじゃない。私がお店開いたら、あんた食べさせてあげられるくらい稼かせげるんだから」

「知らねーよ。どんな自じ慢まんの仕方だ」

　売れっ子占い師とヒモの図。……想像しただけで、情けなくて涙なみだが出そうになる。

「またその変な剣持ち歩いているし。そんなことだから教官たちに目をつけられるのよ」

「これは」

　父も祖父も曽祖父も大切にしてきた家宝のような刀とう剣けんだった。

「知ってる。大切なものなんでしょ？　そんなに大事なら部屋に置いておきなさいよ」

　これ以外には目にしたことのない形の剣で、父は太刀という種類の剣だと幼いときに教えてくれた。手入れするときに見える『臥竜』という読めない難解な文字が、きっとこの太刀の名前なのだろう。夜のように黒い鞘さやに納められている浅く反そった珍しい片かた刃はの剣は、剣と言うには長く、そして刀身は魔ま性しようを宿しているように美しかった。

「お守りみたいなもんなんだ。それに、ほらこれ」

　シュータは腰から抜いて、簡単に抜けないように巻いてある鎖くさりを見せる。

「シンシアの許可ももらってる」

　目を伏ふせて、ミカナはぼそりとこぼす。

「……フィジカルの配点、もっと高かったら良かったのにね。剣けん術じゆつの考査だってあるし、絶対に無む駄だってわけじゃないのに……」

「……言っても仕方ないだろ。白兵戦が想定されていた時代の古い伝統みたいなものだし」

「そういえば、その……」

　ミカナは恥はずかしそうに目をそらして話を変えた。細い指に尻尾しつぽのような髪を絡からませくるくるといじる。ちらり、ちらちら、と碧へき眼がんがシュータの様子を窺うかがった。

「今日、これから何か予定あるの？　っていうかないでしょ？」

「いや、あるよ」

「あるわけないじゃない、あんたに予定なんて」

「勝手に決めつけんな」

「だって、あんたは今日、私と一緒に街でお買いもの――じゃなくて、市中警備するはずなのに、占いでは」

「それおまえの都合だろ、脳内の」

　確かに、候補生が島の治安維持のために巡じゆん回かいすることもあるがそれは今日じゃない。この前、中央セントラルにある女の子向けの服屋がオープンしたとか何とか言っていたから、そこへ行きたいだけなのだろう。

　むすっとミカナが唇を尖らせた。

「なによ、その予定って」

「ヴェリアルの調整をちょっと。明日、あいつをぶっ飛ばさないといけないから」

「なぁーに強がってんのよ」

　ぺしん、とミカナにデコピンされた。

「強がってないって」シュータは口をへの字に曲げる。すぐに見み抜ぬかれてしまうのは、付き合いが長いからなのか、占い師の洞どう察さつ力りよくゆえのものなのだろうか。

「シュータの性格的に、バチバチ戦うよりも、裏方のほうが上手くいくんじゃないの？」

　ミカナの言う通り、向き不向きを考えたことはあった。海軍士官がエリートと呼ばれる中、そのさらに一ひと握にぎりの人間しか入れない訓練学校。どうにか入れたが、勉強もついていけていないし、どれだけ訓練してもヴェリアルは上手く操縦できなかった。

「……ひやかしならやめてくれ。あ。明日の天気占ってくれよ」

「明日の天気？　天気予報は晴れだったみたい。雲ひとつない、今日と一緒の快晴」

「占いどこいったんだよ……」

　勝手に人のことを占ったと思えば、頼たのめばこのありさまである。

「調整って言うけど……大差ないじゃない」

　確かにその通りだった。個人的に調整しただけで操縦が上手くなるなら、リベラ学園などいらないのだ。第一、どのヴェリアルも整備が行き届いており、機体にひと工く夫ふう入れる余地がないことは、シュータもよく知っていた。

　候補生はどの機体を使ってもいいのだが、おのずとどれを誰だれが使うという習慣のようなものができている。わずかに、使いやすいものと使いにくいものというのがそれぞれあるらしい。一年生用の量産機《レギオン》をすべて一度操縦したことのあるシュータは、どれも同じに感じていた。

　そんなシュータも、まだ、乗ったことのない機体があった。

「そもそも、調整の余地なんて……」

　つぶやくミカナが、調整の意味に気づき顔をあげた。

「……まさか」

「ああ、あれを使わせてもらおうと思う。それで、ちょっと調整しようと思って」

「なんで？　なんでわざわざ、型式が二回りも古いクラス５のヴェリアルを……。クラス７の《レギオン》に比べれば装甲も薄いし、軽い分波の影響も受けやすい。どういうことかわかってる？」

「海上で揺ゆれやすくなるから照準しにくいんだろ？　さすがにそれくらいわかってる」

「じゃあどうして」

「悔くやしいけど、ちょっとやそっとじゃ、リアッカは倒せない。いつも通りやったってダメなんだ。それに、照準そこで勝負をするつもりはない」

　納なつ得とくいかなそうだったミカナだったが、ふぅんと鼻を鳴らした。

「骨は拾ってあげる。シュータの最後の悪あがき、見せてもらうわね」

「勝手に最後にすんな」

　と、反射的に口にするが、勝つ自信がないのは確かだった。

　だからこその、賭かけ。普ふ通つうにやって勝てないのはわかっているのだ。

「あんた、ＳＳに乗るつもりなんでしょ？」

「ＳＳ？」

「クラス５の旧型ヴェリアルのこと。みんなそう呼んでるわよ」

「まあ、乗るつもりだけど……？」

　ミカナは好こう奇き心しんにうずく猫のように青い瞳を輝かせ、内ない緒しよ話ばなしをするように手を口元にやった。

「そのＳＳ……出るんだって」

「何が？」

「ＳＳに乗って、不ふ慮りよの事故で死んだ女子候補生の、霊れいが……」

　いかにもな雰ふん囲い気きを出すミカナに、シュータは胡う散さん臭くさそうに半目をする。

「なんだそれ」

「声、聞いた人もいるんだって……。緊急浮遊装置バルブエアーが作動するかどうかとか、救難信号が発信できるかとか、注水タンクからの浸しん水すいとか、気をつけなさいよ？」

「そんな事故があったなんて、聞いたことないぞ？」

「あんたが知らないだけよ。うふ、情報力の差が出たわね」

「へいへい」

　適当に返事をして、シュータは歩きはじめた。

　はっきりと霊が出ると聞いたのは今日がはじめてだったが、シュータも何かと噂されていること自体は知っていた。だからと言って、搭乗者リベラが不慮の事故で死ぬこともないし、沈んだはずなのに勝手にドックに戻っている、なんてこともない学園最古の泳ぐ化石のようなヴェリアルだった。

　パーツにばらすとしても、そのパーツ自体がもう現行機の規格に合わず互ご換かん性せいもなかった。しかし動作不良を起こすこともないので、ドックの隅すみに忘れられたように置かれているのだった。

　少女の声が聞こえることがあるというが、システムでもあるＡＩが何かに反応してしゃべっただけだろう。

「明日、しっかりやりなさいよー？」

　シュータは母親みたいなことを言うミカナに軽く手を振って、ドックへむかった。

　原初の魔女が魔ま力りよくを授け、人はヴェリアルを作りあげたといわれている。しかし、シュータを含ふくめ、誰もそんなことは信じていなかった。

　魔力という名の科学。システムであるＡＩ。その搭乗者リベラサポートシステムが『神の御遣い』と戦うことを可能としたのだ。大げさに『ＷＩＴＣＨシステム』などと名前がついているが、魔女というのは、開発者の名前をモジったものか開発チームの名前なのだろう。

　夕陽が入り込むドックは三階建ての建物ほど天てん井じようが高い。入口から奥までは一〇〇ｍほどあり、ちょっとした罰ばつで何往復もシュータは走らされたことがあった。

　横並びに整列しているヴェリアルは、片かた膝ひざを立てうずくまっている。いまは戦艇ではなく人型の戦鬼オーガとなっていた。

　その一番奥。敬遠され端はしにおいやられているのが、くだんの旧型ヴェリアルだった。

　通つう称しようＳＳは、当たり前のように静せい寂じやくを守っている。耳を澄すましても何も聞こえなかった。当たり前か、とシュータは苦く笑しようする。

　装甲に残る数多あまたの傷が、いくつもの戦場を生き延びた勲くん章しように見えた。傷きず痕あとこそ誉ほまれといわんばかりの古いヴェリアルは、歴戦の兵そのものだった。本来は藍色だったのだろう塗と装そうは黒に近くなっている。目についた傷をシュータはなぞった。

　もしかすると、ヴェリアルに乗るのは明日が最後になってしまうかもしれない。

　ブンブンと頭をふって弱気を追い払う。冷たい装甲を撫なでていると、文字が目に入った。

《Astarothアスタロス》

　ＳＳではない、本来の機体名がこれなのだろう。はあ、と息を吹きかけ名前の上を制服の袖そでで何度もこすった。

「よろしく頼むよ、相棒アスタロス」

　シュータは慣れた手つきで装甲に足をかけてよじ登り、胸にあるコックピットのハッチを開いた。




「――ドドドドドドぉおン、あッ、危ないですー！　ふう、回かい避ひには成功したようですね……。なぁにぃ、動力部に異常が――!?」




「え」

「くぅ、出力がどんどん落ちていっています。しかしここで退たい避ひしてしまえばみんなが危険に――」

　席に座すわっている女の子が、リベラごっこに熱くなっていた。長い銀ぎん髪ぱつを垂らし、幼さの残る子犬みたいな顔を小難しそうにしかめている。

　細ほそ腕うでで、がっちゃんがっちゃん、と一いつ生しよう懸けん命めいに操そう縦じゆう桿かんを押し引きしていた。

　もちろんヴェリアルは動かない。

「わたしがここで奴やつら『神の御遣い』を食い止めます。みんなは先に行ってくださいっ」

　リベラを熱演中の翡ひ翠すい色いろをしたキレイな瞳は使命感に燃えている。

　見てはいけない何かを見たような気がして、シュータはそっとハッチを閉じた。

「い、今のは……」

　難しい顔をして眉み間けんを突いた。着ている服は学園の制服ではなく、ふんわり波打つ白いワンピースだった。だから候補生ではないのだろう。軍関係者ではなさそうだし、技術者でも、ましてや教官でもないことがすぐにわかった。







[image: ]







　そぉっとまたハッチを開く。

「――これでも食くらいやがれですっ！　どがーん、どがーん！　この一いち撃げきでおしま……んん？」

　潮風が少女の前まえ髪がみをゆらす。密室のはずのコックピットが開いていることにようやく気がついたのか、顔をあげた。

「――はっ!?」

　目線が衝しよう突とつすると、少女は目を丸くして固まる。

「なんか、ごめん」シュータはそっとハッチをまた閉じた。

　……いや、閉じている場合じゃないし、こっちが謝あやまる理由もない。

　あまりの気まずさに耐たえられなくなったが、このヴェリアルの調整をしなくてはいけないのだ。

　もさもさと頭をかいて再びハッチを開くと、そこにはもう誰もいなかった。

「あれ……おかしいな」

　噂の幽ゆう霊れいじゃないだろうな、と一信九疑くらいだったのが半信半疑になる。

「いやいや、まさかな……」

　気にしないことにして、シュータは中に入った。

「シュータ・ツクバ。ＫＺ３４４６」

　太刀を脇に置いて席につき、声せい紋もん認にん証しようのため声を出すと識別コードが手前の副画面サブデイスプレイに打ち込まれていく。操縦桿を握にぎるとシュータの生体情報を読み取り、電磁パルスがコックピット内を走った。

　そういえば、とシュータは後ろをむく。死角になるシートの裏。いるとしたらそこだろう。そおっと覗いてみると、

「ひゃん!?」

　思った通り、さっきの女の子がいた。

　銀色の長い髪と、翡翠色の瞳。くりくりした小動物のような純真なその両目が、今は意外そうに点になっている。

「ど、どうしたんですか急に……？」と、ひとり言のようにつぶやいた。

「やっぱりいた」

　迷めい惑わくそうにシュータは息をついた。

「ここ、関係者以外立ち入り禁止なんだぞ。リベラごっこしてただろ、さっき」

　中等部に入ったくらいの年とし頃ごろだろうか。好きとは言え、実機に乗ってごっこ遊びとはいただけない。

「しししし、してない、ですヨ？　何の話デスカ？」

　おろおろと両目が忙せわしなく動くと、何かに気づいた少女は目をパチクリさせながら自分自身を指差した。

「わたしが、見えるのです？」

「見える、って……。うん、見えるけど」

　少女の瞳にじわりと涙が浮うかんだ。わわわわ、と信じられないと言いたげに両手を口元にやった。

「す、すごいです！」

　鈴すずのような高い声をあげると、感かん極きわまったのかこちらに飛びついてきた。

「え。ちょ、コラおい」

　反射的に両手を突き出して動きを止めようとすると、感かん触しよくさえないまま、すぅっとすり抜けた。

「へ――？」

　今度はシュータが目を丸くする番だった。振りかえると、少女は涙目になってぶつけたらしいおでこを優やさしくさすっていた。

「ぅうう、痛いれす……」

　見える、すり抜ける……。そんなバカなと思うが、実際に起きた超常現象をどう説明していいのかわからなかった。頭の中だけで起きている幻げん覚かくだとは思えない。幻覚よりも、噂のほうがまだ信じられた。

「やっぱり……！」

　想像していたのと少し、いや大きくイメージが違う。幽霊は、こんなにも元気があるものなのだろうか。この少女以外に幽霊に出会ったことがないので、判断基準がないのだから何とも言えないのだが。

　少女はコホンと咳せき払ばらいをひとつすると、ワンピースの端をつまんで会え釈しやくした。

「申もうし遅おくれました。わたしはこの子の魔ま女じよにして、世界最強の魔女でもあるフィリスと言います」

「………………」

　幽霊ではないらしい。シュータは頭痛をこらえるようにこめかみを押さえた。

「まじょ？　ナニソレ。幽霊じゃなくって？」

「ですですっ、魔女なのです！」

　へへーん、とフィリスは胸を張る。コンクリートで舗ほ装そうされてしまったかのような胸は、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきも裸足はだしで逃げ出すレベルだった。

「しかも、わたしは『異端女帝マザー・ウイツチ』のレプリカなんです！　どうですか、驚おどろきましたか？　驚きましたか？」

　楽しそうにフィリスはシュータの瞳をのぞく。

「顔近いって」と、シュータは頭をのけぞらせてフィリスから距きよ離りを取る。

「『異端女帝マザー・ウイツチ』って、ＷＩＴＣＨシステムの元になったっていう、あれのこと？　脳内設定の披ひ露ろうはまじで勘かん弁べん、やめてくれよ。何だよそれ、さっきのリベラごっこの続き？」

「脳内設定ではありません」

「だいいち、そんなご大層なもののレプリカがあるわけないだろ」

「ここにいます」

　胡散臭さそうな目でシュータは不思議少女を見つめる。

『異端女帝マザー・ウイツチ』

　伝承にある魔女のことだ。彼かの女じよが授さずけた魔力で、ヒトは逆神機ヴエリアルを作り上げ神と対たい抗こうすることができた、と言われている。伝承通りなら、だ。

「まあ、何でもいいよ」

　シュータの投げやりな言葉に、フィリスは信じてもらえたと思い、うむと尊大にうなずく。

　害がないなら、魔女だろうが幽霊だろうが、『異端女帝マザー・ウイツチ』のレプリカだろうが、何でもよかった。

「とにかく、出てってくれ。おれはこれから色々とやることがあるんだ」

「この子を使ってです？」

　小首をかしげると、艶つやのある銀髪が肩かたの上をなめらかに滑すべり落おちた。

「そ。この子を使って」

　シュータはぺしぺしと操縦桿を叩たたく。基本的な整備は出来ているだろうが、誰が以前使って、そのクセが残っているかわからない。だから、自分が使いやすいように再調整する必要があるのだ。起動フェイズを終えたあたりで、不ふ審しんなことに気づく。長期間誰にも使われていないにもかかわらずシステムは最新の状態を保っていた。誰かがイジったのだろうか。ちらりとシュータはフィリスに目をやる。

　まさかリベラごっこをしていたフィリスが……？　いや、システムが軍関係者だと認めない限り起動はしないから、たぶん違うだろう。

「シュータ」

　不思議な現象の謎なぞを考えていると、自じ称しよう魔ま女じよに名前を呼ばれた。

「なんで名前知ってるんだよ」

「さっき聞こえました。――あ、じゃなくて。魔女は何でも知っているのです！」

　ああそう、とシュータは気のない返事をする。声紋認証のときに名前を言ったのを聞いていたらしい。

「しゆた、何をするのです？」

「しゆたじゃない。シュータだ。……明日、ヴェリアル戦があるからその調整をちょっと」

　フィリスは胸の前できゅっと拳こぶしを二つ作ってみせる。

「頑がん張ばりましょうね、しゆたん」

「変な呼び方するな。おれはシュータだ。……頑張るよ、頑張るから、さっさと出ていってくれないか？」

「あ、大事なことを忘れていました」

　フィリスは神しん妙みような顔をしてシュータを見つめる。

「汝なんじ、我が虜とりことならんか？」

「はぁ？」

　またリベラごっこの続きか何かだろう。関心のないシュータはフィリスを一いち瞥べつしてまた調整の作業をはじめた。

　相手にされていないことに気づいたフィリスは白い頬ほおを膨ふくらます。

「虜とならんかっ」

　半ばやけになりながら言われ、はいはいとシュータは面めん倒どうくさそうに生返事をすると、フィリスの表情が満点の星空のように輝かがやいた。

「シュータは、わたしと契けい約やく」

「――出てってくれ」

　素っ気なく言って外を指差し、ハッチを開き足元のラダーを外へ放った。魔女だか幽霊だか知らないが、構っている暇ひまはないのだ。

「わたしの話を聞いてくださいぃ！」

「また今度なー」

　どうでもよさそうに言って、シュータは手をひらひら振ふる。今度があればいいな、と自じ嘲ちよう気ぎ味みに頬をゆるめた。不満そうなフィリスは、いーっと歯を見せてハッチから飛び出していった。

「ちょっと、おいラダーを使――」

　戦鬼がひざまずいているとはいえ、高さはけっこうある。シュータが心配になってハッチから顔をのぞかせると、もうそこに少女の姿はなかった。







　パチン――！

　シュータはロッカーで着き替かえたあと、両手で頬を叩いた。あまり痛くないように、なおかついい音が出るように、無駄な工夫が凝こらされた気合の入れ方だ。

　シュータが着ているのは、ぴったりと肌はだに張り付く搭乗者リベラ専用の黒いスーツだった。耐たい水すい性せいと保温性に特化しており、落水した場合、海水の温度に体力を奪われないように工夫が施されている。それらは、コックピットから投げ出されたリベラの、海での生存率を上げることを目的としていた。

　ヴェリアル――《アスタロス》に乗り込んでふんと鼻から荒あらい息を吐き出し、起動フェイズを済ませる。

　各部異常なしグリーンを確かく認にん。相似機構フイルメトリーの状態も昨日と同じく良好だった。

「――っし、行くか」

《アスタロス》の乗ったリフトが重い駆く動どう音おんとともに下降していく。全身が海に浸つかると、無数の白い気き泡ほうが逃げ出すように海面へとむかっていった。

　出撃口ダクトに配置された《アスタロス》が可変を開始。両手足を内側へたたみこむと頭が反転し船首となり、鋼の巨きよ人じんは戦艇となった。出力を上げると、船せん尾びに据すえられた推進装置リニアブラスターが唸うなった。

「最大戦せん速そく。目的地は、演習場」

「了りよう解かいしました」

「ん？」

　おかしいな、とシュータはいつもと違うＡＩの声こわ音ねに首をかしげる。ずいぶんと古い機体だから、ＡＩの仕様も多少違っているのだろう。

　注水タンクが海水で満たされ戦艇がさらに沈しずんでいく。生成された反はん粒りゆう子しがタンク内で海水と反応。対消滅した質量がデバイスによりエナジーへと変へん換かんされていった。

　ゴゥッと戦艇が勢いよく海中をかきわけ、潜せん航こうしていく。

　思ったよりも速い。深い海の情景が早送りするように流れていく。クラス７で標準装備されている装そう甲こうが《アスタロス》にはない。その分軽いから速いのだろう。今まで乗ったどの機体よりも、自分が操縦しているという実感があった。操縦というよりも、装着しているという感じが強い。久しぶりの出動を《アスタロス》がよろこんでいるのかもしれない。

　キラキラと光る魚群を追い越し、海かい藻そうが生おい茂しげる海の森をすぎ、レーダーに剣同士が交差している（昨日そのアイコンが出るように設定していた）演習場が近づく。

「アップ四〇。浮ふ上じようする」

　戦艇を沈めるための重りである海水が排はい出しゆつされていく。

　速度を落とし操縦桿を手前に引きつけると、上からは半はん透とう明めいの白い太陽が見え、どんどん光が強くなっていった。

　ざざぁん、と尖とがった船首が海面から飛び出し、青い空と海の狭はざ間まにシュータの戦艇は姿を現した。

　演習場とは名ばかりの、ただの海だ。囲いがしてあったり、武器庫が付近にあったりするわけでもない単なる近海の指定座標。それを『いつもの座標どこどこ』と指示するのが面倒なため『演習場』と呼んでいた。

　ピピ。シュータの回線に通信が入った。

『ツクバ、遅ぇぞ』

　機嫌悪そうな教官シンシアの低い声に、シュータは慌あわてて時間を確認する。ちょうど十二時になったところだった。

　副画面に見えるシンシアは、赤髪の長いポニーテールを面倒くさそうにいじっていた。つり上がっている赤い瞳ひとみは猛もう禽きん類るいを思わせた。柳りゆう眉びの間にお馴な染じみの皺しわを寄せ、薄うすい唇を歪ゆがめている。細い指に挟はさんだ煙草たばこを一本くわえて、筋の通った鼻から煙けむりを吐き出す。何もせずに無表情だったなら、艶あでやかな薔薇ばらのような雰囲気を醸し出す担任教官だ。それを台無しにする粗そ野やな口調は、女おんな傭よう兵へいのようでもあった。

「すみません。でも、ぎりぎりセーフですよね？」

『黙だまれ。あたしは、三分も前から待ってんだぞ』

　それ大して待ってないんじゃ……。シュータは出かけた言葉を飲みこんだ。シンシアは、海軍のリベラ隊にいたこともあってか、性格も口調もあの通りなのだ。「だから結けつ婚こんできずにいまだにヴェリアル乗りなのでは？」そう口にした候補生がいたらしいが、その後、彼かれの行方ゆくえを知る者はいない……。

　シンシアが乗る赤いヴェリアル《キメリエス》は、巨剣バスターソードで肩をとんとん叩いていた。

　見るからに機嫌が悪そうだ。たまの休日に、何でわざわざ立会人なんてしなきゃいけねんだよ。無言でそう言っているのがひしひしと伝わってきた。

『ツクバ。この僕ぼくを待たせるとは、いい度胸だ』

　シンシアとの回線に割り込んできたのは、シュータと戦うリアッカだった。肩につくかつかないかの金きん髪ぱつを後ろで束ねている、名家の優等生。口元は人を馬ば鹿かにするような薄ら笑いを浮かべている。両耳にあるシルバーのピアスがよく似合っていた。

　リアッカのヴェリアルも浮遊板の上で大たい儀ぎそうに腕うでを組んでいる。こちらの機体は、見慣れた量産型《レギオン》だ。今回シュータが勝てば、汚名返上することができる上にヴェリアル戦無敗のリアッカに土をつけることができる。

「待たせる以前に、遅ち刻こくしてないって」

　横おう柄へいなリアッカの碧眼が、見下すように細められた。

『ふふん、僕は三〇分も前から来ていた』

「いやいやいや。これ、来た時間競きそう勝負じゃねーから。なにを偉えらそうに……。って、チャラそうに見えて結構マジメなんだな」

『うるさい。君のような人間は、名めい誉よあるリベラとして相応ふさわしくないと常々思っていた。……ジューザ家のこの僕が、その引導を渡わたしてやろう。整備科でも管制科でも、好きなところに転科するがいい』

『ピーピーうっせぇんだよ。オラ、さっさとやんぞ』

　シンシアの映る画面がもわっと曇った。なんだろうと訝いぶかると、その疑問に答える声があった。

「あぁーっ！　この人、タバコ吸ってます」

　ああ、それでか。と納得したのも束つかの間まだった。

「この声……」
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「そんなことしちゃ、ダメなんです。ウィッチが煙けむたがっています！」

　何度か聞いたことのある声に振りかえると、魔女を自じ称しようした少女フィリスがいた。

「――お、おいっ、な、何してんだよ!?　どこから湧いて出たんだ!?」

「湧いて出たなんてひどいです。わたしはここに住んでいるのに」

「衝撃告白!?」

「それよりもシュータ、がんばりましょうねっ」

　元気よくフィリスは拳を握った。それよりもとは言うが、住むとはどういう意味だろう。このご時世にホームレスはいないだろうし。

『ツクバぁ、準備いいかー？』

「うわ、やべ」

　ホログラムにさっと触ふれて、シンシアとリアッカとの通信回線を閉じた。ヴェリアルに女の子を連れ込んだとバレれば、即そく転科は間ま違ちがいないだろう。その前にシンシアに教育的ブつ飛指導ばされる。

　フィリスは表情をキリリと引ひき締しめた。

「あんなタバコ女、やっつけてしまいましょう」

「いや、戦うのはそっちじゃないんだ。――いや、そうじゃなくて。何でここにいるんだよ。何でもいいからとにかく降りて……」

　シュータは思わず額を掴つかんだ。ここは洋上。降ろせない。これからヴェリアル戦がはじまるのだから、戦いに巻き込んでしまうかもしれない。さすがに放り出せない。女の子を身一つでつまみだすなんて真ま似ねは、シュータにはできなかった。

『教官、女の子がおれのヴェリアルに住んでるらしいんで、しばらく預かってください』

　そんなこと言ったら、シンシアにやっぱり教育的指導ブつ飛ばされるだろう。

「シュータが戦うのは、あのエセ貴公子なのですね？」

「なんつー名前つけるんだよ。そうだよ」

「おーい！　ツクバぁ！　トラブったのかぁ？」

　シンシアが通信に応じないシュータに聞こえるように、外部スピーカーを使って話しかけてきた。

「まあ、オンボロのＳＳだからなぁ……」

　と、シンシアがぼそり。

「ＳＳですからねぇ」

　と、リアッカも外部スピーカーでぼそり。

「「すごいショボいＳＳから……」」

「あ、そういう意味なのか」

　シュータは思わず膝ひざを打った。どうりでこの機体だけＳＳなんて呼ばれているワケだ。

「へんな名前つけないでくださいっ。なんですか、すごいショボいって。……ショボいって……どういう意味です……？」

「知らずに怒おこる、逸いつ材ざい……」

　リアッカが不ふ愉ゆ快かいな笑い声をあげた。

「るはは。わざわざＳＳを選んだ理由はわからないが、まあ、君に似合いのヴェリアルではあるね」

　フィリスがむぎぎぃと唸った。

「……バカにされたことだけはわかりますっ！」

「そうだな……！」

　そう簡単に負けられない。実力差に天と地の開きがあっても、一いつ矢し報むくいてやる。ひと泡あわ吹ふかせてやる。

　いや――狙ねらうのは大おお番ばん狂くるわせだ。目にモノ見せてやる。

「やってやるッ！」

「はいっ」

　フィリスもシュータの気合に応こたえた。ＷＩＴＣＨシステムの相似機構フイルメトリーが強く反応した。

　波間にたゆたう戦艇が人型の戦鬼へ軽快な金属音を鳴らしながら変形する。

　推進装置の脇わきに据えられた鋼の脚あしが伸のび、戦艇の底が真ん中から左右に分かれると内側に格納された力強い腕が現れた。上をむいた船首が横に回転し、正面をむく。幾き何か学がく的てきな顔に浮かんだのは、視覚情報をリベラに伝える役割を果たす赤い眼め。

　怜れい悧りで冷れい徹てつな無表情は、獲え物ものを静かに追つい尾びする獰どう猛もうな鮫さめのようでもあった。船底だったものが速すみやかに滑り肩から斜ななめに伸びて、背に伸びるカノン砲ほうを手に持つ。ＱクインテンセンスＯオブＡアンチレプトンデバイスが浮遊板とリンク。エナジー消費を対価に海上での直立を可能とさせた。

　シュータは硬かたくなった表情で後ろを振りむいた。

「どこかに掴まっとけよ、危ないから」

「だいじょうぶです。慣れていますから」

「ああ……そう？」

　外部スピーカーを使うシンシアがやれやれと口にする。

「んだよ、大だい丈じよう夫ぶじゃねぇか。――説明めんどくせーから送るぞ？　四〇秒で読め。一分後開始だ」

　ピ、とシュータの副画面にシンシアが送ったメールが届く。

　制限時間は三〇分。

　持ち点の三〇ポイントをいかに減らすかという戦いだ。配点は『神の御み遣つかい』の弱点でもある頭部が一〇ポイント。胴どう体たいは五ポイント。その他は一ポイント。これは、カノン砲（今日はペイント弾だん）におけるものであり、メイルブレイカーでの近接攻撃の配点は、シンシアの審しん判ぱんによって点数が異なる。演習のヴェリアル戦と同じルールだ。

　シュータは、リアッカの機体を見つめた。

　ヴェリアル戦で負け知らずのリアッカに、どうすれば勝てるのか。逆に負けしか知らないシュータは、昨日それなりに作戦を考えていたのだ。

　腕うで組ぐみをするヴェリアルから頭の悪そうな哄こう笑しようがもれた。

「るぅっはっはっはっ。手加減を頼むならいまの内だぞ、ツクバ。そんな錆さびついたＳＳでは、僕の足あし下もとにも及およばないだろうからな」

　そんなふうに馬鹿にされて、じゃあお願いしますなんて、口が裂さけても言えなかった。

「むぐぅ……、あのエセ貴公子の唇くちびるは針で縫ぬってしまいましょう」

「恐おそろしいこと言うなよ。危ないからしゃべるな。舌噛かむぞ」

「やってやりますよ！　本気モードですよ！　ええ、やっつけちゃいますよっ！」

　気合いを入れるのは構わないが、うるさい。シュータは集中し直すように一度深呼吸をした。

『カウント５』

　シンシアのカウントがはじまる。

　推進装置から青い炎ほのおが吹ふきだし、出力が臨界点を迎むかえた。

『３……』

　狙うのは一点。二〇〇ｍ先の敵。

『２……』

　シュータは操縦桿をぐっと握る。鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

『１……』

　大きく息を吸って――。

『始め！』

　吐き出す。同時に操縦桿を一気に押し込んだ。

　波を蹴けって《アスタロス》が一直線に海上を疾しつ走そうする。「捨て身の攻撃か、笑わせて――」リアッカは、直後息をのんだ。

　それはシュータも同じだった。

　――速い。

　学園にある、どの、どんな機体よりも、速い。

《アスタロス》が海風を蹴け散ちらす。自ら気流を生み出し、さらに加速。

　海上を滑かつ走そうする浮遊版が波を砕くだき飛沫しぶきをあげる。

　動力部は、敵と同じ型式のものが使われている。《レギオン》よりも装甲の軽い《アスタロス》。敵以上の機動性を発揮してくれるはず。シュータが賭けたのは、その一点。

　リアッカが構えていたカノン砲からペイント弾を放つ。同時に、シュータは肩から伸びる装甲を前面に出して盾たてとして胴どうを守った。

　ぺち、バチン。次々に盾に当たっては砕けていく。

　ビビ！　シュータの持ち点が減った。主画面右端の得点表示が、青29赤30となっている。

「右足に被ひ弾だん。マイナス一ポイントです」

　そんなの承知の上だ。

　おそらく、実じつ弾だんならこんな真似はできない。当たったところで大した衝撃はないペイント弾だからこその戦術だった。リアッカと同じようにカノン砲を遠くから撃うってもいいが、射しや撃げきの腕が違ちがいすぎる。撃ち合いでは敵かなわないと判じたシュータの苦肉の策だった。

　ビビ！　ビビ！　点数は一ポイントずつ減っていく。

　ビィィィーッ！

　ひときわ大きな音に、シュータは舌打ちをした。機動性があるからといってそう甘あまくはないらしい。

「頭部被弾。あと一五ポイントです」

　推進装置を再点火。彼ひ我がの距離、五〇を切った。

　外部スピーカーから漏もれるリアッカの笑い声。幼少時からヴェリアルの英才教育を受けていただけはある。《アスタロス》の規格以上の高速機動にも、正確に照準してくる。おかげでコックピット内は警告音でいっぱいだ。

　後ろの少女がまたひとつポイントを失ったことを教えてくれた。

　ちらっとシュータは空に目をやる。

　――いい天気だ。

　ぐ、と屈かがんだ《アスタロス》が一気に空へと跳ちよう躍やくする。

「磔はりつけにしてくれる！」

　敵ヴェリアルがペイント弾を放つと《アスタロス》の頬をかすめた。リアッカがさらに――ボルトを手前に引き薬やつ莢きようを排出、次弾装そう填てん――第二射を撃った。

　が、これも――虚弾ハズレ。

　誰だれだって、太陽を背せ負おった敵を直視することは難しい。眩まぶしいに決まっている。

　ついにシュータは、盾として機能させていた装甲を解放。両りよう腕うでを広げ全身に風を受けた。その瞬しゆん間かん、ビビィとまたポイント減の警笛が鳴る。

　胴への被弾。残り九ポイント。

　しかしこれで終わらせる。メイルブレイカーを脳天に叩きつけてやる！

「うおらぁああああああ――！」

　気け圧おされた敵ヴェリアルが浮き足立ったのがわかった。

「落ちろぉおおおおおおおお――ッ！」

　メイルブレイカーを手にして。

　手にして――。

　手にし……。

　手に…………あれ？

《アスタロス》は、腰こし元もとあたりで間ま抜ぬけに手をぐーぱーぐーぱーしている。

「あの剣みたいなのはないですよ？」

　暢のん気きなフィリスの声に、さぁ――っと血の気がひいた。

　ない、いつの間に、どこかに落とした!?　それならせめてカノン砲を、ってそれもない!?

　空から降ふってきたヴェリアルと海上のヴェリアルが正面衝突。腕と脚の両方が互たがいに絡からみ、みっともないことこの上ない二機は、海中に沈んだ。

　一応シュータの『体当たり』は攻撃としてカウントされたらしいが、自分にもマイナス二ポイントのダメージがあった。

　青７赤28。

　戦せん況きようをひっくり返す攻撃は、見事不発に終わった。

「おのれ、この僕に無様な真似を……！」

　リアッカは戦艇に変形させ、推進装置を噴ふん射しや。態勢を立て直すため距離をあけようとする。

「待て！」

　距離を詰つめておけば、何か起こる。そう信じるしかなかった。なにせ今は丸まる腰ごしなのだ。距離を取られると、カノン砲の速射で近づくことさえできなくなる。そうなれば本当におしまいだ。

　シュータも戦艇に変形し追尾する。

　武器をどこかに落としたらしい。シュータはリアッカを追いかけながらあちこちに目をやった。

「ちゃんとあったはずなのに。フィリスも武器を捜してくれないか」

「んー、武器はないのです」

「いや、わかってるって。クソ、負けられないのに……！」

「どうしてです？」

「これに負けると、学園から追い出されるんだ。……そうなればもう、ヴェリアルに乗ることもないと思う」

「そ――そんなの困りますっ。シュータはわたしと契約した使い魔なのです。ヴェリアルに乗らないなんてことは、ダメなのです」

　フィリスがシュータの腕をむずがる子供のように引っ張る。寂さびしそうな瞳が、シュータに諦あきらめるなと哀かなしげに訴うつたえていた。

「まだ、負けって決まったわけじゃないから」

　シュータは小さく笑えみをこぼす。少女の言葉が、素す直なおにうれしかった。

「フィリス、二人であいつを倒たおそう。あいつは、女ったらしのリアッカ様だからな。相似機構フイルメトリーだって充じゆう分ぶんに機能していないはずなんだ」

　リアッカは、幼い頃からの経験と技量でカバーしているらしい。

　前を潜航するリアッカの砲ほう塔とうがぐるりと回り、ペイント弾を放った。

　一発目はかわすが、二発を被弾する。シュータはたまらず浮上の選せん択たく肢しを取った。

「ズルしている人は、許せません」

「……だよな。だってリベラは」

「恋愛禁止なのです」「恋愛禁止だもんな」

　戦艇を再び人型へ変形させる。リアッカも浮上し、同じく変形した。

「おやおや、ずいぶんとカラフルになったじゃないか。るっはははは！　ここで頭を下げれば、一いち撃げきくらいは入れさせてあげてもいいのだが」

　嘲あざけりにシュータは唇を噛んだ。

「そんなこと言っていいのかよ……高くつくぞ」

「後ろから攻撃がないと思ったら、君、武器を持っていないのか？　るは。どう戦うつもりなのやら。それでよくもまあ、虚きよ勢せいが張れるものだ」

　やれやれ、と敵ヴェリアルが馬鹿にするように首を振った。大口を叩いてはみても、丸腰なのは変わらないのだ。

「いたぶるのは趣しゆ味みじゃないんだ。これで終わりにしよう！」

　さっと構えたカノン砲をリアッカは無造作に撃った。間かん髪はついれない速射。一射目が頭部へ、二射目が胴へ。どちらが当たってもそこで勝負が決する。

　それは、まばたきひとつにも満たない、コンマ一秒の狭間。

　……本当に、終わる。まだ終わりたくない。まだ何もしていない。

　こんなところで、終われない――！

　そのときだった。

　シュータの手前にある副画面。そこに浮かんでいる【ＷＩＴＣＨ】の文字。

[image: ]

　その文字が、ホログラムごと裏返った。

【code:ANEMONE】

　金に縁ふち取どられた赤い文字が視界に飛び込んだ。同時にくすんだ藍あい色いろから、蒼そう天てんのような鮮あざやかな紺こん碧ぺきへ《アスタロス》の塗と装そうが変わった。

　――武器のイメージを強くです！

　声。

　フィリスのものだ。そんなことを急に言われてもわけがわからない。だが、現状を打破する手はシュータに残されておらず、フィリスの言葉を信じるしかなかった。

　イメージ。

　ぱっと浮かんだのが、いつも持っているツクバ家が代々伝えてきた、太た刀ち『臥竜』。

　即そく座ざに身体が理解した。脳を介かいさず感覚に訴えた。いつものように手の中にある。ただしそれは《アスタロス》の手。巨きよ大だい化かした臥竜をその手に握にぎりしめていた。

　防げ。本能が叫さけぶ。

　力の限り鞘さやごと海面に叩きつけると大きな水柱が噴きあがる。それは二発のペイント弾を防ぐ盾となった。







　そのとき、リアッカは舌打ちと同時に全方位に神経を集中させた。どこにあんなものを隠かくしていたのだ。いや、そんなこと今はどうでもいい。

　海中を潜航し、相手の背後を取ることがヴェリアルの基本戦術だ。

　水柱が無くなれば、シュータの姿はそこにないだろう。

　空か背後か海中か、リアッカが上下左右に視線をやった、その瞬間だった。

『十二時方向より敵機――』

　ＡＩの無機質な声に、リアッカは目を瞠みはった。

　正面で目視した、景色に同化しそうなほど真っ青なヴェリアル。

　無策無謀にもほどがある。愚おろかなほど真まっ直すぐに――だがしかし、疾はやいッ……！

　リアッカはまた大きな舌打ちをする。







　いつもいつも、自分に問題があるのだとシュータは思っていた。変形も射撃も操そう舵だもみんな出来ているのに、自分だけが上う手まく出来ない。だからダメなのは自分なのだと思っていた。

　相似機構フイルメトリーは正常値で起動には何の問題もないが、いつも、それだけだった。

　だが、今ならわかる。

　それは自分の感覚を十二分に引き出すものではなかったのだ、と。鋭えい敏びんな感覚を持ち微び細さいな動きの出来るシュータと、それを反映させるヴェリアルの間に、齟そ齬ごが起きていただけなのだ。

　このヴェリアル《アスタロス》は他と違った。シュータ唯ゆい一いつの長所である身体能力を引き出すシステムを備え、機体もシュータのすべてを活いかす軽量近接型の高速機。

　叩き出された相似機構フイルメトリーの高数値が、どのヴェリアルもついてこられなかったシュータのすべてを《アスタロス》の機動性運動性へと直結、連動させた。

　敵ヴェリアルの砲ほう口こうの角度、引き金にかかる鉄の指、その力の入り具合。敵カノン砲が火を吹く。

　シュータは瞬しゆん時じにすべてを知覚する。

　研とぎ澄すまされた超ちよう至し近きん距きよ離りでの感覚。

　初速一四〇〇ｍ／ｓの砲ほう弾だんを凌りよう駕がして余りある動体視力。

　虚弾は必然だった。

　シュータは太刀の鯉こい口ぐちを切る。

　だが、リアッカも応じてメイルブレイカーを抜き放った。

「舐なめるなッ学級最低成績者クラスフツトがぁ！」

「ぉおッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合。

　放った絶速の初太刀。機先を制する最速の一撃が音を置き去りに走る。

　ガギン――ッ

　閃せん光こうのように煌きらめく白はく刃じんが、メイルブレイカーを両断。装甲に使われるレニウムをさらに重強化したメイルブレイカーが、中ほどから斬り飛ばされ、青空を大きく舞まった。

　シュータは返す刀で敵の首筋手前でぴたりと太刀を止める。

　凪なぎのような一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、ざばぁんと音を立て、リアッカの剣が海に沈んだ。

　ビィー、ビィー、ビィィィィィー！

　終しゆう了りようを告げるサイレンが鳴る。

　シュータは息をついて背を預けた。

　目の前には、動きを止めたリアッカ機。そして――首筋の白刃。実感なんて全然湧かないが、映る光景は、まさしく勝者と敗者の図だ。

「やっりましたぁーっ！」

　フィリスがころころとした声をあげると、余興か何かを見ていたかのような気楽さで、シンシアが通信を入れた。

『はぁー、こいつやりやがった！　――勝者、シュータ・ツクバ』

『教官！』

　リアッカの顔が副画面に表示された。薄ら笑いを浮うかべた口元は憎にく々にくしげに曲がり、口からは犬歯をのぞかせていた。

『どうして止めたのですか！』

　はん、とシンシアは一いつ蹴しゆうする。

『ヴェリアルは、おめーが見み栄え張るためのオモチャじゃねーんだよ』

『まだ戦えたッ』

『いーや。あのままだったら、おまえのヴェリアルは大破してた。ざっくり真っ二つだったぜ？　当たり所が悪ければ搭乗席コツクピツトのシステムもおまえも逝いってたかもな。つーわけでさっきのは、これ以上ないくらい妥だ当とう。ハ、むしろ止めたあたしの好判断を誉ほめて欲ほしいもんさ』

　シンシアが肩かたをすくめると、どんッ、とリアッカが操そう縦じゆう桿かんを思いきり殴なぐった。

『まぐれで勝ったからって、いい気になるなよ……！』

　捨てゼリフを残してリアッカは通信回線を切断する。目の前のヴェリアルが戦鬼から戦艇へと鮮やかに変形すると、ドックへと針路をとった。それを見送ってシュータもヴェリアルを戦艇へ変形させた。

　遠くなる戦艇にシンシアは『困ったおぼっちゃんだこと』と苦笑混じりにこぼす。

『……あれ？　ＳＳって、そんな色してたっけか？』

「え――？」

　周囲を見回す余よ裕ゆうができ、確認してみると――。

　薄れた藍色はくすんだ黒に近かったのに、今は品すら感じさせる壮そう麗れいな蒼あお。両りよう舷げんは広がり、翼つばさのように見えた。

　外観はまさに、蒼そう翼よくの鷹たかそのものだった。

『まあ見るの久しぶりだし、気のせいだろう。それで、どこからあんな剣を出したんだよ？』

　どこからと言われても答えに困る。自分でも、よくわかっていないのだから。

　急にフィリスの声が聞こえたのだ。聞くというのとは少し違っているだろうか。脳が直接その言葉を理解した、というほうが感覚的には近い。どう説明しようかと困り後ろのフィリスを見ると、ぶんぶん首を横に振って人差し指を立て「しぃー」とやっていた。

　どうやら、本当のことを言うのはフィリスにも何かと都合が悪いことのようだ。

「えー。ええっと、じ、実は隠してたんですよ。いざっていうときのために……」

『へぇ。あの剣、あれって……』

　シュータがいつも持ち歩いているせいか、巨大版である太刀にシンシアも見覚えがあるらしい。

「あー、いや。ハハ……、武器庫の中で昨日、見つけまして……」

『ふぅーん？　そんなもんあったっけか？　まぁいいさ。とりあえず、おまえに賭かけて正解だったぜ。ハッ、危あやうく給料半年分消し飛ぶとこだったぜ』

　高額な賭けを教官や技術者たちとやっていたのだろう。

「……人の進退で賭けしないでくださいよ」

『ジューザの坊ぼつちゃんが二七票。ツクバが一票。ククク、あたしボロ勝ち』

「まさか、それで勝たせたんじゃないでしょうね」

『さすがにんなことしねぇよ。このシンシア様を見くびるな、鼻タレ』

「おれに賭けてたってことは、大穴狙いですか」

『あたしは負ける勝負はしねー主義だ。大穴だろうとなかろうと、ツクバの一点賭けさ。てめーの担任教官の目は節穴じゃねえんだよ。ちゃんと見てんだよ、こう見えてな』

　シンシアはシニカルな笑みをのぞかせて小さく肩をすくめた。

『明日からも頑張んな。じゃあな』

　シンシアが高速の変形を見せ勢いよく着水する。戦艇が一八〇度回頭。推進装置の爆ばく風ふうと水しぶきを《アスタロス》に叩たたきつけると、すぐにその姿は小さくなっていった。

　シュータはずるずると背にもたれた。

　自分でも信じられないような一瞬の連続だった。正直、リアッカに勝てるなんて思ってもみなかった。一矢報いたらそれでいいとさえ思っていた。

　今でもまだ実感がわかない。それにホログラムが裏返ったあれは一体なんだったのだろう。副画面のホログラムをもう一度よく観察するが異変は見当たらなかった。

「やっつけましたね、あのエセ貴公子っ」

　飛びついてくるフィリスを慌てて押しのけた。

「やめ――、離はなれろって」

「あ。わたしとしたことが、失礼を」

　フィリスは、はにかんでちろと舌を出だした。

「ん？」

　昨日飛びついたときはすり抜けて頭を打っていたのに、今日はしっかりと実体がある。

「触れる……？」

　ほっぺをむにむにといじってみる。

「なんれすかー」

　うやぁああ、とフィリスが拳こぶしを振ふり回まわすのでシュータは大人しく手を離した。

「なんで触れるんだ。昨日は」

「シュータにわたしのことを認めてもらったので、力が使えるようになりました。わたしはその力を〈無限虚構レプリカ〉って呼んでいて、その能力の一いつ環かんで……」

「待て待て待て。認めてもらったから、力が？　何の話だよ」

「魔ま女じよは、波長の合った者に存在を認められると、凄すさまじい力を発揮できるのです。それが、わたしの場合はシュータで、その力を〈無限虚構レプリカ〉というのです」

　わかりましたか、とフィリスは得意げに人差し指を振ると、シュータは不ふ審しんそうに目を細めた。

「何だそれ」

「あぁー、信じてない顔してます。ほんとです、ほんとなんです」

「ふうーん、ああ……そうですか」

「やっぱり信じてないです」

　ぷすっとフィリスはむくれる。何が何やらさっぱりだが、話が進まないのでなだめることにした。

「わかった、わかったって。……で、そのナントカって力を使って、何をどうしたわけ？」

「あのときは、シュータがイメージした武器を作りました」

「だから、武器のイメージを、って言ったの？」

　両手を腰こしにやって「どーだ」と言わんばかりに胸を張り、どや顔をするフィリス。

　確かに、思い浮かんだイメージ像がそのまま具現化した。さっきの謎現象はそういうことらしい。にわかには信じられないが、すでに体験してしまったことを否定するのは難しかった。

「今は、さっきの材料のあまりと海を使って、わたしが自分自身を作っています」

「それで、触れる、と。てか、海から体なんて作れるのか？」

「作れます。海は生命の源なのです」

「あぁ、なるほど」

　あまりよくわかっていないシュータだったが、目の前に実体があるのだから嘘うそをついていないのだろうな、ということだけはわかった。

　それからフィリスは、笑え顔がおを花はな咲さかせた。

「でもよかったです。あらかじめ、武器の材料を調達しておいて」

「材料？　海から？」

「いえいえ。あの剣けんのようなものと、おおきな鉄てつ砲ぽうを使ったのです」

「…………」

　メイルブレイカーとカノン砲のことじゃないだろうな。いや、きっとそうだ。

　シュータは、我知らずできた眉み間けんの皺しわをほぐすように揉もんだ。昨日調整しようとしたとき、その二つの武器は確かにあったし、演習場に着くまでもちゃんとあった。

　ご褒ほう美びを待っているようにフィリスは目をキラキラさせている。シュータはそのおでこを人差し指で小こ突づいた。

「いたっ。な、なにをするのですかぁ」

「最初に言えよ、そういう大事なことは」

「言いました！」

　大声で逆ギレするフィリスは、むうっと頬ほおをパンパンに膨ふくらませた。

「ないですよってわたし言いました」

「ああ、確かに言ったよ？　使おうと思った寸前にな！」

「それの何がいけないのですか。ないものはないって、ちゃあーんと教えてあげたのに」

「おれにだって、段取りってもんがあるんだよ。今度からは、材料とかそういうの禁止」

　強がりの源である『そういうの』を禁じられたフィリスは、しおれていく花のようにうつむいてしまった。

「シュータが、怒ってます……」

　しくしく。すんすん。フィリスは目元に手をやってうずくまってしまった。

「ふぇ……ぅえぇぇん……」

「え、あ、いや。ごめん」

　シュータはあやすように両手を振ってアピールする。

「怒ってない。怒ってないよ？」

　まだ鼻をすんすん鳴らしているフィリスは、目元を触さわりながら尋たずねた。

「ほんとです？」

「ほんと、ほんと」

「じゃあ、次もこの子に乗ってくれます？」

「乗る乗る、もう、絶対に乗る！」

　シュータが元気いっぱいに言ってやると、フィリスは雲間から太陽がのぞいたような、晴れやかな顔をする。

　……長い睫毛まつげはからからに乾かわいている。目元が腫はれているなんてこともない。頬を伝ったような気がする涙なみだのあとなんて、キレイさっぱりない。

「約束ですよ、シュータ？」

　可か憐れんなニコニコの笑顔には、涙の一粒も見えなかった。

　騙だまされた。嘘うそ泣なき……。

「――ずうっとシュータがこの子のリベラです！」

　はしゃぎにはしゃいで、うっきゃーな状態だった。

「ぁうっっ、わたしとしたことがっ!?」

　フィリスは我に返ると、偉えらそうに腕うでを組んだ。

「シュータは、わたしと契けい約やくしたいわば使い魔なのですから、言うことを聞いてくれなきゃダメなのです。いいですか、シュータ――」

　偉そうなのがなんとなく鼻についたシュータはフィリスの耳を引っ張った。

「ぁああ、いたぃいいたたたた」

「何か言ったか、魔女様」

「言ってないです、言ってないです」

「よかった」

「ぅぅうう……、こうなったら実力行使です！　上下関係をはっきりさせてやります！」

　飛びかかってくる魔女フイリス。その顔面をシュータは片手で掴つかみ、メリメリと力を入れていった。

「あぁああああああああっ!?　いたいですー!?　ごめんなさいぃいい！」

　自称主人の乱。所要時間、約二秒で鎮ちん圧あつした。

　本当に泣かれてしまうとやはり後味は悪いし、自分でしておいて可哀かわい想そうになってきたので、シュータは手を離すことにした。魔ま手しゆを逃のがれたフィリスは、顔をさする。ちょこちょこと動かすその仕草は、顔を洗っている猫ねこのようだった。

「くう……生意気な使い魔です。どっちが主人かを」

「――はっきりさせてやろうか」

　シュータの冷たい目を見て、フィリスはそおっと首を振りちょこんと正座した。

「だいたい、魔女だの使い魔だの……フィリスいくつだよ」

　見かけはシュータの三歳ほど下くらいに見えるが、中身はそれよりも幼そうだ。最初はこっそり遊びにきた中等部の生徒かと思ったが、部外者は学園に入れない。だから違うのだろう。ヴェリアルの中に住んでいるという不思議発言もよくわからない。

「ええっと、わたしは……。――もうっ、シュータ、レディに歳としをたずねるなんて、デリカシーがなさすぎますっ」

「レディって、そんな気にするような歳じゃないくせに。……まあ、教官くらいの女の人ならわかるけど」

「あの煙けむり三み十そ路じ女のことです？」

　その発言にシュータは身を震ふるわせた。

「おっ、おい。フィリス、悪いことは言わない。ここで長生きしたいんなら、シンシアの実年齢デンジヤーゾーンに関することは口にしないほうがいいぞ？」

「なにやら、詳くわしそうですね？」

　じとーっと、フィリスがシュータへ粘ねばっこい視線をやった。

「詳しくないって。学園内での地じ雷らいだからみんな知ってる」

　周囲にシンシアがいないことを確かく認にんして小さく息をつく。短い電子音がすると、通信回線が開かれミカナの顔が表示された。推進装置の燃ねん焼しよう音おんもかすかに聞こえるあたり、こちらへ来ているらしい。

『お疲つかれ様さま、シュータ。やったじゃない！』

「見てたのか？」

『うん、暇ひまだったしね』

　回線がそこで切られ、《アスタロス》の隣となりにミカナの量産機が並んだ。ハッチからミカナが出てくると、こちらに飛び乗ってきた。

「出てきなさいよー」

　シュータが外に出ようとして、その手を止めた。フィリスをどうしよう。なぜか今は、不ふ機き嫌げんらしくムスっとしていらっしゃる。

「あけなさいよーっ！」

　どんどんどん。

　フィリスには座席の裏側にひとまず隠れてもらい、シュータは中を見られないようにさっと飛び出した。すぐさまハッチを締しめると、ミカナがきょとんと目を丸くした。

「な、なに、その機き敏びんな動き」

「まあまあ、いいから。んで、何の用だよ？」

「なによ、ご挨あい拶さつね。せっかくかわいい幼なじみが祝福にきてあげたのに」

　つまらなさそうにミカナは唇を尖とがらせた。

「おれは、そのかわいい幼なじみがもっとおしとやかになってくれれば、って星に願いを毎日捧ささげてるんだけどな」

「うっさいわね。……リアッカに勝ったのって、シュータがはじめてなんじゃない？」

「そだっけ？」

「そうよ。私、ずぅぅーっと思ってたんだから。あんたはやれば出来る子だってね！」

「おまえに産んでもらったおぼえはねーよ、お母サン」

「冗じよう談だんはおいといて。でも、ほんとうにシュータじゃないみたいだった！　ＳＳであんな動きができるなんて……っ」

　拳を作って興奮気味に語るミカナ。

「これで、名誉返上ね！」

「勝手に返すなよ、おれの名誉」

「ていうか、なんで最初からあの剣使わなかったの？　あれってシュータの……」

「違う。あんなデカくなるわけないだろう」

　本物オリジナルはロッカーに置いてある。イメージしたから出てきたとは、やはり言えない。どう説明していいものかわからないし、フィリスが力と言っていたあれは、あまり口外して欲しくなさそうだった。

「色々とあったんだよ、こっちも」と、シュータはお茶を濁にごしておく。

「なに、運命的に色々って？」

「いや、運命的だなんてことは言ってないけど」

「あんなのどこに隠してたのよ？」

「まあ、あれだ。こっそり、な？」

　シュータの苦しい言い訳に、何か隠しているなとミカナの目が意地悪く光った。

「あんた、もしかしてシステムとか機体いじったんじゃないでしょうね？」

「んなワケないだろう」

　いじったからどうこうなるものでないのは、ミカナも知っているはずだ。だから、実力で勝ったというよりもズルをして勝ったというほうが、信しん憑ぴよう性せいがあったのだろう。

「ふぅーん、じゃあそういうことにしといてあげる。シュータにそんな細かい芸ができるわけもないしね。……それで、今日ってお休みでしょ？　これから……ご飯食べに行こうかなーって、お、思うんだけど？」

　おもむろにミカナがトランプを取りだすが、珍めずらしく手につかず、ばらばらーっと装そう甲こうの上にカードが散らばった。

「ぁあっ」

「何してるんだよ」

　シュータが何枚か拾って渡わたしてやると、

「街のほうに食事に行けば、いいことあるわよ。と、特によく知っている、付き合いの長い、おんなのこ……とか……」

　拾った枚数で占うらなったらしいが、挙動がどう見ても怪あやしい。今も、カードを繰くるたびにぼろぼろと両手からカードがこぼれていっている。

「やけに具体的だな、その占い。ちゃんと占ってるのか？」

「いいからっ。で……どっ、どーなのよ」

「ちなみに、一〇枚だったらどうなるんだ？」

「えっ？　ええっと……。――い、一回きりなのそういうのは！　無ぶ粋すいなの、そういうことするのは！」

「そういうもんなのか」

　ちらっとハッチを見ると、顔を出していたフィリスが「ガルルルル」と唸うなっていた。

「それで、私、ご飯食べに街に行こうかなと思ってるんだけど……？」

「恋愛禁止」

　シュータは学園内での掟おきてを口にする。

「ク、クラスメイト同士でご飯食べちゃだめなの？　大丈夫よ、きっと」

　言われてみれば、候補生同士でクラスが同じなら自然といえば自然だろう。

「まあ、それもそうか……ミカナとならおかしな風に見られないだろうし」

　その瞬間、ミカナが唐とう突とつに脚あしを振りあげた。シュータの尖塔バベルにクリティカルヒット。おも～い鐘かねの音がシュータの中に響ひびいた。

「ぐっ……、あ、ぐぅ……、おま、それは、はんそく……ていうか、何で蹴けった？」

　うずくまるシュータは、瀕ひん死しの虫のように手足をぴくつかせる。ミカナは機嫌悪そうに腕を抱だいた。

「ごめん、脚が長くて」

「謝罪ポイントのズレを感じる!?」

「それで……その、どうするの？」

　痛みがひいてきたので、よっこいせとシュータは立ちあがった。

「……遠えん慮りよしとく」

「あーそうですかっ！」

「なにぷりぷり怒おこってるんだよ、みーちゃん」

　ぽわぁとミカナの顔が赤くなり、目がぐるぐる回りはじめた。

「か、可愛かわいいみーちゃんとか言うなぁああああああああああ！」

「そこまで言ってねえよ」

「私、先帰るからっ。――あんたなんか、ここでお魚釣って食べてればいいのよ。一生自給自足して生き延びればいいのよっ」

「素す敵てきな生活!?」

　ひらりと自分のヴェリアルに飛び移り乗りこむと、ミカナの戦艇はすぐに小さくなっていった。

「何しにきたんだよ、あいつ……」

　ぼんやり見送っていると、フィリスがばんばんばんと装甲を叩いた。

「シュータ！　なんですか、あの乱暴しりでか女は。シュータもでれでれ鼻の下を伸のばして。けしからんですっ。まことにけしからんです！　リベラは、恋愛禁止なのです！　はいシュータ、復唱ですっ」

「……リベラは恋愛禁止です」

「そのとぉーりですっ」

　うむうむ、と満足そうにフィリスはうなずくと、ハッチから出てきた。

「早く家、見つけろよ？」

「わたしは、家出中の女の子じゃありませんっ。わたしは、このヴェリアルの魔女なのです。コードネームは【アネモネ】。立派な魔女なのです、まぁーじょ！」

「またそれかよ……」

「はい」

　フィリスは蕾つぼみが花開くような笑顔をみせる。魔女というにはあまりに明るく、希望を満まん載さいさせたかわいらしい表情だった。

「これから、よろしくお願いしますね、シュータ」

　離れることなんてあり得ない、とでも言いたげにフィリスはシュータの胸に飛び込んでくる。

　ひらりとかわすと、べちゃっとフィリスが倒れて《アスタロス》の装甲にキスをした。







二章　出撃







　神によって地上を海に沈しずめられ、トリニスタ王国に自然の地面があるのは中央セントラルだけになった。そこを守るように、リーブラ島を含ふくめた十二の人工島が配置されている。中央を最後の土地とは言うが、そこは広大で、王都ベルベを含め何百もの町がある。王国民百万と言われる中の、約九〇％が中央で暮らしていた。

　シュータたちが暮らす人工島リーブラの人口はおよそ一万人で、海軍軍人や関係者、その家族がほとんどだった。そのリーブラ島へシュータは謎の乗員を乗せて帰投していた。

「主の抱ほう擁ようをかわすとは何事ですか」

　鼻の頭とおでこを赤くしているフィリスがきゃんきゃん吠ほえるので、シュータは耳を塞ふさいだ。

　機体表示の注水タンク部が、水色に染まるとすぐに空となることを繰り返している。そうすることで、ヴェリアルはエナジーを充じゆう填てんしているのだ。

　理論上存在すると言われ続けた反はん粒りゆう子しＱＯＡの存在が実証されてから二世紀。ＱＯＡデバイス――反粒子と物質を対消滅させたときに放出される質量をエナジーへ変へん換かんする装置――が開発され、主動力としてヴェリアルに搭とう載さいされた。もちろんクラス５の古い機体であるが、《アスタロス》もそれを動力としていた。

「いいですか、シュータ。使い魔というものはですね……」

　心得のようなことを説くフィリスに適当に相あい槌づちを打ち、出撃口へ入った。戦鬼に変形させると、両足がリフトに固定され重い駆く動どう音おんが鳴る。リフトが上じよう昇しようし見慣れたドックへと帰ってきた。まだ何か言っているフィリスをまるっと無視して、シュータは逃にげるようにコックピットを出た。

「あ。待ってください」

　よいしょ、よいしょ、とフィリスがおりてくる。どうやら、カルガモの雛ひなのように後をついてくる気でいるらしい。

　シュータは《アスタロス》のまだ海水の乾かない装甲を撫なでて、心の中でお礼を言っておいた。外装は少し変わっていたが、傷は残ったまま。

《アスタロス》が歴戦の勇士だということを量産型ひよつこに誇こ示じしているようだった。

　静かにうずくまる様は、上質な青いマントに身を包つつんだ騎き士しのようでもあり、翼を休める鷹たかのようでもあった。

　ロッカーで着き替がえを済ませると、フィリスは外でいい子にして待っていた。どうあってもシュータと行動を共にするつもりらしい。歩きはじめると、後ろからは「ふんふ、ふぅ～ん」と陽気な鼻歌が聞こえてきた。

　自称、魔女。その銀髪少女は、シュータのあとをてこてこついてくる。

「シュータ、それはもしや臥が竜りゆうではないですか？」

「がりゅー？」

「はい。その太刀のことです。天てん下が八はち宝ほう刀とうの一本ですね」

「ガリュウって読むのか、あの字。……よくわかったな」

「わたしのデータの中に――じゃなくて、記き憶おくの中にありますよ？　当時の状態と照合したところ、古くなってはいますが状態はとても良いようですね。目の付けどころが違ちがいます、さすがわたしの使い魔です」

　言っていることは半分ほどしかわからないが、家宝の太刀を褒ほめているのがわかって、少し気をよくするシュータだった。

　電子端末ドツペルから整備依頼をするため、シュータは端末に適当な言葉で話しかける。声せい紋もんが認にん証しようされ、真っ暗なディスプレイが明るくなった。リベラ学園の候補生用のページにアクセスし、学がく籍せきコードを打ちこんだ。

『クリア。シュータ・ツクバ候補生と認証』

「しゃ、しゃべりました……。中に妖よう精せいでもいるのでしょうか……？」

　しげしげ見つめて、フィリスはシュータの電子端末をつんつん突つつく。

「こ、こんにちはー？」

　恐る恐る挨拶をして、返答がないことに首をかしげている。

「誰だれかの魔ま力りよくは感じませんよ、シュータ？」

「魔力なんてねぇよ」

　先ほどからこれのオンパレードだった。やれ小人が魔力を使っただとか、魔法結界に反応して扉とびらが勝手に開いただとか。フィリスの頭の中は、魔法と魔力でいっぱいらしかった。

　シュータは自分のページから使ったヴェリアルとその用よう途とを打ちこんで、整備依頼をしておいた。

　学園から寮りようまでの短い道のり。休日だからといって、決して人がいないわけじゃない。自主的に訓練をする候補生だっているし、教室棟を眺ながめると自習にやってきている候補生がちらほらと窓から見える。

「なあ、いい加減ついてくるのをやめてくれないか？」

　シュータが迷めい惑わくそうに言うと、フィリスはへんと背をそらした。

「離れていてはシュータを守れません」

「何から？」

「悪い女たちからです。シュータが乗ってくれなくなると、わたしはイヤなのです。シュータには、恋愛禁止をちゃんと守ってもらうつもりです」

　ささ。ささささっ。フィリスはガードマンのように両手を広げて、シュータの前で右に左にカニ歩きする。

「破るつもりは、さらさらないんだけどな」

「それに、ウィッチには搭乗者リベラを守る使命もあります」

　ざわざわと騒さわがしいことに気づき周りに目をやると、二人を遠巻きにして候補生の先せん輩ぱい方がたが声をひそめこそこそと話をしていた。腰の太た刀ちが原因ではないだろう。視線は、ちらちらとフィリスとシュータを行き来していた。

「ああ、もう」

　シュータはフィリスの手を引いて走り出した。

　誰の目にもつかずに落ち着いて話が出来る場所といえば、自分の部屋しか思い浮かばなかったシュータは、人目につかない道を選びながら寮を目指した。

「使い魔のクセに主の前を走るとは何事ですか」

　ぷんすか怒るフィリス。手を離してもついてきた。いっそのこと、ついてくるのをやめてくれたらいいのにと思うが、そう思い通りにはいかなかった。

　入島時、必ず管理局の検けん閲えつがある。身分証としても機能する電子端末ドツペルから身元を照会するのだが、そこで不ふ審しん者しやと判明すれば入島できないようになっていた。

　フィリスを野放しにして管理局に補導されれば、シュータの名前を出してしまうだろう。契けい約やく者しやだとか使い魔がどうのこうの。その話は学園へ行き、どういう関係なのかと詰きつ問もんされるに決まっている。

　正直、手に余る。だが、どうしていいのかわからない。シュータがまたこぼれそうになったため息を引っ込めると、不意にフィリスの悲鳴が聞こえた。

　振りかえると、白い動物がフィリスの頭に牙きばを立てていた。

「シュータ、なにが起きているのですー!?」

　うるうる、痛みに瞳ひとみを潤うるませるフィリスは、恐る恐る頭上を指差した。

　それは、一見猫のようにも見えたし犬のようにも見えた。狼おおかみが一番近いかもしれないが、今まで見てきた生き物のどれとも違っていた。

　尋じん常じようではない事態を察したシュータは、臥が竜りゆうに巻いた鎖くさりを瞬時に解とく。

　鞘さやを走る白刃。

　刹せつ那な、陽すら反射させない無明の一ひと振ふりを放つ。

　影かげすら振りきった無影の初太刀がフィリスの頭上で、一いつ閃せん。

　不可視の初太刀は、もはや飛ぶ斬撃と評するに値あたいする。

　不可視、ゆえに――不ふ可か避ひ。

　ザリ、と砂城に刃やいばを入れたような感かん触しよくがシュータの手を伝う。両断すると、白い狼はバラバラと崩くずれて姿がなくなった。

　不審に眉まゆをひそめながら、シュータは小さく息を吐つき足元の空を切る。ヒョンと小気味いい音を鳴らし、静かに納刀する。確かに、今、消えてなくなった。生物なら血が出るだろうし、死し骸がいが残るだろう。

　くすん、とフィリスが鼻をすすり、噛かみつかれた頭をさすった。

「人間の世界は不思議がいっぱいです……」

「怪け我がはないか？」

「なんとか大だい丈じよう夫ぶです。痛かったですけど。それにしても」

　フィリスは、シュータと臥が竜りゆうに目をやった。

「凄まじいとさえ言える太た刀ち捌さばきですね、シュータ。《アスタロス》の超至近距離クロスレンジの動きと反応速度に納なつ得とくがいきました」

「見えたのか？　太た刀ち筋すじ」

「きらって少し光ったのが見えたと思ったら、ぶわわわあって風がおきて、気づいたらもうシュータは納刀していました。それだけ見せられれば、どれほどの腕か誰だってわかります。シュータがけなされているほうが、わたしには理解できません」

「まあ、フィジカルの科目の中に剣けん術じゆつはあってもそれ単体では評価されないからなぁ。そのフィジカル自体も、他に比べれば評価されにくいし」

　リベラを育てるための学園で、そのための候補生。何よりも優先され評価されるのは、ヴェリアルの操縦技術だ。

「そうでしたか……でもでもっ、シュータかっこよかったですっ」

「く、口にすんな。恥はずかしいからヤメロ」

「もぉー、シュータは素す直なおじゃないですねー」

　このこのぉ、とフィリスがつつくその指をシュータはぺしっと払はらった。

「むぅ……。それで、わたしの頭に何がいたのですか？」

「見たことない、狼みたいな猫みたいな犬みたいな白い生き物だったけど」

「…………シュータ、それはもしかすると『神の御み遣つかい』の何かかもしれません」

「何かって？」

「それは、わたしもわかりませんけど……」

　考えすぎだろうとシュータは肩かたをすくめる。

「もし『神の御遣い』の何かなら警報が鳴る。おれたち候補生や海軍のみなさんは戦闘態勢だ。間ま違ちがいじゃないのか？」

　あたりに目をやっても、さっきの狼の仲間はいないようだ。

　それとなく周囲を警けい戒かいしながら、シュータは寮のガラス扉の前で足を止めた。脇わきにある認証センサーに電子端末をかざすと、ポーンという間延びした電子音と共に、ぅぅん、と横に開いた。

　はぁ～～、とフィリスが感かん嘆たんを漏もらす。

「何なのですか今のは？　シュータが、あそこで結界解除の魔法を」

「違うって」

　こんなところで立ち話をしていれば、いずれ誰かに見つかってしまう。それでなくとも、学園で目もく撃げきされているのだ。しかもここは男だん子し寮りようで、フィリスは魔女だの何だのはさておいて、外見は普ふ通つうの女の子。

　寮に連れ込もうとしていると思われないだろうか。これがもしバレれば、シンシアの奴ど隷れいとして一か月従事しなくてはならないだろう。

『疲れた。イス』

『アイ、マム』

　四よつん這ばいになるシュータ。その背中にどっかり腰かけたシンシアは、短くなった煙草たばこを手にして、こう言うだろう。

『灰皿』

『……？』

『は・い・ざ・ら。貴様は何者だ、ツクバ候補生』

『麗うるわしきシンシア様の下げ僕ぼくであります、マムッ！』

『貴様は、携帯灰皿を持たないあたしを不良喫煙者にするつもりか』

『ノー、マム！』いや、それくらい持っておけと思うがそんなことは言えない。

『よし。……灰皿。手ぇだせ』

『………………あい、……マム、――あぢッッッ!?』

　……目に浮うかぶ。嫌いやすぎる。シュータは頭をぶんぶん振って、嫌な想像を追い出した。

　寮の中へ入り、誰にも見つからないように気をつけながら二階の自室に辿たどりついた。

「ここがシュータのお部屋ですか」

　きょろきょろと、フィリスは何もないシュータの部屋を見回す。ベッドと机と椅い子す、あとは備え付けの小さなクローゼットがあるだけの簡単な部屋だ。

　ベッドにちょこんとフィリスが腰かけると、シュータは椅子の背を前にして座すわった。

「改めて聞くけど、フィリスは本当に魔ま女じよなのか？」

　口に出して聞いてはみても、いまいち現実味のない単語だった。

「そうですよ？」

　頬ほお杖づえをつきシュータはフィリスを見てつぶやく。

「魔女、ねえ……。それじゃあＷＩＴＣＨシステムは、フィリスの言う魔女と何か関係があるのか？」

「はい。量産されたＷＩＴＣＨシステムにはないですが、オリジナルのシステムにはそれぞれ人格があるのです。それを感じられるごくごく稀まれな人が、シュータだったのです」

　すり抜ぬけたり不思議な力を見せつけられたりしたせいか、やはり否定することは出来なかった。

　フィリスの言うことを飲み込もうとするが「はい、そうですか」と簡単に納得はできなかった。

「ってことは、フィリスは魔法が使えるのか？」

「大きな剣を出したあれです。相似機構フイルメトリーが最高値でないと、ああいった大質量のモノは生み出せないです。あくまで戦うのはシュータですし、武器をわたしが勝手にイメージして作り上げることもできないのです。だから、わたしとシュータ二人で作ったのです」

　確かに、あの太刀は、魔法のように湧いて出てきた。

「わたしとシュータが本気を出したら、世界だって滅ほろぼせるのです！」

「できねーよ、んなこと。……さっきの話からすれば、相似機構フイルメトリーとＡＩ――魔女は、何かしらの関係があるみたいだけど？」

「相似機構フイルメトリーは、魔女と搭乗者リベラの心を繋つなぐためのものです。ぴったんこになれば、きびきびヴェリアルが動いて、ずばずばっと敵をやっつけられます」

　ヴェリアルと搭乗者リベラには相あい性しようがある、というのは知っている。しかしデータに基もとづくものではなく、個人個人の印象や感覚によるただの感想だと思っていた。

　となると、波長の合う魔女システムとなら動かしやすく、そうでないのなら扱あつかいにくい。そういうことだろうか。

　思い返してみれば、他の量産機に比べて《アスタロス》は操縦しやすかった。

「……どうしておれはフィリスが最初から視みえたんだ？」

「決まってますっ！　相性ばっちりだからです」

　ぱちん、と片目をつむってフィリスは星が飛びそうなウインクをする。シュータはそれをさらっと無視した。

「な、何か言ってくださいぃ、ちょっと恥ずかしかったです……」

「誰も使わないヴェリアルの搭乗席に棲すみついた家出少女じゃないんだな。暇なときはリベラごっこをしてるんだろ？」

「な、ななな、なんのことでしょうカ。ま、魔女のわたしが、そ、そそそそんな子供みたいなことは、しませんヨ？」

　そろ～りとフィリスは目をそらして、鳴りもしない口笛をふぅふぅ吹ふく。

「おれが気づくまで、フィリスのことに気づいた人はいないのか？」

「……はい。声が聞こえるくらいの人は、たまにいたのですけど。……だから、シュータにはお礼を言いたいのです。――見つけてくれて、うれしかったです。ありがとう、シュータ」

　フィリスはそう言って、にっこり微笑ほほえんだ。

「いやおれは別に……お礼を言われるようなことは、何もしてないし……」

　シュータは照てれ臭くさそうに後頭部をわしわしとかく。この少女が、ただの迷子の自じ称しよう魔ま女じよなら、リーブラ島管理局に預けて身元を割り出してもらってそれでおしまいなのだが……。

「ちなみに、これ持ってる？」

　ポケットから取り出した手の平サイズの電子端末を見て、フィリスは首をふった。

　電子端末には個人情報が入っている。出生地、現住所、生年月日などなど。もちろん、通話もメールもネット回線にアクセスもできるし、財さい布ふとしても使えた。候補生は、これに身分証に基づいた鍵かぎの機能を持たせ、使用していた。

　今日び、電子端末を持たない人間はいない。ということは、王国民ではない。そして、この国にそんな人間はいないのだ。

　どうすればいいのかシュータが頭を悩なやませていると、フィリスは窓から見える海を眺めてぽつりとこぼした。

「あのむこうから『神の御遣い』が来るのですね」

　時計に目をやると、もう二時を回ろうとしていた。

　平日は三食必ず出してくれるありがたい寮の食堂は、休日はやっていない。今日、ヴェリアル戦の前に食べた食事といえば、固形栄養ブロックを二つ程度のものだった。

　きゅぅぅううん。

　フィリスが慌あわててお腹なかを押おさえた。

「こ、この実体がある状態は、魔力供給を常にしないといけないのですけど……、ま、魔力が少なくなると、お、おなかがなってしまうのです」

　きゅーん……。

　また鳴った。悲しげなお腹の音だった。

「腹減ったんだろ？　はっきり言えよ」

「おなかはへっていないです。ただ、ご飯を食べれば、魔力は回復します……」

　察してほしいです、と潤んだ瞳で見つめられる。

「腹減って力が出ないだけだろ」

　身も蓋ふたもないことを言うと、フィリスは首を振ふった。

「魔女に空腹という概がい念ねんはないのです」

「あ、そう。ちなみに、その魔力ってのがなくなると、どうなるんだ？」

「実体を保てなくなって……もとのヴェリアルの中に帰ります」

「――お、悩み解決。じゃあ、それで！」

「シュータが意地悪します……。わたしは、シュータと一いつ緒しよにいるって決めたのです。帰りたくないです」

「素直に言えばいいだろう、腹減ったって」

「うぅぅぅ……おなかすいたなんて、はしたないこと、いえません」

「そう。じゃあ、フィリス。また今度な」

　ヴェリアルにお帰り願う気満々で、シュータは惜おしげもなく手を振った。

　散歩中に一歩も動くなと命じられた子犬のように、フィリスは「くぅぅん」と鼻を鳴らす。一緒にお腹もきゅぅーん……と音を立てた。

「ごはん、いっぱい食べたいです……。おいしいやつ」

　涙るい腺せんが崩ほう壊かいをはじめ、フィリスは涙なみだをためたままちょんちょんとシュータの袖そでを引いた。

「そう？」

「シュータは悪い使い魔です、略して悪あく魔まです……。ご飯……。お腹すきました」

　もちろんシュータだってお腹は減っている。反応が楽しくてついやってしまったが、意地悪はここらへんにしておこう。

「わかった。じゃあ外に行こうか」

　ぴかーっとフィリスの表情が輝かがやいた。だが、連れて行こうにも候補生が女の子と二人歩きはまずいだろう。どうしたものかと考えていると、ひとつ思いついた。

　シュータはクローゼットを開け放ち、適当に服を選ぶ。

「フィリス、これ」

「なんです、これ？」

「リベラは、恋愛禁止だろ？　リベラ学園に通っているおれが、フィリスと二人きりでいるのを目撃されたら、みんなはどう思う？」

　ピコン、とわかったらしいフィリスが手を合わせた。

「わぁ、すてきなカップルですーっ！」

「そうそうそう、おれもあんな可愛い彼かの女じよ欲ほしいな――って、このおバカさん」

　そうじゃねーよ、とため息をつく。

「怒られるの。おれが。そういうのしたら、今度こそ学園を追い出されるかもしれないんだよ。だから――」

　シュータは、シャツとズボンと帽ぼう子しを手て渡わたした。女の子だろうが魔女だろうが、とにかく男に見えればいいのだ。

「どう着ればいいのです？」

　渡された服を胸に抱くフィリスは小首をかしげた。

「着る、はく、かぶる。――以上」

「それではわかりません！　手伝うのです」

「どうして。それくらいできるだろう？」

　フフフとフィリスは不敵な笑えみを浮かべた。

「シュータが困ってもいいのなら、わたしはこのままの姿で外を歩いてやりますっ」

「――っ！　こいつ、おれを脅おどす気か……!?」

「さあ、着せるのですっ！　魔女として、ここで主従の主導権を取りもどすのですっ」

　本音をぽろりとこぼすと、しゅばっとフィリスが両手を突きあげた。

「なんで偉えらそうなんだよ」

　ちょっと待て、とシュータは脱ぬがせやすいように両手をあげるフィリスを見て思う。

　手伝うのは、だめだろう。

　シュータが口での説明を試みると、フィリスは口くち惜おしそうに言った。

「ぐむむむ、さすがしゆた。わたしの言うことに従わないとは、なかなかです……！」

　シュータはそんなフィリスには構わず、部屋を出て着替えを待った。

　しばらくして。

　がちゃりと扉があくと、ゆるゆるのだぼだぼのフィリスが出てきた。

　シャツの袖はずいぶんと余り、腕うでのあたりで折れている。ズボンも裾すそを引きずってしまっていた。

「動きづらいです……。これでいいのです？」

　シュータは苦く笑しようして袖と裾を折ってやった。サイズが合わないなんてことは、わかっていたことだ。

「くやしいです。魔力さえあれば、こんなことには……」

　魔力があれば、急に成長することも可能らしい。

「そうですね、魔女さん」

　適当に話を合わせフィリスの長い銀髪をまとめて、帽子の中に納めてやった。

　数歩下がってフィリスの全体を眺めてみると、想像以上に似合っていた。

　その一番の要因は、女の子らしい出っ張りがひとつもなかったことだろう。女の子に間違われやすい男の子、といった感じだった。この格好なら特に目立ちはしないはずだ。

　二人は寮を出ると、学園近辺から中心街へと歩を進めていった。

　足あし下もとの溝みぞでは、海水をろ過した水がちろちろと流れている。

　人工島であるこのリーブラ島に湧ゆう水すいがあるわけもなく、つい五〇年ほど前までは、本土から生活水が大量に輸送されていた。その後、海水を生活水に変えられる海ヴアリ水アブ多ル・換シー装デバ置イスが実用化され、水に困ることはなくなっていった。

　シュータが生まれる前の事なので水のない苦労は知らないが、知識としては知っている。

　もちろん、神が人間の敵だということも、同じくそうである。

　途と中ちゆう、フィリスは何度も足を止めた。何をするのかと思えば、人工土から背を伸ばした街路樹の葉っぱをしげしげと見つめたり匂においを嗅かいだり、島内を循じゆん環かんするろ過水を触さわったりした。どうやら、珍めずらしくて仕方ないらしい。

　整備された石いし畳だたみを歩き、普ふ段だん一〇分ほどかかる場所まで三〇分かけて到とう着ちやくした。

　さまざまな飲食店、服ふく飾しよく店てん、娯ご楽らく施し設せつが集まるリーブラ島の中心地。

　殺さつ伐ばつとしたドックや学園と違い、軍関係者や士官候補生などの憩いこいの場でもあるため、色々な店がここ一帯で営業しているのだ。

　雑ざつ踏とうと活気が溢あふれる中心街では、王都で流行はやっている音楽など雑多な音が混じって聞こえる。休日、この中心街にいると平和な別世界に迷い込んだような気さえしてくる。フィリスは物珍しそうに瞳を輝かせ、あちこちに目をやっていた。

「何食べたい？」「おいしいもの」

　即そく答とうされた。何がいいだろうと考えた末、よく行くファストフード店へむかうことにした。中に入り、カウンターの店員にシュータはフィッシュバーガーセットを注文する。

「フィリスは何がいい？」

「全部くだ」「――僕ぼくと同じものをください」

　シュータは間かん髪はついれずフィリスの全部注文グランドスラムを阻はばむ。

　電子端末をかざし支し払はらいを済ませ二階にあがった。埋うまっている席の中から、どうにか窓まど際ぎわの横並びの空席を見つけて座ると、フィリスがぶすっと不満顔をした。

「シュータはけちです」

「おごってやったんだ。どうしてそんなこと言われなきゃならない」

「魔力を回復するためには、必要なことなのです。いいですか、シュータ――」

　主人ぶって偉そうに魔力がどうのこうの……。聞くのが面めん倒どうになったシュータはその口にフィッシュバーガーを突っ込んだ。

「――ふぐっ!?」

「おいしいか？」

　フィリスは、ソースを口の横につけながらはぐはぐと咀そ嚼しやくする。

「わたしのお眼鏡めがねにはかないませんけど、なかなかイケます」

「そりゃよかった」

　他の席には、何度か見たことのある候補生がちらほらと見える。

　たまの休み。行くところが同じになってしまうのは仕方ないことだろう。フィリスの男装は、シュータが思っていた以上にはまっているらしく、非難がましい視線を浴びることはなかった。

　同年代のカップルの姿も見える。

　見慣れない顔からして、他科の海軍士官候補生だろう。彼かれらは、もちろん恋愛禁止なんて思春期における最大の枷かせをはめられているわけではないので、堂々とデートしているのだ。

　この光景について、溢れる気持ちを反省文を書き慣れたシュータが綴つづったのなら、一〇万字では収まらないだろう。だがそこを、あえて一言で言うのなら、うらやましいとしか言えなかった。

　フィッシュバーガーを食べるフィリスがおもむろに尋たずねた。

「シュータは、どうしてヴェリアルに乗るのです？」

「……どうして、だろうな」

　中央の田舎いなか町まちで暮らしていたシュータは、両親を事故で亡なくしこのリーブラ島にある施し設せつに引き取られた。ミカナと出会ったのもそこだった。

　同じく施設で育った友達も、この島の別の士官学校に通っている。

　施設が、孤こ児じを軍人に育てるためのものだったのか。それとも、軍事施設ばかりあるこの島の影えい響きようを受けて、それぞれが自おのずとその進路を取ったのか。それがどちらなのかはわからない。

　施設長が、実はリベラだったというのも、シュータの根底にあるのかもしれなかった。警報が鳴ったあと、施設から出ていく施設長をこっそりつけたことがあった。

　専用スーツに着替え機体に乗り込み、ドックから白波を蹴り立てて進んでいった施設長が乗ったヴェリアル。

　神兵に砲ほう弾だんを浴びせ、斬り込む姿。帰ってくれば、施設長はシュータの知っているいつもの施設長だった。

　それを知ってから、シュータにとって施設長は身近なヒーローだった。それを憧あこがれというのであれば、そうなのだろう。

　たぶん、自分もそんな風に、誰かを守れるような存在になりたかったのだ。男子たるもの、強くなくてはならないという施設長のモットーのおかげで、シュータもずいぶんと強くなった。

「理由は……忘れた」

　そんなこと恥ずかしくて言えるわけもなく、シュータは誤ご魔ま化かしておいた。

「そうですか」

「昨日、フィリスは自分のことを異端女帝マザー・ウイツチのレプリカって言ってたけど、他のシステムは異端女帝マザー・ウイツチのコピーじゃないのか？」

「人がわたしを作ったのではないのです。姉さまが、あの能力〈無限虚構レプリカ〉を使って、わたしを作ったのです。姉さまは、人の手にあまる凄すさまじい魔力をもった魔女でした。人は姉さまを元にして兄弟をたくさん作りました。わたしが知っていることは、姉さまは、その力を警戒され凍とう結けつされてしまったのです。以前よりそれに感づいていた姉さまは、半身でもあり同じ存在でもあるわたしを密ひそかに作って、外に逃がしたのです」

「凍結……そんな話、はじめて聞いたぞ」

「ずいぶんと昔のことですし、ごく一部の人しか知らないお話です。わたしも知識として知っているだけですし」

「それなら、フィリスのことを政府は捜さがしてるんじゃないのか？　出歩いてちゃダメじゃないのか？」

「そのあたりは完かん璧ぺきな姉さまなのです。誰にもばれることなく、密かにわたしを作ってくれました。わたしはゆらゆら流れて、そしてあの子にたどりついたのです。そして――」

　フィリスは言葉を切って、可か憐れんな唇くちびるをゆるく結んだ。

「シュータに、見つけてもらったのです。運命的な、出会いなのです」

　そんな大げさなことか、と思うが、よろこびようから相当長い間独りきりだったのかもしれない。シュータは外け連れん味みたっぷりの説明を簡単にまとめてみた。

「じゃあフィリスは、すごいＡＩってことでいいのか？」

「ＡＩじゃないです、魔女です、まーじょ！」

　ヘン、と絶ぜつ壁ぺきを強調するようにフィリスは胸を張った。何というか、もう少し膨ふくらんでもよさそうな年とし頃ごろだと思うが、舗ほ装そうされてしまったような胸は、見るものを哀かなしくさせる魔力でも込められているのだろう。シュータは切なそうにうなずいた。

「？　どうかしました？」

「ああ、いや、なんでもない。そんなにスゴイもんなの？」

「すごいですよ？　姉さまを除けば、わたしにしか〈無限虚構レプリカ〉は使えないのですから。だから、内ない緒しよにしておいてほしかったのです」

　降格戦のときシンシアに太刀のことを尋ねられ、しぃー、とやっていたのはそれでらしい。

「けど、そういうのは記録ログが残るだろう？」

　大たい抵ていの戦闘の記録や映像はシステムに残るようになっている。

　むふんっ、と得意そうにフィリスは鼻を鳴らした。

「消してあるから大丈夫です。他人から見れば、種も仕し掛かけもない手品なのです」

「じゃあ、フィリスみたいに、ねーさまのレプリカは他にいないの？」

「ですですっ」

　ふうーん、とシュータはフィリスを眺めた。こんな少女のどこらへんがすごいのか、それがまだよくわからなかった。

「さすがに、夜になればコックピットに帰るよな？」

「帰りませんよ？」

「どこに泊とまるんだよ。金ないだろう？」

「シュータのお部屋です。だからタダです」

　きっぱり言ってのけるフィリスに、シュータは心から頭をさげた。

「――迷惑なので帰ってください」

　しょぼんとするフィリス。

「シュータがまた意地悪します……」

「いや、これは意地悪じゃなくって」

　さすがにそれは無理だ。普通に考えて青少年の倫りん理り的てきによろしくない。頼たよれるのはミカナくらいだが、どう説明する。魔女を拾ったから預かってくれ？　……無理だ。そもそもどこで知り合ったのかという話になる。信じてもらえるとは思えないし、恋愛禁止に引っかかる気がしてならない。そして、ミカナにくどくどと説教されるに決まっている。漏れたその話が、シンシアの耳に届かないとも限らない。

　シュータは今日一番のため息をついた。

「わかったよ……」

「ふふん。しゆたも、ようやく主の言うことを聞くようになりましたね。殊しゆ勝しような心がけです。それに、夜やってくる悪い女がいないとも限りませんから、わたしが守らないといけません」

　降格戦を凌しのいだと思えば、今度は魔女を泊めるはめになってしまった。ミカナの適当な占うらないもあながち外れていないようだ。

　その後は、現在の世情やヴェリアルの技術などをフィリスが質問するので、シュータは丁てい寧ねいに説明していった。

　もちろん、魔法も魔力もないことも。

「やっぱりいた」

　呆あきれを含ふくんだ幼なじみの声がして、シュータは「げ」と顔を曇くもらせる。振りかえったそこにはトレーを持つミカナがいた。今は制服から私服に着き替かえていて、薄うす手でのカーディガンにショートパンツをはいて、細い脚あしはニーソックスに包まれていた。

「あんたのことだから、どーせここだと思ったわよ」

　ミカナのトレーには、ハンバーガーが山のように積まれていた。

　……どこのレスラーだ。と口に出すと大変なことになるので、心の中でつぶやいておく。

「どーせってなんだよ。人のことを勝手に占うなよ」

　シュータの苦言なんてどこ吹く風かぜのミカナは遠えん慮りよなく隣となりのスツールに腰こしかけた。

「占うまでもないわよ。だって、いーっっつもここじゃない、お休みの日のご飯。……あれ？　隣の人、友達……？」

「あ。ええっと……」

「友達ではありません。主と使い魔の関係――」

　余計なことを口走るフィリスの小さな口にシュータはポテトを突っ込んだ。

「むぐ!?」

「友達。今さっき、友達になった」

　ああ、そう。と、ミカナは目をしばたたかせる。

「中等部の子？」

「チュートーブではなく、わたしは魔女のフィリスです。シュータの主――」

　シュータは迅じん速そくにストローをくわえさせた。

「んむっ!?」

「そうそう、中等部の子。違ちがう島の。今日は、観光でリーブラ島にやってきたらしい」

「魔女って今……」

「ああ、そ、それは『少年』の島で流行っている遊びらしい。魔女ごっこ」

「でも、観光ってどこ観光するのよ。遊ぶ場所って言ってもここくらいだし、あとは居住区と海軍の施設があるくらいよ？　中央以外は、どこの島だって一緒でしょ、それは」

　墓ぼ穴けつを掘ほったシュータは「さ、さあ、どうしてだろうな……ハハ、ハ」と乾かわいた笑い声をあげる。

　占いで鍛きたえた洞どう察さつかそれとも長年の付き合いによるものなのか。それともオンナの勘かんともいうべき第六感が働いたのか、ミカナは疑わしそうに猫目を細める。

「男の子、なのよね？　なんか妙みように線が細いし、まつ毛長いけど」

　まずい、バレる――。シュータの危き惧ぐなんてお構いなしのフィリスは、こんと机にジュースを勢いよく置いた。

「男の子ではありません。シュータがワンピースはだめだとわがままを言うから、主として器量の大きなわたしは仕方なくこの格好に着き替がえ――」

　シュータがフィリスの口に突っ込もうとしたハンバーガーは、スッとかわされた。

「な、に……!?」

「シュータ、そう何度も同じ手は食くらいません！」

「せ、成長しているぅ――！」
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「主に対する数々の横暴、許せません！　ここで雌し雄ゆうを決してやりますっ！」

　威い嚇かくするようにフィリスがスツールの上に立つ。

「おまえが余計なことを言うからだろうが。……もういい。ここで徹てつ底てい的てきにどっちが上かをはっきりさせておこう」

　ハンバーガーを置いて応こたえるようにシュータが立つと、フィリスが飛びかかってきた。

「魔女の威い信しんにかけて――」

「使い魔使い魔うるせえんだよ――」

　互たがいに掴つかみ合あうと、

「やめなさいッ」

　ミカナのげんこつがゴヅンッ！　ゴヅンッ！　とものすごい音を出し二人の頭に落ちた。

「いでッ」「きゃぅ!?」

「他のお客さんの迷めい惑わくでしょうが。やるなら外でやりなさいよ。ポテトもジュースも残ってるし、食べるなら食べる。食べないなら出ていく」

「……はい、食べます……」

「です……」

　のそりと二人は元のスツールに腰かけて、仲良くポテトを食べていく。げんこつを食らったせいで、フィリスの髪かみがはらはらと帽子からこぼれていた。それに気づいたシュータは慌ててそれを元に戻もどした。

　どうやらミカナには見られていなかったらしい。何事かと様子を窺うかがっていた客たちから謎なぞの拍はく手しゆが起きて、ミカナは恥ずかしそうに会え釈しやくしている。

「お騒さわがせして、すみませんでした」

　ミカナが礼れい儀ぎ正ただしく頭をさげると、ひそひそと周囲から話し声が漏れ聞こえた。

「あれ、『リーブラの姉』のミカナ様じゃないの？」「キュートな猫目と青い瞳ひとみ、間違いないって」「ミカナ様って、あの占いの――」

　ざわざわと周囲からミカナ様ミカナ様と声が聞こえ、のんきにポテトをかじっていたシュータは、ぷすっと笑った。

「なんだよ、リーブラの姉って」

　かぁっとミカナの顔が赤くなる。

「し、知らないっ。私がつけたんじゃないし」

「よ、ミカナ様」

「う、うっさいバカ」

「あの、ミカナ様、占ってくれませんか？」とシュータたちと同年代の女の子がミカナに声をかけた。一いつ瞬しゆん、え。という顔をしたミカナは、誰だれにも見えない――少なくともシュータには見えたが――角度で、にんまり笑った。

「じゃあ、一〇分一〇〇〇ニールでいい？」

　はい、と少女が言うと、じゃあ私も、それじゃあ私も、僕も僕も、小生も小生も、吾輩も――と挙手がはじまり、誰もどうぞどうぞと譲り合うことなく店内の客たちがミカナに押し寄せてきた。

「ちょっと、並んでくださーい」

「フィリス、出ようか」

　まだ少しだけ残っているポテトは持ち帰ることにして席を立つ二人。

「えええ、待っててよー？」

「何人いると思ってんだ」

　簡単に数えてみたが、三〇人近くいる。さすがに待っていられないので、ミカナに手を振ってシュータたちは店を出た。

　太陽はいつの間にか茜あかねに色づき、西に傾かたむいていた。通りに電でん飾しよくが灯ともり、街は夜の顔を見せはじめている。うーん、とフィリスが気持ちよさそうに伸のびをした。

「きれいですね」

「何が？」

「道も、空も、ぜんぶ。人が作った、この島もです」

「そうか？」

　シュータにはよくわからない感覚だった。中心街を外れると居住区があり、その壁かべは潮風に吹きつけられても大だい丈じよう夫ぶなように煉れん瓦が作づくりとなっている。それは、外敵を拒きよ絶ぜつするように冷たくて、閉へい鎖さ的てきに見えた。記き憶おくにある中央セントラルの家は、木造のものが多く木製特有の温かみがあった。

　帰り道の途中に公園を見つけると、フィリスがはしゃいで入っていった。一体いくつなんだ、とシュータは仕方なく後に従った。

　手始めにブランコに乗ろうとしたフィリスだったが、座り損ねてひっくり返った。うぎ、と泣きそうなところをどうにか持ち直し今度は滑すべり台だいに挑ちよう戦せん。

　悲鳴とともに、上からごろごろ転げ落ちてきた。

　見ているシュータにとっては、なかなか楽しいものだった。

「しゆたぁあああ……」

　フィリス本人はしくしく泣いているが。

「大丈夫か？」

　シュータは呆れながらフィリスの服についた砂すな埃ぼこりやらを払はらい、泣くなよと頭を撫なでてやった。

「しゆたぁ……」

「シュータ、な。ちゃんと呼べよ、魔女様」

「わたしのほうが使し役えきする立場なのに、命令されてます……ぐやじいです……」

「ブランコと滑り台、まともに出来るようになったら、ちょっとくらい改めてやるよ」

「む、その言葉、覚えておきますから」

「はいはい。やったことないのか？　ブランコも滑り台も」

「実体を得たのは今日がはじめてなのです。だから、まだ慣れないのです。原理と論理は理解しています。すぐにできるようになってやります」

　いつの間にか、空は橙だいだい色いろから藍あい色いろを帯びた夜空へすり変わろうとしている。遅おそくならないうちに、二人は帰ることにした。

　シュータが何気なく後ろを振りかえると、背が高く線の細い、白いスーツを着た人が佇たたずんでいた。

　高貴な気配を身にまとい、子供の作った砂城を見下すように目を細めている。舐なめるようにあちこちに視線を這はわせ、口元だけで嗤わらった。

　白い髪と赤い瞳が異様に冷たく感じられ、スッと背が冷えた。

「シュータ、ポテトをください」

　ちょんちょん、とフィリスが袖を引いた。我に返ったシュータは、持ち帰ったポテトをひとつ渡わたす。

　もう一度後ろを見ると、そこにはもう誰もいなかった。







　――どうして、誰も返事をしてくれないのです？　どうして誰も――

　まどろむシュータの頭の中に声が流れ込んできた。

　夢に映る景色はヴェリアルの搭乗席コツクピツト。それに乗る誰か。彼らに気づいてもらおうと、シュータは声をあげ肩かたを叩たたき袖を引く。だが、何をどうしたって、自分のことに気づいてもらえなかった。

　何回も何回も試ためした。誰も、気づかない。

　ざらついた孤こ独どくが心の中に降り積もっていく。

　何度も何度も声を出した。誰も、気づかない。

　そうして、春を何度も繰くり返かえした。

　どうして――？

　また、誰かやってきた。

　今度こそ。

　あの――。

　まただ。

　膝ひざを抱かかえた。声を押し殺して泣いた。わからないけど、涙ばかり溢れた。

　誰か誰か。誰か――、

　気づいて。

　……また春がやってきた。もう何十回も数えた。

　乗ってきた誰かに、声をかけることはなくなっていった。

　どうしてこんなことをしているのかわからなくて、消えてなくなりたかった。それは暗くて冷たくて恐おそろしいことだというのはわかった。想像するだけで怖こわくなってまた涙がでてきた。

　リアルな映画のような目の前の風景。干かん渉しようすることは許されず日々はすぎる。

　孤独に心はひび割れ、涙も枯かれた。

　ぬっと顔がシートの脇わきから出てくる。自分の顔だった。目があったのは、たぶん気のせいだ。

「やっぱりいた」

　鼻の奥おくがツンとして瞳が熱を持ち、じわりと滲にじんだ涙で視界が曇っていく。

　まだ、涙は枯れていなかった――。







　シュータは目を覚ます。手を目元にやると濡ぬれていた。どうやら、現実の自分も泣いていたらしい。搭乗席の様子からして、あれは《アスタロス》の中だ。見ていたのは、おそらくフィリスの記憶……。

　隣でもぞもぞと動く何かがいることに気づいて、そっと布ふ団とんをめくるとフィリスが小さな寝ね息いきを立てて眠ねむっていた。安心しきったような寝ね顔がおを見て、シュータは困ったように頭をかく。ベッドから毛布を一枚もらい、床ゆかで眠ることにした。

　カーテンの隙すき間まから入り込む朝日でシュータは目を覚ました。寝ね間ま着きから制服に着替え電子端末を制服のポケットへ滑らせ、

「おい、起きろ。朝だぞー」

　まだ寝ねているフィリスの肩を揺ゆすった。目覚めたフィリスは、ごしごし目をこすりながらぼやーとシュータを見つめた。

「おふぁ～、ようございます」

　あくびしながらこくんと頭をさげた。

「うん、おはよう」

　またベッドに潜もぐろうとするフィリスを引きずり出して、寝ぼけ魔ま女じよにシュータは言いつけた。

「ひとつ、外出するときは昨日の服で外に出ること。ひとつ、学園には行ってはいけない。以上。――復唱せよ、フィリス特務曹」

　はう、とフィリスが反応する。しゃきんと姿勢をただして、リベラごっこに食いついてきた。

「学園には行かないこと。外出するときは、コスプレをすることであります、サー」

　ん？　とシュータは怪け訝げんに思いながら上官らしく尊大な言い草をする。

「どこでそんな言葉を覚えた」

「ツクバ候補生のベッドの下に隠かくしてあったカードデバイスの中にある、いかがわしいデータでありますっ。タイトルにそのような文言が」

「――いっ、言わんでいい！」

　迂う闊かつだった。さりげなく隠し場所を確かく認にんすると、例のブツはなくなっていた。

「フィリス特務曹――ッ!?」

「使い魔の教育に悪いため、敵勢とみなし迅速に破は棄きしたでありますっサーっ！」

　びしぃいっ、と敬礼するフィリスの瞳には一寸の曇りもない。正義を為なした兵士の精せい悍かんな顔つきだった。混じりっ気なし善意一〇〇％の行動らしい。

「そ、そうですか…………。――と、とにかく大人しくしてろよ」

　ブツがブツだけに怒おこることもできず、シュータはそう言い残して一階の食堂へ降りていった。

　男子候補生が学園全体で四〇名ほどなので、食堂もそう大きくはない。広さで言うのならちょうど教室ひとつ分ほどだ。パンの小麦もベーコンも卵も、中央の農地から輸送されてきたもので、産地がどこか記されている。他の人工島では、中央に物資を頼らず自給自足している所もあるが、リーブラ島ではまだ中央から輸送してもらっているのが現状だった。

　焼きたてのパンを二つと目玉焼き、適当によそったサラダをトレーにのせて席につくと、

「やるじゃんか、ツクバ」「まじでびびったぜ」「あれツクバかよ、って動きだったもんな」

　同期の候補生数人に声をかけられた。

　昨日のことを耳にしたらしく「勝てて良かったな」とか「まぐれだろ、あれ」「あの剣けん、どこに隠してたんだ？」といった戦況報告インタビユーを求められた。

　候補生には上流階級の子し弟ていが多いのだが、少なくともシュータの周囲は、高こう慢まんな連中よりも気のいい連中のほうが多かった。

　……一部を除いて。

　違うテーブルについているリアッカからは、黒に近い紫むらさき色いろの不ふ機き嫌げんオーラが凄まじい勢いで噴き出している。どうやら負けたことが相当頭にきているらしい。今にも白しろ手て袋ぶくろを投げつけ決けつ闘とうを求めてきそうだった。そんな剥むき出だしの敵意をスルーして、シュータはさっさと食事を済ました。

　パンとスープが残っていることに気づき、余りをフィリスに食べさせてやろうと適当にトレーにのせ部屋へと運んだ。

「おーい、朝め、し……」

　自分の部屋だからノックは別にいいだろうと思って入ってみれば、中にフィリスはおらずもぬけの殻からだった。

「あのヤロ……！」

　軟禁状態はさすがに可哀かわい想そうだと思って外出を自由にしたのがそもそもの間ま違ちがいだったようだ。とは言え、電子端末がなければ物を買うこともできないし、公共施設への出入りもできない。

「どこいったんだよ、あいつ」

　ぼやきながら、机の上に朝食と書き置きを残しておいた。時計は八時を回っている。定時まで時間がないので、シュータは急いで寮りようを出た。

　短い通学路を走り、校門にある認証板スキヤナーに電子端末をかざす。

『8:11』と登校時間が表示され、扉とびらが開いた。学園ではあるが軍事施設に変わりはない。不ふ審しん者しやを警けい戒かいするのは至極当然と言えた。不審者対策として、校門を突とつ破ぱするような輩やからがいた場合は、警報が鳴り警備員が現れるという頼たのもしいシステムとなっている。

　ビィイイイ！　ビィイイイ！

　こんなふうに、不審者が現れれば知らせてくれるのだ。入学当初は誤作動させる者もいるので、誰かがやらかしたのだろうとシュータは気に留めなかった。

　窓から外をのぞく人たちが門のほうを指差して、隣となり近きん所じよとおしゃべりをしている。

　どうせ犬か何かが迷い込んだのだろう、と門を振ふりかえると……。

　どたどた。ばたっばたっ。どたばたっ。

「――どうして追いかけてくるのですーっ!?」

　きらきらと輝かがやく銀ぎん髪ぱつをなびかせる魔女が、警備員に追いかけられていた。

「………………」

　――他人のフリをしよう。

「君っ、待ちなさい！　学がく籍せきコードを――」

　おてんば姫ひめを追いかける衛兵のような警備員は、魔女の予想外の俊しゆん足そくに手こずっていた。

「待ちませんーっ。わたしの使い魔がここに――」

　フィリスが着ているのは、自前のワンピースだった。男装で外出することと、学園には来ないこと。――それを復唱させたはずだったが、いきなりダブルで破られた。

「あっ」

　フィリスと目が合ってしまった。

　まずい。知り合いだとばれたら――

「シュータ、助けるのです。主のぴんちですっ！」

　見た目にそぐわない走力でシュータのほうへ駆かけてくるフィリス。

「うわ、ばかっ！　こっちに来るな！」

　窓から様子を窺っていた候補生たちの視線は、名指しされたシュータへと一いつ斉せいに集まる。

　羨せん望ぼうと嫉妬混じりの黒～い視線だった。

　警備員に追いかけられるフィリスが、こちらを追いかけてくる。

「学園には来るなって言っただろうが！　服だって、ちゃんと畳たたんで置いといたろ!?」

「悪い女から守るためには離はなれていては意味がないのです！」

　どたばたと学園の前庭を逃にげ回まわっていると、電灯としても機能する背の高いスピーカーから、急を知らせるサイレンが鳴なり響ひびいた。

『コードα、コードα。ポイント２７―９９にて一体の神兵を確認。第一種戦闘配置。繰り返す――』

　コードα。候補生の出しゆつ撃げきコードだ。

　察するに警戒度はさほど高くはなかったらしい。複数体ではなく一体というところから、出撃するのは――。

『一年生は、作戦室にてブリーフィング後、ただちに出撃せよ』

「先に行っています、シュータ」

　てててててて。

　逃げ足の速いお嬢じようさんは、疾しつ風ぷうのようにシュータの脇を通りすぎ、一年生のヴェリアルがある第三ドックへとむかっていった。

　ドックにも認証板があるのだが、それも強行突破する気なのだろうか。

　まあいいかと、シュータは校舎に入り緊迫感に包まれた廊ろう下かを走る。多いとは言えない一年生の実戦は、育成の意味合いもあった。海軍規模が一番小さい、リーブラ島ならではの風習でもあった。

　作戦室に飛び込むと、大型画面の前で勇ましく仁王立ちするシンシアがいた。薄うす暗ぐらい室内で明々と光る大型画面。映し出されているのは、放送のあった海域と一いつ般ぱん的てきな神兵の情報だった。

　並べられた椅い子すに座すわると、隣にいたミカナが脇わき腹ばらを強くつねった。

「いてっ」

「あの子なんなのよ。妙に仲良さそうだったけど」

「何か誤解してるって。変な関係じゃない」

「私、まだ何も言ってないし。勝手にペラペラしゃべると、逆に怪あやしいんだけど。ま、別にいいんだけどねっ」

　機嫌悪そうに言って、ぷいとミカナはそっぽをむいた。別にいいなら突つっかかってくるなと言い返してやりたいが、言い合いに発展するだろうし『黙だまれ』とシンシアに頭ず突つきをされてしまうので出かかった言葉は飲み込んだ。幸いだったのは、昨日の「少年」が今日の「不審者」と一いつ致ちしなかったことだった。

　全員が揃そろい、シンシアが口を開いた。

「やることは演習と一いつ緒しよだ。接敵予定時刻は今から三〇分後、０９０５時、同海域。一九〇mmで蜂はちの巣にしろ。――以上」

　簡潔にすぎる作戦会議だった。

　一年生二〇名が出撃する、コードα。

　ヴェリアル一機の火力では、神兵に与あたえるダメージがほとんどないため、基本的に一隊五機の船隊を組むことが推すい奨しようされていた。

　複数機による、一いつ斉せい砲ほう撃げき。

　これが長年培つちかってきたデータでは有効だとされ、なおかつ生還率の一番高い戦法だった。

　その隊長を務める四人の内の二人が、リアッカとミカナだった。

「ツクバ、これが終わったらあたしんとこ来い。ちょぉっと、聞きたいことがある」

　シンシアの言葉にシュータは生なま唾つばを飲み、ぶるりと身み震ぶるいさせた。

　むしろ神兵よりも怖い肉食系女教官。学園の規律、寮での生活態度、そのどれをとってもシンシアは他の教官よりもゆるい。

　だが、こと『恋愛禁止』に関しては、どの教官よりも厳しいのである。

　特とく徴ちよう的てきなハスキーボイスで、シンシアは皆みなの背を押おすように言った。

「思い切りやれ。何も問題なんて起きやしない。……あたしからは以上だ。質問は？」

　それぞれが、シンシアの言葉を耳に残そうと押し黙る。

　そんな中、すっと手を上げた人物がいた。一番後ろで腕うで組ぐみをしていたリアッカだ。

「教官、僕ぼくの代わりにシュータ・ツクバを一番機ワンに据すえてはどうでしょうか」

　一番機とは、先せん陣じんの隊長機のことだ。通例だと学級最優秀成績者クラスヘツドが就つくのに対して、学級最低成績者クラスフツトは最さい後こう尾びである二〇番機に置かれることが多かった。

　横目でリアッカはシュータを一いち瞥べつする。完全な挑ちよう発はつの眼まな差ざしだった。

「みんなも知っているだろうが、この学級最低成績者クラスフツトの彼かれは僕を打ち負かした。一番機だって出来るだろう？」

　シンシアはシュータに目で尋ねた。以前なら馬ば鹿か言うな、と一いつ蹴しゆうしたところだろうが、シンシアも昨日の一戦で評価を改めたようだった。

　だが、リアッカはそうではない。出来るものならやってみろ。不ふ遜そんな瞳が言外にそう告げていた。

　シュータは今までの自分のことを思い、悔くやしさに拳こぶしを握にぎった。馬鹿にされて当然の結果しか出せていなかった。そんなダメだった自分が、無敗のリアッカに勝った。その件でシンシアに見直された。隊長機だって演習で何度も経験しているのだ。実戦ではないだけ。ただそれだけ。

　――できないわけがない。

　シュータは顔をあげ瞳に力を込めた。

「やります、一番機」

「ちょっと、シュータ」

　隣にいたミカナが慌あわてて袖そでを引いた。

「演習じゃないのよ!?　本物の神兵がいて――」

　確かに、今までの演習の成績や実戦での働きは、目を覆おおいたくなるほどのものだったかもしれない。だからこそ、ここで一歩を踏み出すべきだ。記憶にある施し設せつ長ちようのヴェリアルは果か敢かんに立ちむかった。自分も誰かを守れるようなリベラになろうとしているのだ。

　ここで尻しりごみしてどうする。その意思が伝わったのか、シンシアがうなずいた。

「やってみろ」

「教官！　万一があったら」

　ミカナが立ちあがると、がたんと椅子が倒たおれた。作戦室の誰もが『万一』を想像し、口を閉ざす。大型画面の人工の明かりが冷たく候補生たちを照らし、その表情に暗い影かげを落とした。

　陰いん鬱うつな沈ちん黙もく。

　ずしりと覆いかぶさった何かが、次し第だいに重量を増していくような、嫌いやな沈黙。

　その重い空気を食い破るように、シンシアは不敵に笑った。

「サカキ、誰に口きいてんだ。このシンシア様が監かん督とく役やくで出撃でるっていってんだ。誰も死なせやしねぇよ。万一はない。貴様らは、エリートの海軍士官学校よりもさらに困難なリベラ学園に入学した候補生だ。神兵一体くらいどうにか出来んだろ？　そうだろ？」

　ザッと、全員が席を立ち姿勢をただす。

『アイ、マムッ！』

「……優やさしいねぇ、シンシア様は」

　苦く笑しようしてポニーテールの毛先をなでるシンシアは、予定にあった編成を変えていく。

　状じよう況きように応じて動く遊撃中心の一、二番隊の隊長にシュータとミカナ。機体に換装部品エクストラパーツは特にはない。敵の撹かく乱らん、陽動中心の三番隊は、やはり成績トップクラスの男子が隊長になった。三番隊は換装部品としてＥＣＭ装置を二基背に負うため、カノン砲ほうはない状態となる。そして、砲戦中心の四番隊の隊長にはリアッカが就く。主装甲――ＲレニウムｅフオＦース装アー甲ムスの上に攻こう撃げきを弱体化させる換装部品の電磁装甲をまとう。耐たい久きゆう力りよくを上げることと、あえて機体を重くすることで海上での砲撃精度を上げている。その分、変形も速力も遅くなっていた。

　伝え終えると、シンシアは最後に言った。

「万一はない。このあたしの教え子がシケた面すんな。シケんのは、海だけで充じゆう分ぶんさ。――オラぁ、さっさといけ」

『アイアイ、マァムッ!!』

　それぞれが自身を奮い立たせるように声を出し、沈しずんだ空気を吹ふき飛とばす。作戦室を後にするみんなにシュータも続くと、肩をぽんと叩かれた。

「君の活かつ躍やく、楽しみにしてるよ。るはは」

　頭の悪そうな笑い声を残してリアッカは優ゆう雅がに駆けていった。

「シュータ、無理しないでね」

　不安げにするミカナに、シュータはうなずく。

「大丈夫。やってみせる」

「私が二番機だから。フォローするわね」

　シュータが先陣の隊長機、一番機。それに続く隊の隊長機を二番機と呼ぶ。シュータの部下となるのは、五、九、一三、一七番機と呼こ称しようされる。

「急ごう」







　ドックに入ると、シュータは奥でひざまずく《アスタロス》を見つけた。

「シュータ、早くしてください」

　ハッチから顔を出すフィリスに「わかってる」と応えると、シュータの表情が少しゆるんだ。乗り込みハッチを閉じた。

「どうやってドックに入ったんだよ？」

「一度見たシステムを把は握あくするのは容易たやすいことなのですっ。妖よう精せいと魔ま法ほうでないことがわかれば、システムなんてちょちょいのちょいなのです。初見でないのなら、どこにだって入っちゃいます」

「へぇ……」

「うぅ……聞いてきたクセにそっけないです……」

　何せ、あの異端女帝マザー・ウイツチのレプリカだ。それくらいで出来たとしても驚おどろかない。シュータが副画面を操作していると、肩かた越ごしにフィリスが言った。

「あの、シュータ。もしかすると神兵は……わたしをやっつけに来たのかもしれません」

「どうして？」

　手を止めて振りむくと、フィリスの表情が暗く沈んでいた。言いにくそうに、上目づかいをする。

「わたしが……、姉さまのレプリカだからです」

「襲しゆう撃げきはそう珍めずらしいことじゃない。考えすぎじゃないのか？」

「そう、でしょうか」

　フィリスも自信はないらしく、困ったように唸うなるだけだった。

　シュータが操そう縦じゆう桿かんを握ると相似機構フイルメトリーが反応する。む、とフィリスが顔をしかめた。

「シュータから女のにおいがします」

「そんなのしないって」

　制服なら隣にいたミカナのにおいがほんの少しうつったかもしれないが、今はスーツに着替えている。自分で鼻をすんすん鳴らしてみるが、やはりそんなにおいはしない。魔女は犬並みの嗅きゆう覚かくでもあるのだろうか。

　ＷＩＴＣＨシステムお馴な染じみの文字が並び、問題なく起動フェイズを終える。

　主画面メインスクリーンが開かれ外部映像を映すと、出撃口ダクト内に降りて戦艇へと変形させた。

　システム各部は異常なしグリーン。ＱＯＡデバイスがエナジーの充じゆう填てんを開始する。

　シュータが気合いを入れようと深呼吸すると、今回部下となるクラスメイトからそれぞれ通信が入った。

『面倒事は勘かん弁べんだぜ？』『リアッカを倒したんなら問題ないさ』『俺おれは不安だけどな……ツクバで大丈夫か』『……そうだな』

　隊長が変われば不安になるのも当然だった。しかもシュータは先日まで実力は誰よりも低かったのだ。

「おれは、みんなからすれば、やっぱり頼たよりないと思う。でも、戦うのはおれたちの隊だけじゃない。ミカナがいて、リアッカもいる。教官もいる。数は二〇だけど、おれたちの単位は一だ。おれは、おれのできる全力を出す。付いて来いなんてデカイこと言えないけど、おれは、信じてる。みんなちゃんと帰ってこれる、って。……おれも自分で何言ってるかよくわかんないけど、そんな感じ」

　何か言わなければと捻ひねり出だした言葉は、取り留めのないものでしかなかったが、みんなが聞き入っていたのがわかった。作戦室とは違う種類の、心ここ地ちよい沈黙。最後にそれぞれが言葉をかけ合い、通信を一時切断した。

　魔人の息吹いぶきのような音を吐き出し、《アスタロス》が出撃口から射出。後続に四機が従った。

「０９０５時までに、接敵地点には間に合いそうだな」

　航行時、潜航時、合図は一いつ切さいない。ただ、隊長機に続くだけだ。

　濃こい藍色をした海底に、ヴェリアルの残ざん骸がいが見えた。

　指定海域が近付くのをレーダーで確認し、浮ふ上じよう。遠くには水平線と上等な絨じゆう毯たんのような青玉サフアイアブルーの海が見える。戦速を少し落とし、ミカナや他の部隊が追いつくのを待った。

「捕ほ捉そくしました」

　フィリスの硬かたい声と同時に、シュータも神兵を目視した。

　実物を見るのははじめてではないが、大きいなと見る度に思ってしまう。

　ギラギラと光を反射させているのは鎧よろいのような硬い鱗うろこだ。全高は、ヴェリアルの三倍はあるだろう。

　手にした大鎌は、体の脇に構えられていた。

　誰かと争あらそうと想定された武器ではなく、ただ一方的な制裁を加えるための神具だった。人が抗あらがうなど予想もしていなかった神の傲ごう慢まんな考えが、それだけでわかる。

　海上を歩む神兵の進行方向は、リーブラ島、さらにその奥の人間が守り抜いた本土だ。

「距きよ離り四四〇〇」

「わかってる」

　来る。

　どんどん神兵に近づき、四〇〇〇ｍを切った。

　神兵の三つ目が血色のような赤い量子を内包し、赤しやつ光こうがキラリと輝く。

　警告するようなレーザー光は、ヴェリアル隊の手前で線を引いた。

　神兵の目である『ヨハネの義ぎ眼がん』から放たれた攻撃――通つう称しようＥＱアイ・クオンタム砲。

　ＥＱ砲の当たった海は、一瞬にして蒸発する。海底の砂埃が舞まい、青い海はすぐさま濁にごっていった。

「二番機ツーが浮上。後方を航行」

　シュータはフィリスの報告にただうなずいた。

　演習通り。演習通り。演習通り。

　頭の中でその言葉を反はん芻すうさせる。口にも出した。舌に染しみつくほど、何度も繰り返した。

　三番隊、四番隊ともに浮上。神兵のかく乱態勢に入り、三番隊が散開。

　戦速をあげ、シュータは神兵の背後へ回り込もうとする。

『神の御み遣つかい』用に考案された戦術。

　対象に脇腹を見せる形で航行し、隊の砲ほう門もんすべてを対象の頭部へ一点集中させる。敵を横切るように、神兵を中心に行動する。シュータの一番隊が神兵の後方に差しかかると、ピ。ミカナから音声通信が入った。

『神兵の九時を航行。こっちはオーケー。カウントどうぞ』

「了りよう解かい。……フィリス照準補正を頼む」

　フィリスが場ば違ちがいなほど元気よく返事をした。

「わっかりましたぁ！　ばばぁーんとやっちまいましょう！」

　単縦陣で進む後ろの四機とミカナ隊へ音声通信を入れる。

「――カウント３、」

　各戦艇との前方後方との距離に注意。シュータがまず速度を落とす。重量が軽いヴェリアルは、高速を維い持じしたままだと波の影えい響きようを受けて照準しにくくなるのだ。

　シュータの減速に合わせ、後方各機も、減速、減速、減速、減速。

　神兵の六時方向――真後ろに回り込んだ。

　ミカナ隊もそれぞれ速度を落としはじめた。

　シュータは上部に備わっている砲撃用ゴーグルを引っ張り覗のぞき込こんだ。

「２……、」

　ゥウウン、と低い駆く動どう音おんと共に砲ほう塔とうが旋せん回かい。

　二隊十機の砲塔が同時刻、敵・神兵に照準。最適距離二〇〇〇を確認。

「１――」

　ガリガリガリ。仰ぎよう角かくを上げた砲ほう口こうが神兵の頭部にむけられた。

「てぇッ――!!」

　瞬しゆん間かん。

　十基の大口径砲が火を噴いた。

　背面、側面からの十字砲火クロスフアイア。

　亜あ音おん速そくの放たれた砲ほう弾だんが、神兵に吸い込まれる。光のカーテン――『加護』が神兵を覆うが、突破する。

　着ちやく弾だん。

　ガァアアア――ン！

　爆ばく音おんが大気を戦せん慄りつさせる。爆ばく煙えんがもうもうと立ちこめ、神兵の頭部を覆った。

　これが海軍での定石、推奨される『神の御遣い』への有効な攻撃だ。最も有効とされるのはヴェリアルの近接戦にて頭部を切きり裂さくことにある。だが、戦艇を流りゆう麗れいに戦鬼オーガに変える必要があるため、未熟な候補生にはそれは推奨されていなかった。

「シュータ！　やりました」

「まだだ。まだ反応がある」

　神兵の白い背中には、トサカのような背せ鰭びれがいくつもついていた。大きな体がこちらをむくと、手に持った凶きよう器きが動きはじめるのがわかった。

　束つかの間ま、目が合ったような気がした。

「――、潜航する。深度三〇」

　了解の信号シグナルが四つ間を置かず返ってくる。

　シュータは、自分が意外と落ち着いていられることに気づいた。すぐに《アスタロス》は設定した深度まで潜った。

　これならやれる。

　昨日の降格戦を勝ちぬいた自信もシュータを大きく前向きにさせた。やや離れたところに軍用モデル《デュラハン》のカスタム機、シンシアの《キメリエス》が来ていることもわかった。

　シュータは神兵から距離をとったところで再浮上する。ミカナの部隊は四番隊の砲撃に加勢しているところだった。それならこちらは三番隊の陽動に加勢だ。

　部隊を航行させている途中、海上に不自然な何かを見つけた。

　目を凝こらした先には、昨日のスーツ姿の白い人がいた。

　赤い瞳ひとみが真まっ直すぐ《アスタロス》を――シュータたちを見つめていた。カメラのレンズをずっとむけられているような落ち着かない気分にさせる。感情を感じさせないその双そう眸ぼうは、虫かごの虫を観察するような嫌な静けさがあった。

「シュータ？　どうかしました？」

「人があそこに……あれ、いない……？」

　指差した方角はもちろん海で、遠くに水平線が見えるだけだった。

「シュータ、寝ぼけていてはいけません！　しゃんとしてくださいっ」

「わかった、わかったって」

　気にしないようにして、シュータは目の前の戦闘に集中することにした。

　腹の底に響くような砲ほう声せいと、風に流れる黒こく煙えん。動きが鈍にぶっているものの、やはり神兵は健在だ。

「シュータ……やっぱりこちらを狙ねらっています……」

「そりゃそうだろ、今は囮おとり役やくなんだから。そうでなくちゃ困る」

　変形し、隊を散開させる。シュータは敵頭部へカノン砲をばらまくが、一斉砲撃に比べれば、効果はほとんど見られない。意に介かいさず、神兵は大鎌を振るいＥＱ砲を放っている。

　足止め自体は成功していた。こうしていれば、周囲に敵勢の有う無むを確認した海軍か上級生の援えん軍ぐんが駆けつけるだろう。

《アスタロス》は海上を滑かつ走そうする。浮遊板の角度を変えると、激しい水しぶきがあがった。同時に進路が鋭えい角かくに折れ曲がる。直後、航こう跡せきにＥＱ砲が突き刺さり海を爆散させた。

　シュータは心の中で、よしと拳を握る。落ち着いているし、敵の動きも見えている。

　騒さわがしかったフィリスが急に大人しくなったことを訝いぶかっていると、相似機構フイルメトリーを介して何かが逆流してきた。

　這は入いりこんでくる、暗く粘ねばつく何か。

　気分の悪さにシュータは顔をしかめた。不ふ吉きつを撚より合あわせた濃のう密みつな気配に、肌はだが粟あわ立だった。不ふ穏おんな空気が背後からじわりと侵しん入にゆうしてくる。

　振りむくと、がくりと糸が切れた人形のようにうつむいていたフィリスが、顔をあげた。

　双眸には邪じや悪あくな光が宿り、ニィッと口が三日月のように曲がった。

「ク、くくくクククくく」

　彼かの女じよが、軋きしんだ笑い声を漏もらす。

「妾わらわのいない所で支配者気取りの神共め。クク、ククッ同どう胞ほうを虐ぎやく殺さつした恨うらみ、ここで晴らしてくれる――ッ!!」

　最大戦速。

「――ッ？」

　海上を滑すべる浮遊板が波を弾はじき、蹴け散ちらし、《アスタロス》は神兵へ突とつ進しんする。

　佩はいた臥が竜りゆうからは、大気を滲ませるほどの暗い瘴しよう気きが立ちのぼった。

　ガリッ、ガリ、ガリガリガリガリ――。

　太た刀ちと鞘さやが不協和音を奏かなでる。瘴気を伴ともない乱暴に抜き放たれた太刀。刀身は、血を吸い上げたかのように赤黒く変色し、刃やいばは鋸のこぎりのように変化していた。

　かつての芸術品のような繊せん細さいな光は、ひとつとして見えない。

　何もかもを奪うばい取とる――強ごう欲よくを形にした禍まが々まがしい凶器を手に、隊列も仲間の警告も無視し、獰どう猛もうな獣けもののように敵へ迫せまる。

「――どうなってるんだ」

　シュータが操縦桿を動かしても、機体制御とはまるで的外れなことをしているようにまったく言うことを聞かない。

《アスタロス》が海を蹴けり、空へ高く高く飛んだ。

　瘴気をまとう太刀を振り抜く。

　邪悪な剣光が、神兵を守ろうと咄とつ嗟さに現れた『加護』を嘲あざ笑わらうようにズタズタに斬り裂いた。

　そのまま脳天に一いち撃げきを見み舞まう……はずが、《アスタロス》は両足で神兵の頭に着地し、嘲ちよう弄ろうするように見下した。

　貴様の生せい殺さつ与よ奪だつの権は、この手にあるのだと、言わんばかりに。
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　ようやく察知した神兵が身じろぎを見せると、変容した臥が竜りゆうを逆手に握り、一息に突き刺した。

　鎌を放り出して頭を押さえた神兵は、断だん末まつ魔まを近海一帯に響かせた。

「をヲををををオオおおオヲをを――ッ」

　バリバリと崩くずれて、光の飛沫しぶきとなり神兵は消えた。《アスタロス》は中空で変形し着水する。

　ヴェリアルの制御が戻もどっていることにシュータは気づき、茫ぼう然ぜんとした。一体何が起きた。さっきのフィリスは……。

　どさ、と音がして後ろをむくと、フィリスがぐったりと倒れていた。

「おい、フィリス！」

　抱だき起おこすと、フィリスがうっすら目を開けた。

「……シュータ？」

「大丈夫か？」

　表情が元に戻っているので、いつものフィリスだということがわかった。

「はい。少し疲つかれましたけど。……あの神兵……やっぱりこちらを……ずっと」

　悪い夢を語るような重い口調だった。

「だから、それは考えすぎだって」

「もしかしたら……でも、逃がさずに倒しましたし……きっと……だいじょうぶです」







　戦闘終了後。

　シュータは宣言通り作戦室に呼び出されていた。室内はカーテンが開けられたこともあり、かなり明るくなっていた。

　椅子に座っているシンシアは、尊大に脚あしを組んでいた。胸のポケットから、くしゃくしゃになった煙草たばこのパッケージを取り出して一本くわえると、ジッポで火を付けた。ため息とともに紫し煙えんを吐き出す。

「あの知り合いっぽい女は、どこのどいつだ？　おまえ、答えによっちゃ、明日の朝日が拝めねぇぞ」

　シンシアの前で、両手を腰こしの後ろへ回し直立するシュータは、わずかに逡しゆん巡じゆんする。誤ご魔ま化かすほうがいいのかもしれないが、ここは正直に言ったほうがいいだろう。シンシアなら、魔女フイリスが何か知っているかもしれない。

「あの女の子はＡＩが具現化したようなもので……自分のことを魔女だと言っていました」

　灰皿の上で手が止まり、シンシアは神しん妙みような顔をする。

「……本当か、それ」

「はい」

　昔な、と何かを思い出すように立ちあがり、シンシアは窓の外に広がる青空を見あげる。ん、と失言に気づいて慌てて言い直した。

「まっ、間違えたっ！　昔じゃなくてちょっと前、ほんのちょっと前！　こほん。……あたしがいた部隊長も言ってたんだ。いいリベラにゃあ、魔女が見えるんだ、ってな」

　魔女に関するジョークか何かなのだろうか。似たようなものをシュータは他でも聞いたことがあった。

「だからって、警備員にも見えるようなもんじゃねえらしいけどな！　おまえが連れてたのは、単なるニセ魔女っ子だ」

「――本物の魔女ですーっ！」

　フィリスが窓に張り付いて眉まゆを逆立てていた。

「ん？」

　シンシアが振りかえろうとした瞬間に、フィリスはさっとしゃがんで隠かくれた。シンシアは、まあいいかと肩かたをすくめ手招きをする。なんとなく察しはつく。苦そうな顔をするシュータは、シンシアに二、三歩近寄った。

　シンシアがシュータの顔を両手で固定する。間近に迫ったキレイな顔を直視できず、シュータは顔を赤くし、目をそらした。

「どこ見てんだ、よッ！」

　振りかざされたシンシアの頭がシュータの頭に降ふってくる。

　がんッ！

「いってぇ……！」

　思わず一歩後ずさったシュータは、ジンジンと響く患かん部ぶを押さえた。

　顔をあげると、似たような体勢になっているシンシアが小声で呻うめいた。

「いてえ……」

「あの、痛いんだったら、やめたらいいじゃないですか」

　毎回毎回、シュータはそう思っていた。

「いっ、痛くねえし」

「いや、ちょっと涙なみだ出てますよ……？」

「これぁな、候補生に体たい罰ばつを食くらわせちまったっていう、教官としての良心が痛んでだな」

「またまた、そんなこと言って。うれしそうに頭突きしてたくせに」

　他のクラスメイトの評判では、シンシアは石頭で通っているらしい。

「なんでツクバのほうが頭硬ぇんだよ。ムカツク」

　挑いどんでは敗れることを繰くり返かえす不良のように、シンシアは舌打ちをひとつする。真っ赤になったおでこをさすりながら、思い出したように言った。

「あ、そうそう、わかってると思うが、その女の反省文出せよ。二日以内だ。それと――」

　また二、三歩近づいたシンシアは、今度はわしわし、とシュータの頭をなでた。

「一番機としちゃあまだまだだが、戦果としては充分さ」

　相好を崩してにかっと白い歯を見せた。

　自分が倒したという実感がないので、シュータは少し複雑な気分だった。神兵の頭の上に立つなど、そんな真ま似ねしない。あのとき変化した臥が竜りゆうは、戦闘が終わってから確かく認にんすると、元通りになっていた。

「あれは、まあ、たまたまで……」

「ただ、敵に余よ裕ゆうは見せるな」

　シンシアの瞳が尖とがる。

「弱点が目の前にあるなら躊ちゆう躇ちよなく叩たたけ。いいな？」

　アイマム、とシュータが踵かかとを揃えて返事をすると、シンシアは口元をゆるめた。

「……総評。ちーと強ごう引いんだったが、神兵も弱ってきていたし、まあ上出来の部類さ」

「そうですか」

「んだよ、可愛かわいくねぇな。もっとよろこべよ、このあたしが褒ほめてんだぞ？」

「……ありがとうございます」

「次もこの調子でな」

　シンシアは鷹おう揚ようにシュータの肩を叩くと、扉とびらのほうを一度見てため息をついた。

「まあ、おまえのほうにそんな感じしねーから、大だい丈じよう夫ぶなんだけど。恋愛禁止だかんな？」

　そう言い残して作戦室から出ていった。

　何を今さら、とシュータが不思議がっていると、扉の隙すき間まからこちらを見ていたミカナと目が合った。

「あ」

「……何してんだよ」

「えっと……、わ、わ、忘れ物したから取りにきたのよ。なっ、なんか文句ある!?」

「ないよ。何でいきなり喧けん嘩か腰ごしなんだ」

　ミカナが入ってくると、外にいるフィリスがこっそり騒ぎはじめた。

「しゅーたっ、この女はダメです。ラヴのにおいがします。早く追おっ払ぱらってください！」

「おまえもうるさいなぁ、静かにしてろって。こいつとは、そういうんじゃないから」

「誰だれかいるの？」

「ああ、いや、別に」

　ミカナは疑わしそうに半目をした。

「怪しい」

　つかつか歩みよって、シュータを押しのけたミカナは窓の外に顔を出した。地面に落書きをしていたらしいフィリスは、後ろからの気配にはっとこちらを振ふり仰あおいだ。

　しばしの沈黙。

「シュータ、この子、なに？」

　やはり昨日会った「少年」だとは気づいていないらしい。

「さ、さあ……」

　変な汗あせをだらだら流すシュータ。

「バレてしまっては仕方ありません」

　フィリスは、よいしょと窓から中へ入ってくると、えっへんと手を腰にあてた。

「ふふん、驚くがいいです。わたしはシュータの主です」

「なにそれ。って、あんた、今朝シュータに付きまとってたガキんちょじゃない」

「が、がきんちょなどではないのです！　魔じよ――ぐもおお？」

　慌ててシュータはフィリスの口を塞ふさいで、こそこそと耳打ちする。

「あんまり魔ま女じよ魔女言うなって。正体がバレたら管理局に連れていかれるかもしれないぞ？」

　ミカナに魔女がどうの、というのを説明してもきっと信じないだろうが、一応釘くぎを刺しておく。ふんふん、とフィリスは首を振った。

　不ふ愉ゆ快かいそうにミカナは腕うでを抱く。

「何でシュータに付きまとってるわけ？」

「ふっふっふ、ひとつだけ教えてあげます。……わたしとシュータは、お部屋でひと晩すごしてしまった仲なのです」

「は!?」

　言葉の意味をおかしな方向に理解したミカナは、顔を赤くしながらじりじりと後ずさる。

「へ――、へへっ、変態変態変態へんたいへんたいロリコンロリコンっ！　変態ロリコン、超ド級変態っ！」

「待てって、誤解だ。おまえは多分勘かん違ちがいしてるっ」

「なっ、何よ、あんた。こんな中等部上がりたてのコドモがいいわけ……？」

　シュータは無罪を主張するように両手をあげて首を何度も横に振る。

　ミカナがぶんと手を横に振りかぶった。

「性犯罪者はお断りっ！」

「――誤ご認にん逮たい捕ほぉっ!?」

　ビターンと甲かん高だかい音をたてて頬ほおが鳴った。

「あーっ！　シュータになんてことを。わたしは、シュータを悪い女から守るためにやってきたのです」

　ミカナに張り合う気満々のフィリスは、フンスと鼻息を荒あらくしてシュータとミカナの間に割って入り……。

　ミカナに敵意の塊かたまりを直ちよく撃げきさせられると、そっとシュータの後ろに隠れた。

　守ると言ったくせに、このありさまである。

「ちょっとシュータ、この子なんなのよ」

「ええっとだな、おれもよくわからん。とりあえず、家がなくて困っている所を助けたら、懐なつかれたんだ」

「なによ、それ。家がないとか、今どきそんな人いる？」

「ここにいるんだから、いるんだ」

　強引な論法だった。

「シュータ。この女は何なのですか？　昨日も――」

「昨日？」

　首をかしげるミカナにシュータは慌ててフォローを入れた。

「あー、占うらないのあれで、店にいたんじゃないか？　ハハハ」

　適当に笑い飛ばして、紹介してやることにした。

「こいつはミカナって言って、おれの幼なじみだ」

　はう、とフィリスは口を三角形にする。

「なっ、なんということです!?　お、幼なじみとは、異界の言葉で『世話焼きの花嫁候補』のことです。しゆたんっ、早まってはいけません！」

「誰がしゆたんだ、誰が。って、花嫁候補？　このシンシア二号が？」

　シュータがミカナを指さして、ひょいひょいと手を振りさわやかに笑う。

「ハハ、ないない――ぶへらっ!?」

　シュータの顔面にミカナの足の裏がスタンプされた。

「――かっ、可愛い花嫁様!?　は、はあ？　バカじゃないのっ！　か、勝手に想像しないでくれる!?」

「いや、そんなことは誰も……。まあまあ、落ち着いてくれよ、みーちゃん」

「みーちゃん言うなぁあああああああああああっ！　誰が掃除洗濯料理完璧にこなせるハイスペック幼なじみよっ、悪かったわね！」

「そこまで褒めてねーよ」

　そもそも褒めてすらいないし、けなしてもいない。

「あんたなんか、可愛いどこかのハイスペックな誰かと結けつ婚こんして三人ぐらい子供つくって幸せ満喫してから死ねばいいのよっ！」

「しあわせ人生設計!?」

　火がついたようにミカナの頬が朱しゆに染まっていく。

「とっ、とにかく――しねぇええええっ！」

　足あし技わざの十六連コンボが決まり、シュータはボロ雑ぞう巾きんのようになり中庭へリングアウト。

「あぁあああ、シュータ」

「はーい、あんたは私と一いつ緒しよに帰るのよ。ここにいたら、お兄さんとお姉さんの邪じや魔まになりますからねー」

「っ、イヤです！　子供扱いしないでくださいっ！　シュータたすけてくださいぃー」

　むくりと体を起こすと、ミカナがフィリスを連行しようとしていた。その光景を見たシュータは心から一礼する。

「ミカナ、そいつをよろしく頼たのむ」

　うるうると涙目になったフィリスは、捨てられた子犬のような純真な瞳でこちらを見つめてくる。シュータは、すっ……と目をそらした。

「しゆたぁ……!?」

　あんぐり口を開けて失望するフィリス。一いつ瞬しゆんの隙すきをついてミカナから逃げ出すと、持ち前の謎なぞの走力を発揮し、ぴゅーぅと風のように走り去った。

　追いかける気はないらしいミカナは、腰に手をやり小さく息をついた。

「あんたも大たい概がいにしとかないと、成績あれなんだし……学園、通えなくなるわよ？」

「わかってるよ。……心配してくれてありがとな」

「別にそんなんじゃ、ないしっ……」

　ミカナがくるりとこちらに背をむけた。心なしか、耳が少しだけ赤かった。

「おい、忘れ物とりにきたんじゃないのか？」

「うっさい、ばか」

「なに忘れたんだよ。探すの手伝うぞ？」

「シュータが頑がん張ばったからそのお祝いしにきたのに、なんか変なのいるし――あああ、ほんとのこと言っちゃ――あああもういいのっ放っておいて！　じゃあね」

　どたばた、とミカナが作戦室から出ていく。のぞいた横顔も夕焼け色に染まっていた。

「しゅぅううたぁあああああ！」

　外に出てきたフィリスが、げしげしとシュータに下蹴りローキツクを入れはじめた。

「どうして助けてくれなかったのですか、何で何で、何でですー!?　主のぴんちでしたのにー、ここぞというときに助けるのが使い魔なのに」

「いてっ、いてえ!?　やめろ」

「ばか、シュータばか。かば。かばしゅーた、しゆたんのあほ」

　地味に効いてきたので、シュータはフィリスの白い頬をみよーんと両手で引き伸ばした。

「――いてえだろ。やめろよ」

「……はぃ……ごめんなしゃぃ……」

　フィリスが涙目になったので、頬を離はなしてやった。

　こんなフィリスの豹ひよう変へんが、シュータにはいまだに信じられなかった。何かが憑ひよう依いしたように、顔つきも声こわ音ねも言葉づかいも、まったく変わっていたのだ。

「フィリス、興奮すると人が変わったようになったりする？」

「う？」

　フィリスはぱちくりまばたきを繰り返す。どうやら伝わっていないらしい。

「だから、その、神兵を倒たおしたんだ、おれ」

「知っていますよ、それは。あ！」

　何かを思いついたらしく、えへへと頬をゆるめた。

「いっぱいいっぱい良い子良い子してあげます。頑張った使い魔を褒めるのも、主たるわたしの仕事です」

　フィリスは懸けん命めいに背せ伸のびしてシュータの頭を撫なでる。

　ぺしっとシュータが手を払はらうと、むう、とフィリスは不満そうな顔をした。

「結果だけ言えば確かに倒した。でもおれだけの力じゃなくって、ほとんどがフィリスの力だと思うんだ。それは覚えてるか？」

　難しそうな顔をして、フィリスは首をふった。

「人が変わったみたいになって、フィリスじゃない違ちがう人になった、みたいな」

「わたしはわたしですけど……うーん、難しいです」

「覚えてないのか？」

「何の話です？」

　フィリスは疑ぎ問もん符ふをたくさん頭の上に浮うかべた。覚えていないことすら、わからないのだろうか。これ以上質問を重ねても、わからないのなら意味はないだろう。

　その後、ミカナにフィリスのことを相談したところ、

「管理局に連れていきなさいよ」

　と、ごもっともな意見が返ってきた。もちろん、それが一番手っ取り早いとは思うのだが、契けい約やくしたからＡＩが具現化したなんてことを言っても誰も信じないだろう。

　ミカナに電話しているのを見たフィリスが、腕を交差しバツマークを作った。

「あの乱暴女と連れん絡らくをとってはいけません、シュータ」

　あれもダメ、これもダメ。何かとフィリスは注文が多い。大概は無視しているのだが、それを続けるとしょんぼりしてしまうので、なかなかサジ加減が難しい。

「シュータ、返事」

　そのクセ偉えらそうなのだ。シュータはため息を返事として返した。







三章　真実と宣告







　深夜に一度、警報が鳴りシュータら候補生は待機を命じられた。すぐ敵を倒したらしく厳戒態勢は解除されたのだが、そのせいで、朝食を食堂でとっているみんなはかなり眠ねむそうだった。

　シュータは例の反省文を書くため起きていたので、警報で叩き起こされるというハッピー体験はしないで済んだ。とはいえ、他の人たちが寝ねている間に起きていたので、もちろん寝てない。

「るはは、君はまた反省文を書くように言われたようだな」

　間抜けた笑い声に、朝食を食べる手を止めシュータは面めん倒どうくさそうに頭をかいた。

「なんだよ、エセ貴公子か」

　トレーを持ったリアッカが、シュータのむかいに座すわった。

「誰がエセか。このジューザ家の僕ぼくに向かっての暴言か」

　リアッカは上品にパンをちぎり口へ運ぶ。スープを飲むとき決して音は立てない。ガツガツ食うどこかの魔女も見習ってほしい、紳しん士し淑しゆく女じよの食事の手本だ。

　シュータはそのままパンにかぶりつき、口でちぎる。

「へーへー、そのジューザ家のぼくちゃんが、何の用だよ？」

「ふん、相変わらず減らない口だな。反省文はもう済んだらしいじゃないか。書き慣れているだけあって、ずいぶん早いのだね」

「うるせーな。ひやかしにきたんなら、どっかいけよ」

　しっし、とシュータはリアッカを手で追い払おうとするが、まったく相手にしないリアッカは、クククと口元を嫌いや味みたらしく曲げた。

「神兵をまぐれで倒したからといって、調子に乗ってはいけないよ」

「そんなこと思ってないから、安心してくれ」

　適当にあしらいながら、シュータは目玉焼きを口に放り込む。

「リベラは、海軍の……いや、この国に生きる人たちの盾たてであり剣つるぎだ。君が名めい誉よあるリベラに成りうるかどうか、僕がこの目で見続けてあげよう」

　朝から暑苦しい話題だなーと、シュータは睡眠不足の目をこすりながらスープを飲む。

「今度また降格戦があったら、今度こそ違う科に行ってもらう。君もそれが嫌なら、せいぜい頑張ることだ。まあ、今度出しゆつ撃げきの機会があっても君はいつもの定位置――隊列一番後ろの二〇番機になるだろうけどね」

　るははははぁー、と気が抜ぬけるような笑い声を食堂にふりまいて、リアッカは出ていった。

　シュータも席を立ち、いつものようにまだ残っているパンとスープを部屋へと運んだ。扉の隙間から中をのぞくと、フィリスが胡う乱ろんな眼まな差ざしで窓の外を見つめていた。先日の件とその珍めずらしい表情を見て、シュータは少し心配になった。

　中に入ると、食べ物の気配を察知したフィリスは尻尾しつぽを振る犬のように瞳を輝かがやかせて寄ってきた。きっと食事エサ目当てだ。

「待て待て、がっつくなよ。魔女の名が廃すたるぞ？」

　打って変わったその様子はいつものフィリスで、シュータがトレーを渡わたそうとする前にひったくるように奪った。

「魔ま力りよくがない者を魔女とは言わないのです。なので今は、乙女おとめでレディなのです」

「どっちにしてもがっつくのはどうかと思うんですが、フィリスさん」

　シュータの非難もどこ吹ふく風かぜのフィリスは、ほんわり顔でパンをぱくつきはじめた。

　食事をするフィリスを、シュータは椅い子すに座り頬ほお杖づえをついて眺ながめた。この前のあれは、一体なんだったのだろう。

　あのとき相似機構フイルメトリーからは、強く黒い欲望と憎ぞう悪おが感じられた。

　ハムスターみたいにパンを頬に詰つめるフィリスが、そんな情念を持っているとは到とう底てい思えなかった。

　何かの間ま違ちがいなのだろうか。

　ずずずずず。ぺろぺろ。フィリスは、飲み干したスープの器うつわを短い舌を使って舐なめている。以前「ご飯を食べたいと言うのははしたない」と言ったのはこの魔女様である。

　食器を舐めるこの口が、よくもそんなことを言ったものだ。リアッカに本格的に食事のマナーをご教授願わないといけないらしい。

「なあ、フィリス？」

「なんですー？」

「この前の出撃、降格戦みたいな力が出なかったのはどうしてなんだ？」

　あのときの力が出せていたら、自分の力で神兵を倒せていたんじゃないのか。そう思わずにはいられなかった。終わった戦いに、たられば、を言っても仕方ないのだが《アスタロス》は降格戦と先日の出撃ではまったく違ったように思う。

　相似機構フイルメトリーが、リアッカを倒したときのような異常値は示さなかったのだ。

　つい、とフィリスはそっぽをむく。口の横にパンくずがついているのがわかった。

「シュータが、あのミカナという女のニオイをつけてきたからです」

「それだけじゃないだろ？」

「それだけです」

　きっぱり言って、ん、とスープの皿をフィリスは突き出す。おかわりはないのでシュータはそのまま突き返した。

　半信半疑だったが、相似機構フイルメトリーは、搭乗者シユータと魔女フイリスの心を繋つなげるものなのかもしれない。より一層の相乗効果を生み出すために。

　リアッカ戦のときは、二人とも気持ちのベクトルが同じだった。それが、シュータがリアッカに勝てた大きな要因なのだろう。

　恋愛禁止とは言うが、もしかすると例の冗じよう談だんみたいに、魔女がへそを曲げるから、恋愛禁止を掲かかげているんじゃ……？

　むすっとしているフィリスがシュータをちらっと見る。

「機き嫌げんを直してほしいのならもっとスープを持ってくるのです！　さあ、はやくっ」

　偉そうに、また皿をぞんざいに差し出してくる、居い候そうろう魔ま女じよ。

「……」

　シュータは無言で立ちあがり、拳こぶしをフィリスの頭にグリグリ押おしつけた。

「あぁあああっ、やぁああぁあ、いたいですー!?」

「ごめんなさい、は？」

「ま、魔女は、使い魔のイジメには屈くつしませんっ。イジメ、かっこわるい！」

　しゅ、と拳を振って反はん撃げきしてくる。

　成長している……。少し目め頭がしらが熱くなった。だが、反撃を許すシュータではない。拳が届く前に、フィリスの小さな鼻を思い切りつまんだ。

「いたたたたたっ、いたいですよーこれえええええ!?」

「ごめんなさいは？」

「ごめんらしゃいっ」

「よろしい」

「わたしの使い魔のクセに……」

　涙目でフィリスは鼻をゆっくりさすっている。

「持ってきてくれたら、頭よしよししてあげる予定だったのですよ、シュータ」

「そんなもん、ご褒ほう美びになるわけないだろうが」

　シュータはトレーを手に立ちあがった。部屋を出る間ま際ぎわ、フィリスの様子を窺うかがうと、やはり沈ちん鬱うつな表情をしていた。

「フィリス？」

　フィリスははっと顔をあげると、小首をかしげた。

「なんです？」

「どうかしたか」

「なにがですか？」

「いや、何かいつもと違ってテンション低いなって思って」

「……わたしは、いつもテンションが高いわけではないのです」

「まあ、そりゃそうか」

「あの、シュータ……」

　フィリスの表情に影かげが落ちた。

「ん？　どうした」

「『神の御み遣つかい』が、夜、来たのですよね？」

「そうだな」

「……やっぱり、わたしがいるとシュータは迷めい惑わくかもしれません……」

「今さらそんなことを。もう慣れたよ」

　シュータが笑え顔がおで言っても、やはりフィリスの表情は晴れない。読みやすいフィリスの反応だ。この台詞せりふを聞けばよろこびそうだと思ったのだが、そうではなかった。どこか、フィリスとの間に決定的なズレがある気がした。

「何か困ったことがあったら、言えよ？」

　おずおずとフィリスは顔をあげる。

「じゃあ、あと三つほどパンを」

「却きや下つか」

「けちー」

　一体どれだけ魔力を補給すれば気が済むのだろう。魔女にあるかどうかはわからないが、成長期なのだろうか。フィリスらしい悩なやみにシュータは小さく笑って、部屋を出た。







　今日最初の授業カリキユラムは、ヴェリアルに搭とう乗じようしての海上演習だった。シュータはスーツに着き替がえ《アスタロス》の無表情な顔を見つめた。

　クラス５特有の無む駄だを一いつ切さい省いた全身の装そう甲こう。現在採用されているＲｅＦ装甲に比べて軽く薄うすいため耐たい久きゆう性せいには劣おとるが、クラス７の量産型よりもエナジー消費は少ない。

　機体特性と相似機構フイルメトリーの高い数値が相まって、規格外の速力を出すに至った。

　より軽くより速い、シュータのすべてを映し出す、これ以上ないヴェリアルだ。クラシカルな風ふう体ていも一種の個性に思えてきて、愛着すら湧わいてくるようになっていた。

　フィリスがハッチから顔を出した。

「シュータ、何をしているのです、早くしてください」

　軽く手をあげてシュータはいつものように《アスタロス》に乗り込んだ。

　今日は、変形訓練及び射撃訓練だ。シュータは船隊の最さい後こう尾び、二〇番機として海中を潜せん航こうした。

　いつも演習が行われる海域に到とう着ちやくすると、すでに半はん透とう明めいの神兵が海上に浮かんでいた。その足あし下もとには大型の投影板があり、それが神兵のホログラム映像を空にむけて映しているのだ。

　それぞれのヴェリアルが付近を航行し、カノン砲ほうからレーザー光を放つ。白昼でも見分けのつく赤い光は、次々に神兵の頭部へ照射される。これはただの光であり、実用性はないものだった。海軍予算の三分の二をヴェリアルの開発、建造に回しているため、財政は必然的に逼ひつ迫ぱくしたものになる。だから、神兵に有効とされ、消しよう耗もう品ひんでもある実弾訓練は認められていないのだった。

　シュータはレーダーで各機信号を確認する。やはり今日もシンシアの姿はなかった。最終的に、データとして各ＡＩから命中率と一撃平均の得点が収集されるので、現場で監かん督とくする意味もないと思っているらしい。どうせ今いま頃ごろ、昼ひる寝ねをしているか煙草をふかしているのだろう。

　シュータが砲ほう撃げきゴーグルを覗のぞくと《アスタロス》の砲ほう塔とうが旋せん回かいし仰ぎよう角かくがあがった。

　距きよ離り、風、照準――撃ち方よしグリーンライト。

　ピー、というロック音の後、トリガーを引く。

　一瞬にしてカノン砲から伸のびたレーザー光は、神兵の真ん中の目に照射された。

「命中ですよ、シュータ！」

「知ってるって。はしゃぐなよ」

　たしなめるように言って、次の行動へ移る。

　すぐさま海中へ潜もぐり、神兵から離れていく。

　推進装置、最大点火。急速浮上。

　ざばっと《アスタロス》が海上を跳はねる。一瞬の浮遊感を覚えると同時に、シュータはヴェリアルを変形させた。

　――ぴ、と主画面の左ひだり隅すみに変形にかかった時間が表示される。『２，３３』。以前の平均時間の約三秒よりも、コンマ七秒近くも早くなっていた。四秒が滞空時間なので、その間に変形を終えないと変形途中の不格好な姿のまま海へ沈しずむことになる。

　その変形において、海軍でも五指に入るほどの腕を持っているのがシンシアだった。戦艇で海上を航行中でも一秒足らずで変形できた。速力を殺さずに敵へ近接戦闘を仕し掛かけるスタイルは、シュータの手本とすべきものだった。

　ピ、とミカナから通信が入る。

『シュータ、どうしたの？』

「なにが？」

『なにが、って言われると、上う手まく言えないんだけど……ヴェリアルが、いきいきしてるっていうか……』

「ふっ、なんだそれ」

『わ、笑うな！　……だから、その、上手く言えないって言ったじゃない。だから、その――』

　ミカナがまだ何か言おうとしていると通信が途と切ぎれた。

「フィリス、通信が切れたぞ？　システムをチェックして……」

　ずいっとフィリスはシュータの前に顔を出し、鼻息でシュータの疑問を吹き飛ばした。

「集中です、シュータ！　私語は慎つつしんでください。とくにあの野蛮女とは」

「おまえか、犯人は。……わかった、わかった、集中する。おしゃべりもしない」

　また回線が開かれようとしたが、それはフィリスが弾はじいたらしい。

「シュータに手出しは、許さないのです」

　苦く笑しようして、シュータは訓練に集中することにした。

　射撃と変形訓練を続け一時間が経過したところで演習が終わった。

『ツクバ、どうしたんだよ。……何かあったのか？』

　すでにＡＩの情報を受けとったシンシアが音声通信を入れてきた。

「はい？　別に何もないですけど」

『……そうか、ならいいんだが』

　珍しい態度をシュータが訝いぶかっていると、

『これ、今回の演習結果な』

　全員にデータが送られた。中身はよく目にする射撃と変形の訓練数値だ。

　命中率、照射ポイントの総合評価ランキングに、シュータの名前が上から二番目にあった。上にいるのはミカナ。シュータの真下には、学級最優秀成績者クラスヘツドがいる。

　次に、変形効率。

　データを見ると、一番上に名前があった。ランクトップだ。

　シュータは二度見して、目を丸くする。穴があくほどデータを見つめても、上に誰もいなかった。

　……シュータの下には、学級最優秀成績者クラスヘツドがいる。

　ッゴン！

「――っが!?」「きゃん!?」

　後ろからの大きな衝しよう撃げきに、シュータとフィリスは揃そろってつんのめった。

『るはは、失礼した。海に浮かぶ鉄くずかと思ったのでな』

　すぐ脇わきをリアッカのヴェリアルが通りすぎていく。

「わざとです！　いまのわざとですー！　あのエセ貴公子、やっぱり唇くちびるを針で縫ぬわないと」

「おまえはするりととんでもないこと言うなぁ……。でも、むかつくよな……！」

「ですっ」

「表出やがれぇっ！」「出やがれですーっ！」

　威い勢せいよく啖たん呵かをきった二人の息はぴったりだった。

　が、そんな二人を無視するリアッカはどんどん遠ざかっていく。

『オラァ、ジューザ！　なにぶつけてんだ、こっからでも見えんだぞ！』

『るっははは、教官、この僕だって操そう舵だミスのひとつくらいしますよ？　それよりも、今夜食事でもどうです？』

『ハン、適当ぶっこくんじゃねーよ。わざわざ公開回線オープンチヤンネル使いやがって。このシンシア様をからかうのは千年早ぇんだよ、鼻タレ』

　シュータには、貴公子スマイルを浮かべるリアッカと、中指を立てるシンシアの様子が手に取るようにわかった。

　戦艇を回頭させていると、ヴェリアルが一機横に並んだ。

「ねー！　さっきから回線がおかしいんだけどー！」

　外部スピーカーを使って呼びかけたのは、ミカナだった。

「他の人とはできるんだけど、シュータのだけ通信できないの。ＳＳ大丈夫ー？」

　座席の後ろにいたフィリスがぴくりと反応し、腕まくりをしてハッチから出ていこうとする。

「また来やがりましたよ、あのミカナという女。ダメな使い魔に代わって主のわたしが、今日という今日は追っ払ってやりますよっ」

「待て待て待て」

「なんですか、シュータ」

　フィリスは、異論は認めないという横おう柄へいな眼差しをする。

　出ていっても構わないが、話がややこしくなる。「まあ落ち着けよ」と荒くなった鼻息を静めてもらい、シュータはミカナに通信を返した。

「こっちは問題ない。ちょっと調子が悪かっただけみたいだ」

　調子というか、魔ま女じよの機嫌だが。

『それならいいんだけど――』

　ずいっとフィリスがシュータの前に頭を出した。

「リベラは恋愛禁止なのです！　とっとと失うせるがいいです！」

『あ！　あんた何でそんなところにいるのよ！　ちょっとシュータ、ヴェリアルに不ふ審しん者しや乗せたら――』

　プチン。フィリスがまた回線を強ごう引いんに切った。ふふん、と勝かち誇ほこったような顔でミカナの顔が映っていた副画面を見おろす。

「おととい来やがれです」

　やれやれとシュータがドックヘ舵かじを取ると、トンと装甲に何かが触ふれる音がした。

「シ、シュータ！　敵勢を感知！　は、白兵戦用意ですよ！」

「何言ってんだ？　白兵戦？　敵なんてどこにも――」

　ガコッッ――！

　不ふ穏おんな音がすると、ぎぎぎぎぎぎぎぎとハッチが開けられていく。

「なに、してん、のよぉぉぉぉぉおお！」

　力任せにこじ開けられていくハッチ。その先にはミカナがいた。神兵だって腰こしを抜かすだろう形相だ。

「きゃああああああ!?」

　フィリスが悲鳴をあげた。

「シュータ、くわい怖いです！」

「フィリス、お、おまえが追おっ払ぱらうんだろ!?」

「そそそそ、それはっ、主としての――た、建前です」

「建前かよ！」

「シュータ、やっちまうのです！」

　ミカナにギロリとひと睨にらみされたシュータは、大人しく座席の上で正座する。

「早く、早く、何をしているのですか、シュータ」

　シュータの袖そでを何度も引っ張るフィリスに、ぬうっとミカナの腕が伸び首根っこをがしぃっと掴つかんだ。

「はうっ。――ぁ、あああああああああああああああああ!?」
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　ずるずるとコックピットからフィリスが引きずり出されていく。懸命にシュータへわたわたと手を振ふるが、シュータは全部無視した。

「達者でな、フィリス」

「しゅーたぁー、助け――」

　ばたん。

　断だん末まつ魔まを遮さえぎるようにハッチが閉じた。

　魔女が、ミカナの形をした何かに、拉ら致ちされていった。

　自分にもミカナにも次の講義があるし、フィリスを学園の外に追い出すくらいだろうということは予想がついた。食べ物も買うことができないから、何かあっても夕飯前にはまた戻もどってきてしまうだろうが、そのときはそのときだ。

　帰投していくミカナにシュータも続いていった。







　つつがなく授業カリキユラムが終わり、シュータは部屋に戻った。開けっ放しの窓からは風が入り込み、ふわりとカーテンが膨ふくらんだ。

　大人しく帰っただろうかと見回してもフィリスはいなかった。どこかへ出かけたのか、それとも戻らなかったのだろうか。ミカナに聞くと、やはり学園から追い出しただけで、それ以上は何もしなかったとのことだ。

「どこ行ったんだよ、あいつ」

　お腹なかがすいたら勝手に帰ってくるだろう。太た刀ちを立てかけて椅子に座る。電子端末ドツペルを机の専用ケーブルにつなぐと、机き上じようにホログラムが現れた。

　教科書テキストを選び指で触さわりながらスクロールさせていく。今日出された課題のページに着くと、文章を目で追った。

　いつもなら、相手をしろだの何だのと騒さわがしいフィリスがいないので、静かなのが逆に落ち着かない。

　……あの魔女が騒ぎを起こさないとも限らないし、倒とう錯さくした性せい癖へきの持ち主に誘ゆう拐かいされる可能性もゼロじゃない。

　頭をかきながらシュータは立ちあがり、太刀を提さげて寮りようを後にした。

　フィリスが行きそうな所をいくつか思おもい浮うかべ、一番近くにある公園へとまず足をむけた。

　自主訓練帰りの候補生何人かとすれ違っていく。時刻は夕方の一七時を回ろうとしていた。大方、ブランコの練習でもしているのだろう。

　だが、斜しや陽ようのほの暗い橙だいだいに染まる公園は閑かん散さんとしていた。ぎぃ……ぎぃ、とブランコが風に虚むなしく揺ゆれている。フィリスはおらず、物もの陰かげを捜しても結果は一緒だった。

「どこほっつき歩いてるんだよ」

　食べ物で釣つろうと考えたが、街のほうに行ってしまったのなら効果は期待できないだろう。昼間助けなかったから、いじけているのだろうか。

　公園を出ようと歩いていると、ごつんと何かに頭をぶつけた。人にぶつかったのかと思って謝あやまりかけたが、感かん触しよくはもっと硬こう質しつなものだった。柱か何かだろうかと顔をあげるが、何もない。

　視界には、道と街路樹が見えるだけで特に変わったものはなかった。おかしいなと首をかしげ、さらに一歩踏み出すと、また硬かたい何かにぶつかった。

「ん……何だこれ？」

　透とう明めいな壁かべがあるかのように、外へ出られなかった。押しても叩たたいても、ビクともしない。壁伝いに歩いてみると、ちょうど公園を丸ごと囲っていた。声を出しても外に届く様子はなく、内側に反はん響きようする。

　ふと気づけば、鳥が羽ばたいたまま空中で静止しており、流れる川も凍こおったように固まっていた。絵画のように、この公園だけ時が止まっている。不可思議な現象にシュータは眉まゆを寄せた。

　壁を太刀で斬きりつけてみるが、弾かれた。もう一度試ためそうとしていると、影が足下に差し込んだ。

　静止した空間で、自分以外の動く何かがいる。シュータが警けい戒かい心しんとともに振りかえったそこには、夕ゆう陽ひを背せ負おったいつかの白い人がいた。

　茜あかね色いろに染まる白はく髪はつと、赤い双そう眸ぼう。白いスーツの裾すそをばさっと鳴らす。男なのか女なのかどちらなのかわからない、中性的な面おも立だちが夕陽に陰かげっている。

　これで、見かけるのは三度目だ。

　口を開くと、言葉が頭内に直接響ひびいた。

『異端女帝マザー・ウイツチはどこだ』

　赤あかん坊ぼうがはじめて聞いた言語をそのまま理解してしまう感覚に近い。音として捉とらえる耳では何を言っているかわからないが、脳の奥おく底そこではしっかりと理解できた。

　異端女帝マザー・ウイツチ――フィリスのことだろうか。

「こっちが知りたいくらいだ。あんた……誰だれだよ」

　人間ではないことくらいわかる。はじめて見かけたときはこの公園だったが、二回目見たときは洋上。あれが見み間ま違ちがいでないのなら、人であるはずがない。

『我は、神の代行者のひとつ、洗礼執行者エグゼキユータである』

　シュータは、思わぬ回答に引きつった笑えみを浮かべた。

「はは、ハ……、神って、あの？　洗礼執行者？　何を言って……」

『貴様に信じてもらわずとも我にはどうでもよいこと。異端女帝マザー・ウイツチはどこだ。あれを野放しには出来ぬでな』

　目の前にいる彼かれの真しん偽ぎを確かめる術すべはない。だが、神のしもべを自じ称しようするような人間は、この世界のどこにもいないのだ。

　この雰ふん囲い気きから察して、フィリスを引き取って仲良く暮らすわけではないということだけは、わかる。

　やはり、フィリスが言っていた通り『神の御遣い』に目をつけられていたのだ。以前フィリスに噛かみついた白はく狼ろうも手下なのだろう。

　洗礼執行者――『神の御遣い』の何かだろう――がフィリスを捜している。事は、シュータが考えていた以上に深刻だったのだ。

「……あいつは異端女帝マザー・ウイツチなんて大層なもんじゃない。食い意地の張っているだけのお子様魔女だ」

『どこへ隠かくした』

「たとえ、居場所を知っていてもおまえなんかには教えない。だいたいあいつは、オリジナルの異端女帝マザー・ウイツチじゃなくて、レプリカだ」

『備わる能力が同一なら脅きよう威いもまた然しかり。モノの真しん贋がんは問わぬ』

「フィリスが、脅威……」

　普ふ段だんの様子からは縁えん遠どおい相反する言葉だった。

　忘れがちになるが、現存するすべてのＷＩＴＣＨシステムは、異端女帝マザー・ウイツチを元にしている。そのレプリカのフィリスは、敵にオリジナル同等に危険視されてもおかしくないのだ。戦っている神からすれば、確かにそうなのだろうが――、

『かの力さえあらば、世界を滅ほろぼせよう』

　いつかのフィリスの言葉が耳の中に蘇よみがえった。

　――世界だって滅ぼせるのです！

『もしそうなった場合、貴様に責任が取れるのか』

「それは――」

『出力に限界のないあの力は、多少のイメージがあれば、望むがままそれを形にする』

　フィリスは自分自身を能力によって作っている。生身の女の子の体だ。あれが、他の人間でさえも作れるとしたら。

　どんな兵器でも生み出せるとしたら――？

　そんな想像が脳のう裏りをよぎる。だが、フィリスにそんな度胸や野心があるとは思えない。

「フィリスは、そんなことしない。確かにわけのわからない力はあるのかもしれない。でも――あいつは、食い意地が張ってて、寂さみしがり屋やで泣き虫な、ただの女の子だ」

『解せぬ。どうしてそう、利用されたがる』

「何の話だ」

『愚おろかな人の子よ。貴様に限った話ではない。どうして、異端女帝マザー・ウイツチが人間に手を貸したのか、その真意を知らぬのか。貴様はおかしいと思ったことはないのか』

「おかしい……？」

　シュータはいつかのフィリスの話を思い出す。自分は異端女帝マザー・ウイツチのレプリカで、オリジナルは人の手に余るため現在凍とう結けつされているのだ、と。

　オリジナルを元にＷＩＴＣＨシステムは作られている。それが、神と戦うために得た人間の力だ。人間からすれば、神と戦う術を得たのだから願ってもない話だったはず。だが、原初の魔女――異端女帝マザー・ウイツチのメリットはどこにある……？

『知的好奇心が凄すさまじいほどに強く、図ず抜ぬけて知能が高かった奴やつら。異端女帝マザー・ウイツチが欲ほつしたのは、貴様ら人間の科学の力だ。浅はかな人間どもは、我らに抗あらがうため――ヴェリアルといったか――嬉き々きとしてそれを造っている。その中ちゆう核かくをなしているのはなんであるか』

「ＷＩＴＣＨシステム……」

『復ふく讐しゆう心しんと野心を内に秘ひめるそのシステムは、「加護」を突とつ破ぱすることを可能にした。そして――来きたる日、システムの全制御が異端女帝マザー・ウイツチの下へ還かえり、貴様ら人間はヴェリアルに滅ぼされるであろう』

　唐とう突とつな宣告にシュータは唖あ然ぜんとした。思考が止まる。

　わからなかったフィリスという存在。答えを、こいつは持っている。

「どうして、そんなことを」

『まるで知らぬようだな。無知とはげに悲しきものよ。異端女帝マザー・ウイツチからすれば、貴様らも我らも打だ倒とうすべき存在。この世界に巣食う害悪でしかない。ただ今は、貴様らの科学力をモノにするため力を蓄たくわえているだけにすぎぬ。人間が魔女の力を得たのではない。それはただの主観である。――真実は、魔女が人間の力を得たのだ』

　言葉が出なかった。

　フィリス。魔女。システム。ヴェリアル。異端女帝マザー・ウイツチ。

　ＷＩＴＣＨシステムを作り、それを搭とう載さいするヴェリアルを建造している人間は、魔女の手先のようなものだろう。

　いつか本当に、ヴェリアルが制御できなくなるのなら。

『我らは、異端女帝マザー・ウイツチの野望こそが一番の脅威だと認にん識しきしている。アレはいずれこの世界を手中に収める気ぞ』

「嘘うそだ……」

　もしそれが本当だとするなら、異端女帝マザー・ウイツチにとって、凍結は予想外のことだったのではないだろうか。まだ人間から離り反はんするときではないと考え、そして――半身であるフィリスを作り出し、外へ逃にがした……？

『信じてもらおうなどとは一向に思わぬ。ヴェリアルが叛はん逆ぎやくする日まで、安あん穏のんと過ごせばよい。我らと戦いながらな。貴様ら人の子がいかに愚かなことをしているか、これで理解できたであろう。異端女帝マザー・ウイツチを出せ。この島にいるのはわかっておる。おそらくあれは、いずれ叛逆の旗手となるもの。それか、アレ自身が異端女帝マザー・ウイツチそのものへ変容するやもしれぬ』

　先日の戦闘中、豹ひよう変へんしたフィリス。相似機構フイルメトリーを介かいして、逆流した怨えん恨こんの黒い感情。

　野望にまみれた、激情。

　――妾わらわのいない所で支配者気取りの神共め。クク、ククッ同どう胞ほうを虐ぎやく殺さつした恨うらみ、ここで晴らしてくれる――ッ!!

　そして……ヴェリアルの制御を、奪うばわれた。

『異端女帝マザー・ウイツチはその力を使い、神も人間も打倒する気なのだ』

　フィリスの笑顔と、いつか見た夢のことが脳裏に蘇った。

「あんたの言うことが本当だとしても、フィリスは異端女帝オリジナルじゃない。レプリカだからこそ、別の存在だ。――失せろよ、人間おれたちの敵」

『フ、愚ぐにもつかぬ返答よ。手段は選んでおれんようだな』

　洗礼執行者の無表情が嘲ちよう弄ろうに歪ゆがむと、透明な壁とともに煙けむりのように姿を消した。

「なんだよ、それ……ッ」

　自分が体験したことと今の話で、完全に、腑ふに落ちてしまった。

　とにかく、今は奴より先にフィリスを見つけることが先決だ。

　フィリスの行きそうな場所といえば、街かこの公園くらいで、今度は街へと足をむけた。

『なにー？』

　ミカナに電話をすると、すぐに出た。

「フィリスがいないんだ。あのあとどこに行ったか知らないか？」

『フィリス……、ああ、あの子。知らないわよ？　私は学園の外に追い出しただけだし。どうかした？』

「……いないんだ」

　ミカナはシュータの口調に、切せつ羽ぱ詰つまった何かを察した。

『家に帰ったとか、民間港シビラポートから島を出たとか』

　街に近づくにつれ周囲は賑にぎやかになっていくが、どこにもフィリスの姿はない。

「あいつ、電子端末ドツペルを持ってないんだよ。島を出入りできるとは思えない」

『そんな人……』

　いるわけないでしょ。と普段なら口にしそうなミカナだが、シュータが嘘をついていないということがわかったようだった。

『何者なの、あの子』

「ミカナにも知らないことあるんだな」

『私だって、シュータと同い年の女の子なのよ？』

　ミカナは拗すねたようにそう言った。

　信じてもらえるかどうかわからないが、シュータはフィリスのことを最初から話した。《アスタロス》の搭乗席に住みついた、シュータにだけ視えた魔女。自分の身体を具現化させていること。異端女帝マザー・ウイツチのレプリカであるということ。〈無限虚構〉という力。

　すべてを教えると、失望が裏返って怒いかりに転じたような金切り声をミカナはあげた。

『どうしてそういう大事なことを教えてくれないのよ！』

「いや、だって信じてくれないだろうと思って……」

『信じるわよ、信じちゃうわよ！　嘘だってわかっても、きっと信じてた！』

「どうしてそこまで」

『～～う、うっさいばか！　と、とにかく私も捜すから』

「このことは教官たちには」『わかってる』「門限に気をつけろよ」『あんたもね』

　通話を終えて、シュータは道行く人に声をかけていった。フィリスの特とく徴ちようを教えても、誰もが首を振った。

　お菓か子しの甘あまい匂においを漂ただよわせる出店。中心部にある噴ふん水すい。フィリスが興味を持ちそうなものや場所を隅すみ々ずみまで捜していった。

　薄うす闇やみが街を支配しはじめる夕暮れ。灯ともりはじめた電でん飾しよくを背に、シュータはどんどん繁はん華か街がいを離はなれていった。

　野の良ら猫ねこがたむろしている人気のない路地へ入ると、白い影のようなものが視界をかすめた。その後を追うと、影の正体はいつか見た白い狼のような生物だった。シュータには気づかず、迷いのない足取りで路地を奥おくへと進んでいく。

　やはり、この白狼もフィリスを捜しているのだ。

　人通りのない道へ抜ぬけると、磯いそのかおりが鼻をついた。頭の中の地図では、このまま行けば砂すな浜はまへ出るはずだ。白狼が駆かけはじめると、シュータも遅おくれないように走った。

　潮しお騒さいが聞こえ、遠くには漆しつ黒こくを映し出す冷たい海が見えた。

　白狼が砂浜へ飛び出したその先に、夜風に髪かみをなびかせるフィリスがいた。シュータが安あん堵どしたのも束つかの間まのこと。その隣となりには、洗礼執行者を名乗ったあの男がいた。

「――フィリス！」

　シュータが呼ぶと、フィリスは顔をあげ所在なさそうに目をそらした。

　フィリスを拘こう束そくしている何かはなく、少なくとも捕つかまっているようには見えなかった。

　白狼が追いつくとその姿はふっと消えて、二人は海へと歩き出した。

「何とか言えよ――！」

　フィリスはこちらを悲しげに一いち瞥べつすると、うつむき砂浜を歩いていく。シュータが追いかけ手を伸ばすと、ゴツンと見えない壁にぶつかった。

「またあれか」

　抜ばつ刀とうし斬りつけるが、硬い手て応ごたえと同時に弾はじき返かえされた。

「こいつが何なのかわかってんのかよ！」

　オリジナルでないと知っている今、利用するつもりかもしれない。きっと無事では済まない。ＡＩに生死などないのかもしれないが、少なくとも今は生身の女の子なのだ。

「行かせるかよ！」

　短い気合いと共に太刀を振り抜くが結果は変わらない。破損という概がい念ねんがないのか、それとも、公園のときのようにこちらと向こう側で世界がすでに違ちがうのか、シュータに一切の干かん渉しようを許さなかった。

　もっとちゃんと話を聞いてやればよかった。今になって後こう悔かいする。

　とにかく、一度話がしたい。

　フィリスの横顔が見えた。泣き出しそうなのを必死に堪こらえているような、そんな顔。思ったことは言葉に出して表情に表す彼かの女じよが、そんな顔をしている。

　どうにかして、力になりたかった。

『懲こりぬな、人間』

　蔑さげすむような声こわ音ねが頭に響く。

「フィリス！」

「シュータ……」

「おまえ、そいつが何なのかわかってるのか。ついていけばどうなるのか、わかってるのか？」

「わたしが、いては、みんなの迷惑になるのです」

　感情を押おし殺ころす不自然な笑顔だった。切きり裂さかれる胸の痛みを我が慢まんしているような、悲痛な表情。

「いいよ、今さらそんなこと。とにかく帰ろう？」

「じゃあ……シュータに、ひとつだけお願いがあります」

「うん」

　シュータは、妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。前置きしてお願いしたことなんて、今まで一度だってなかった。

　フィリスは、暗い顔はここでおしまいと言うように、明るい笑顔を作った。




「わたしを、殺してくれますか？」




　痛々しい笑顔。胸に棘とげとなって刺ささる――、

　笑顔。

　手の平に落ちた雪が、体温で解けてしまうような儚はかなさを孕はらんだ魔女の笑顔は、シュータの心に無数の引っかき傷を残した。

「何を言い出すかと思えば……冗じよう談だんは、あとにしろ」

「冗談じゃないのです、シュータ……。わたしは姉さまのレプリカだと、言いましたよね」

　世界を滅ぼす力を持っている、存在。

　異端女帝マザー・ウイツチ。

「この方は、わたしを消すために捜していたのです。『神の御み遣つかい』の襲しゆう撃げきが増えたのも、わたしのせいなのです。……わたしがここにいるだけで、シュータもシュータのお友達も、他のウィッチもみんな危険です。わたしが、いなくなればいいのです」

「待てよ。おまえを消すためだったら、もっと前から襲撃が多くてもよかったじゃないか。おまえのせいにはならない。もしフィリスが目当てだとしたら、今さらどうして――」

「それは、わたしとシュータが出会ってしまったからなのです」

「え――？」

　思わず声が漏もれた。

「相あい性しようぴったりだったシュータと出会ったわたしは、シュータに認めてもらえたことで〈無限虚構レプリカ〉を発動できるようになりました。それで『神の御遣い』は、ここに『異端女帝マザー・ウイツチ』がいると気づいたのです」

　オリジナルを脅威と認識している敵からすれば警けい戒かいして当然だった。降格戦のあの日、フィリスは例の〈無限虚構〉の力をはじめて使った。それを感知したから……あの狼がやってきて、洗礼執行者が捜しに現れた……。

　またフィリスは、無理に微笑む。

　波打ち際の砂城のように、どんどん波にさらわれて、崩くずれていく。それが粉々になるまで、そう時間はかからなかった。

　唇を震ふるわせるフィリスは、目から大粒の涙なみだをぽろぽろとこぼす。

「もう耐たえられないのです。わたしのせいで、みんな消えていってしまうと思うと、もう耐えられないのです。怪け我がもします。死んでしまう人もいっぱいいます……」

　濡れ衣を懺ざん悔げするかのような魔女は、肩かたを小さく震わせ冤えん罪ざいの裁きを待っている。

　出会わなければよかった――そう聞こえた。

　噂うわさの幽ゆう霊れいとして、フィリスはずっと存在し続けられた。シュータはただの候補生最弱の劣等生として、日々を過ごしていただろう。

『失せろ、人間。貴様ごとき愚劣な存在が関わってよいことではない。早々に立ち去れい』

　先ほどまでの彼に対して抱いていたシュータの感情すべてが、完全な敵意へと変わった。

「残念ながらフィリスは頭空っぽだから、洗脳されやすいんだよ。おまえが何か吹き込んだんだろう」

『教えたのはただの事実。そこに誇張は無い。事実を知ってなおコレを取り戻そうとするのか、愚昧な人間よ』

「ああ、力ずくでも連れて帰る――」

　太刀を横に薙なぎ、斬りおろす。腹の底からの気合いを発し刺突する。だが、頑強な手応えが返ってくるだけで、変化は見られない。

『愚かな。学習するということは、人間の大きな武器のはず。学ばない下劣な人種のようだ』

　洗礼執行者がシュータにむけて片手をかざすと手の平に白光が集まっていった。

　白い光線が手の平から放たれたと同時に散開。幾万の光の矢が強襲する。

「ぐッあ――ッ!?」

　数本がシュータに直ちよく撃げきすると、吹き飛ばされ、壁に背を打ちつけた。無む慈じ悲ひな追撃がさらに飛来する。そこを砂浜に身を投げ出し回かい避ひし、どうにか立ちあがった。

「シュータ、逃げてください。……わたしなんて、いなければよかった。シュータにも、みんなにも迷めい惑わくかけてばかりで」

「そんなこと言うなッ！　おまえ、泣いてただろ。寂しくて辛つらくて、泣いてただろ。誰かに気づいて欲ほしくて、認めてもらいたかっただけなのに。……なんでそんなこと言うんだよ」

　追ってくる光の矢と例の壁は、シュータをフィリスに寄せつけない。

　フィリスが喉をしゃくらせる。

「わたしは、っ、シュータが、もし、しんでしまったら、……もう、もう……ぅうっ」

「――おれは死なないッ!!」

　保証なんてない。ただ、そう叫ばずにはいられなかった。

　駄々をこねるように、フィリスは首をふる。

「わたしに、生きる意味なんてなかったのです。人間を――シュータをやっつけてしまうかもしれないのです」

「違う、そんなことない。おまえはそんな奴じゃない」

　矢の一本が足元で爆発すると、シュータは人形のように吹き飛ばされた。

「わたしは、姉さまにただ作られただけの模造品レプリカで、災いを招く厄介な存在だったのです」

「違う、そうじゃない……」

　シュータは震える足にどうにか言うことを聞かせ、ゆっくり、ゆっくり立ちあがった。

『解せぬ。何故なぜそこまでして立ちあがる』

「人間を知らないあんたに、わかるわけないだろう……ッ！」

　息を切らしながら、膝ひざに手を置いて、体を起こしまた胸を張る。

　痛む全身を引きずって、また飛来する矢を回避するが、背後の爆ばく風ふうで砂浜に叩きつけられた。

　シュータは砂を力いっぱい握にぎった。歯を食いしばった。

　――悔しかった。誰かを守れるようなリベラになると夢見て入った学園ではまったくダメで、何もできないことがわかっていく毎日。

　そんな自分が、歯がゆかった。

「わたしは、いつかヴェリアルを使って世界を滅ぼす悪い魔女になってしまうのです」

「おまえは、そんな魔女じゃないだろうが！　なに眠てぇこと言ってんだ！」

　ぐっと奥歯を噛みしめて、シュータはふらつきながら、また立ちあがった。

「もういいのです、放っておいてください……」

「おれは……ッ！」

　本当は、降格戦はほとんど諦めていた。一矢報いることができたら、それで満足だった。そのはずだった。だが、どこかの魔女と出会い見える風景が変わったのだ。

　シュータは、まだ、諦めてはいない。強い光を宿す瞳ひとみは死んでない。真まっ直すぐフィリスを見つめた。

　手の甲でフィリスは目をこすっていた。泣き腫らして赤くなった目元が痛々しかった。それでもなお、こちらを見つめ返し笑う。

　何もかもを受け入れたような顔をして、わかったような顔をして、お別れを言うような顔をして、諦めたような顔をして、笑う。

「……わたしを殺せないシュータとは、ここでさようなら、です」

　理屈も、根拠も、シュータにはもうどうでもよかった。考えて出てくる言葉なんて、結局は建前でしかないのだ。

　きっと、それはフィリスもそう。

「おれは――おまえを助けたい！　女の子一人助けられなくて、何がリベラだ。……そんなに死にたいのかよ」

　吐露した想いに、フィリスはうなずいた。

「嘘つけ」

「うそじゃ、ないです……」

　その涙声が、シュータの胸を締めつけた。

「じゃあ笑ってくれよ、いつもみたいに。これはわたしが望んだことなんですって、笑ってくれよ。――少しくらいうれしそうにして見せろよ！　そうしたらおれだって納なつ得とくできる……本当は、助けて欲しいんじゃないのか……？」

「そんなこと、っない、です」

「じゃあ――何で泣いてるんだよ!?」

「……っ」

「消えるのが、悲しくて怖いからなんじゃないのか？　独りがどういうものか知ってるから、泣いてるんだろ？」

「そんなこと、ないです。わたしは、姉さまのレプリカで、世界を滅ぼす力を持っていて、だから『神の御み遣つかい』が攻せめてくるから。消えなくては」

「――そんな建前はいい！　おれは、フィリスの話が聞きたい。異端女帝マザー・ウイツチのレプリカでも、魔女でも何でもない、フィリスのことが聞きたい」

　フィリスは、何かを押し殺すように口をつぐんだ。

「フィリスが存在しちゃいけない世界なんてないんだ。……おまえ、いつか言ってくれただろう？　シュータとわたしが本気を出だしたら、世界だって滅ぼせるって。それは嘘じゃないだろ？」

　こくん、とうなずく。

「世界最強の魔女と使い魔なんだろ、おれとおまえは。もし、ここがフィリスの存在しちゃいけない世界なら、滅ぼすんじゃなくて変えてみよう、この世界。おれとおまえで」

　光の矢が鋭く飛んでくる。かわす力もないシュータは、一歩一歩近づいた距きよ離りをふいにされるように吹き飛ばされ、また壁に叩きつけられた。

　壁にすがり、がくがく笑う膝を奮い立たせ、倒れるのを堪える。途切れそうな意識をどうにか繋ぎとめた。

「殺してくれだなんて、言うなよ。……おれに、おまえを守らせてくれよ。だから……聞かせてくれ……おまえの気持ち」

　フィリスは唇くちびるを噛かみこぼれそうな何かに蓋ふたをして押さえつけていた。だが、積もりに積もった感情が涙となって、つぅと白い頬ほおを流星のように伝った。異端女帝マザー・ウイツチのレプリカでも魔女でもない、フィリスの言葉が、口からこぼれた。

「望んでいいのなら、もしも願っていいのなら、わたしは生きたい――シュータと一いつ緒しよに」

「うん」




「シュータ、助けてくれますか……？」




　か弱く震える声に、シュータは口元を綻ばした。

「――当たり前だろうがッッ!!」

　瞬しゆん間かん、浮遊感にも似た高揚を感じた。相似機構フイルメトリーが高数値を出すときの感覚に似ている。ぐっと握った拳こぶしが熱い。

　視界がぼやけていても、足がもつれていても、構わなかった。

　踏み出した一歩。

　踏み締めた砂浜の感触が心ここ地ちよい。

　単なる数十センチの歩みが、迷いを振り切ったシュータを高ぶらせていく。

　強い意志という名の魔ま力りよくが、体の奥底から湧きあがり轟ごう々ごうと燃えた。

　柄つかを握り締め、愛刀に魔力いしを伝える。

　壁の向こうにいる洗礼執行者は、こちらが近寄る様を見て冷笑していた。

『人間ごときに「不可侵の神殿アイギス」は、破られはしない。一瞬後、貴様は己おのが愚行を後悔する』

「試ためしてみるか？　その『ごとき』に――！」

　そうやって、見下していればいい。足元をすくわれる、その日まで。

　放つ亜あ音おん速そくの斬撃。疾はしる刃やいばは月光の反射すら許さぬ神速。

　白刃が夜を両断する。

　ビシッと空間にヒビが入った。

　風が鳴り、顔を出した朝日がシュータを照らす。

「洗礼執行者だか何だか知らないが、いちいち見下してくるんじゃねーよ……！」

　そして――バリバリバリと次元を隔てていたような無色の壁が崩れ去った。

『――』

「うちの魔女様、泣かすなよ……！」

　動揺した隙すきをつきシュータは渾こん身しんの一いち撃げきを放つ。

　斬った。そう思った瞬間、ふ、と姿が消えた。

『ククク……なるほど。これが魔女の力を得た人の力。我らに歯向かった愚劣な人間の思考と脆ぜい弱じやくな力か。フ、今に叩き潰してくれる』

　軋きしんだ笑い声が周囲に反響する。

　直後、スピーカーから警報が鳴り響いた。

『総員、第一種戦闘配置。ただちに作戦室へ向かい指示を仰げ。繰り返す――』

　コード無しの第一種戦闘配置。

　リーブラ島全島上げての戦闘態勢だ。シュータの経験上、はじめてのことだった。神兵より上の司祭級、天使級が複数迫って来ているのだろう。

　一年生も待機命令か、出撃命令が出ているはずだ。

　洗礼執行者を追い払ったこともあり、気が抜けてシュータの意識が遠ざかった。ふらつくところをフィリスに支えられ、膝枕された。フィリスは涙でくちゃくちゃになった顔でこちらをずっと見つめていた。
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「約束です、シュータ。何があっても、いっしょです」

　フィリスが小指を差しだす。シュータも、それに自分の小指を絡めた。

「ああ……約束だ。おれは使い魔らしいから、魔女には逆らえないんだ」

　いたずらっぽく言ってやると、フィリスが笑え顔がおの花を咲かせた。

「シュータが本気をだしたら、みんなみんな、みぃーんな、敵かなわないのですよ？」

　大した操縦技術もないし頭もよくない自分を、どうしてそこまで信じてくれるのだろうか。不思議で仕方ないが、それが、ただただうれしかった。

　東の空は赤く燃え、海面がきらきら輝かがやきはじめた。海が、目を覚ましていくようだった。

「体は大だい丈じよう夫ぶですか、シュータ？」

「……まあ、ちょっとは落ち着いてきた、かな？」

　シュータはまだ節々が痛む体を起こす。視界ははっきりしているし、気分も悪くなかった。

　フィリスが耳を押さえて、深刻そうな顔をした。

「……クラスのみなさんが、複数の神兵と戦闘中です」

　システム同士の通信を傍受したようだ。やはり候補生も戦場に出ているらしい。一年生は単体の神兵と戦うのが精一杯。シンシアがいるとはいえ、複数は分が悪い。

　シュータは拳を握り立ちあがった。やはり人の意思とは、魔力と呼ぶに相応ふさわしかった。

「行こう」

　シュータはダメージの残る体を引きずりながら海岸線沿いに進んでいった。第三ドックに入ると、《アスタロス》は王に忠誠を誓う騎き士しのように膝をついて沈ちん黙もくしていた。

　乗り込み、起動フェイズを終える。相似機構フイルメトリーの数値は、高い状態を維持し続けていた。

　後ろからフィリスが顔を出す。

「敵は神兵が三体だそうです」

「三体……」

「他には――」

　シュータはフィリスからリーブラ島近海の状じよう況きようを教えてもらった。

　予想した通り、多方面に敵が複数出現したようだった。クラスのみんなが神兵を足止めしたところで、海軍は違う方面に出撃しているし、三年生も二年生も同じくそうだ。他島からの援えん軍ぐんもまだ来ないだろう。

　シンシアがついているとはいえ、孤立無援の状態だった。

　リフトを作動させ、出撃口への配置が完了。出撃態勢に入った。

「目標、神の手先の神兵三体」

　もうヒトは、神の手の平から逃のがれている。彼らの支配から逃れた、対等な存在なのだ。

「最大戦速。行くぞ」

「了解です」

　海の青よりもなお青い、推進装置の清浄な群青色が、どんどん色を濃くしていく。孕んだ高出力と引き換えに、エナジーが次々に消費されていった。

「「発進!!」」

　推進装置が吼ほえ、粒りゆう子し塊かいが一気に噴き出す。青界を切り裂くように戦艇は矢のように海中を奔る。

　静音潜航が推すい奨しようされる中、魚群を蹴け散ちらし、海中を騒がせ、《アスタロス》は唯我独尊の海の帝王となった。







四章　最下生ヒーロー







　腹の底に響ひびく轟音は、もう何度聞いただろうか。ミカナは砲ほう撃げきを主行動とする四番隊の最前列にいた。

『テメェら、こらえろよッ！　もうちょいでこっちは片付く！』

　シンシアの公開通信が全機に入る。シンシアの赤い《キメリエス》は、神兵一体と交戦中だった。

　めまぐるしく変形し、戦鬼から戦艇へ、戦艇から戦鬼へ。海中から空中へ。縦横無尽に海上と海中を跳ねまわった。見ているこちらが目を回してしまいそうな戦い方だった。神兵と相対する場合、海軍でも二機一隊バデイ制が推奨されているのに、シンシアは単機で相手にしている。

『他二体は、常に視認し続けるんだ。レーダーに頼るな』

　一番機――リアッカの強こわ張ばった音声が耳に入った。

　一年生に許された実戦は、神兵単独の場合だけ。

　だが、今はリーブラ島の全リベラが防衛戦を戦っている。実力不足で出来ないからといって、見ているわけにはいかないのだ。

『ビビんなよ、野郎どもッ！　演習通りだッ、あとはもう片方から目をそらすな！　それだけでいい！』

　シンシアのその台詞せりふを聞く度に、頭の中で反はん芻すうさせた。それだけで、ずいぶんと落ち着いたものだ。

　ミカナも震える手で操そう縦じゆう桿かんを握り、照準を再び神兵の頭部に合わせる。

　撃ち方よしグリーンライト。

「てぇ――ッ！」

　四門のカノン砲ほうが吼える。

　衝撃音と同時に、空は爆煙で灰色に淀よどんだ。

　この光景はもう十度を数えた。これは訓練でも演習でもないんだ。ミカナはまた自分に言い聞かせた。

　神兵は、周囲をうるさい羽虫が舞まったかのように腕うでを振ふって爆煙をかき消してしまう。

　もう一体のほうは、一、二番隊がどうにか押さえ込んでいる。十九機をそれぞれにわけるやり方は悪手だろうが、シンシアがこちらの戦列に加わってくれるまでの足止め、時間稼ぎでいい。隣島からの増援もまだ時間がかかる。だから、当分はここにいるみんなで戦わなくてはならなかった。

　神兵の『ヨハネの義ぎ眼がん』が、重厚な朱色を溜ためこんでいく。

「急速潜航。深度六〇」

　ＡＩが命令を承認すると、僚機からも了解の信号シグナルが返ってきて、ミカナを含ふくめた四機はすぐに潜航を開始した。

　本来は五機なのだが、その最さい後こう尾びにいつもいるシュータは警報が鳴っても姿を現さなかった。

　海上では陽動隊である三番隊が散開し、大鎌とＥＱ砲の攻こう撃げきをすり抜けている。どの項目も優秀な一、二番隊に比べて、四番隊は砲撃が得意な者、三番隊は操そう舵だ変形が得意な者で構成されていた。

　また赤い光線が海を焼き切るが、異常を知らせる通信は入ってこない。誰だれもまだ欠けてはいない。ミカナは浮ふ上じようし、撃ち方をはじめた。

　目に見えるダメージを与えられないことが、ミカナの焦りと不安を煽あおった。足止めでいい。それだけでいい。撃破する必要はない。何度も言い聞かせた。

　やがて、カノン砲の残弾数が半分を切った。陽動隊でもある三番隊の精神的な疲労は相当なものだろう。何とかしてあげたいが、今の自分には現状維持が精いっぱいだった。

　散開した三番隊が集まり、戦艇となって神兵の付近を航行する。

　そのとき、状況が見えていたミカナの全身がゾッと粟あわ立だった。ミカナたちが相手にしている神兵に気をとられたため、もう一体の神兵の近接域に入っていた。

「三番機スリー！　離脱を――」

　叫さけぶように通信を入れると、三番隊が浮き足立ったのがわかった。ミカナは隊に最大戦速を告げる。有事のとき反応できるようにあけている距離二〇〇〇を縮める。神兵の注意を少しでも引くためだ。一、二番隊も事態に気づき、神兵にカノン砲をばらまき変形し近接域を高速巡航する。

　爆煙に包まれる神兵二体。今、中がどういう状況なのかがここからではわからない。

　不意に、赤い煌きらめきが入道雲のような煙の中から突出した。

　一刹せつ那なが、何十分にも見えた。主画面。神兵のＥＱ砲が波を切り裂き、こちらへむかってくる。

　凄すさまじい白波が立ち、視界を真っ赤に染めた。

　すぐ脇わきの海が蒸発し、激しい衝撃がミカナを襲った。

「くっ――」

　何とか衝撃に耐えた、次の瞬間だった。

　ピ――ィイイイイイイイイ。

　ＡＩの警告かと思ったが、違った。聞き慣れない電子音だ。機体制御は問題ない。相似機構フイルメトリーも正常値を示している。

　じゃあ何が――？　ミカナの問いにＡＩが淡々と答えた。




『十六番機シツクステイーン、信号シグナル消失ロスト』




「――」

　黒こく煙えんが晴れる。こちらをむいていた神兵が放ったＥＱ砲は、ミカナの脇をすぎた直後、四番隊最後尾十六番機に直撃。

　これを、轟沈した。

　ＲｅＦ装そう甲こうの上に、さらに敵の攻撃を弱体化させる電磁装甲をまとう、四番隊の機体が沈しずんだ。換装部品の電磁装甲とＲｅＦ装甲をもってすれば、ＥＱ砲に三発、理論上は耐え得ると計算されていた……そのはずだった……。

　各機に、戦せん慄りつが走る。

『ルーク、おい――おいってば!!　何か言えよ――!!』

　僚機の通信に応答はない。

　誰もが、自分の未来をそこに見た気がした。どれだけ砲撃を食くらわせても衰えない神兵の動き。

　一撃を食らえば沈む現実。

　無力感と恐怖は、弱者の心をからめとっていく。蜘蛛くもの巣のように、容易に離れてくれない。だがそれを打ち破る、安易な術すべがある。一個の感情に身を任せることだ。

『やりやがったな、クソったれがぁああ!!　八番機エイト、援護を！』『おうッ』

「待って二人とも。十六番機の生体反応はまだある。落ち着いて――」

『どの道じり貧だろうがッ！　あの脳天にメイルブレイカー叩たたきこんでやる。やれねえことはねーんだ!!』

　搭乗席は何よりも頑丈に出来ているはずだが、通信が途絶したことから、システムも機能していないのだろう。安否は定かではない。

　十二番機が戦鬼に変形し突貫する。八番機が援護をはじめた。

　求心力のあるシンシアは、神兵一体と激戦を繰り広げていて、こちらに気を配る余よ裕ゆうはなさそうだった。

　何度も何度も繰り返される警報は、混乱するミカナには何を警告しているのかわからなかった。

『――』『――』『――』

　ＡＩの声なんて、もう耳に入らなかった。十六番機を捜さないと。まだきっと生きている。

　次の瞬間、ミカナは、虫が体中を這いまわるような言い知れぬ不快感を覚えた。

『四番機フオー、逃げろ!!』

　誰かの通信。何のこと……？

　四番機の主画面が陰る。雲でも何でもない、朝日を背に浴びた神兵の影かげだった。

『距離、二〇〇』『警告、警告。貴船は神兵近接域に有ります。至急の離脱を推奨――』

　ミカナがＡＩの声に気づいたときは、眼前にいた神兵が大鎌を振っていた。

　急速潜航を指示するが、注水に時間がかかっている。たった数秒という名の、永遠に酷似した時間。

　ぉおおおおおん、と大鎌が唸り、鈍にぶい風切り音を残す。

　ようやく機体が沈みはじめた。ずぶずぶと鈍のろい様は、いつもの海ではなく沼か何かのように、その抵抗が強い。

　間に合わない。

　大質量の大鎌の白刃。きっとコックピットごと粉々に……。

　最後にミカナは、気丈に笑った。

「ごめんね、シュータ。……私、もう、ダメみたい」

　ヴェリアルが潜もぐるよりも早く、神兵の鎌はミカナを両断する――ミカナが諦めた。

　――その瞬間だった。




　突如、レーダーに僚機の信号が映る。

　十六番機ではない。最弱最低成績者の称号であるその番号。

　今回、出撃時に行方ゆくえ不明だった――二〇番機ロストナンバー。




　尖とがった船首が海面からのぞき勢いよく空中へ飛び出す。

　ガゴォ――ン！

　二〇番機――《アスタロス》の船首が水平を走る神兵の鎌に直撃。計ったようなその軌道は大きく上をむき、空を切った。

　神兵にとってそのヴェリアルは、死地に飛び込んできた羽虫に等しかっただろう。
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　だが、劣等生のその一撃に、誰もが光を見た。二〇番機の登場に、泥でい濘ねいであえぎ続けた一年生全員の心に灯ともる何かがあった。

「なんで来ちゃうのよ、ばか……」

　予定通り深度五〇まで潜ったミカナは、まだ生きていることに安あん堵どした。シュータのことが不安だった。しかし助けに来てくれたことが、何よりもうれしかった。







「船首損傷。でも軽微です。戦闘続行です！　やっちまうのです！」

　耳元でうるさいフィリスはずっとゴーサインを出している。シュータは戦艇を戦鬼へと変形させた。

『ヨハネの義眼』が赤く光り、シュータは瞬しゆん時じに浮遊板を鋭く横滑りさせる。航こう跡せきに放たれたＥＱ砲が海ごと爆散させた。降ふってくる海水が、雨のように装甲をばたばたと叩く。

　その雨中を疾しつ走そう。

　背にある二基の推進装置が雄お叫たけびをあげた。

　肉薄。

　候補生が絶対禁止とされている、超超至近距離。

　シュータがさらに出力を上げると、甲かん高だかい駆く動どう音おんを奏かなでる《アスタロス》は、エナジーを速力へと反映させていった。

　加速加速加速加速加速加速加速――規格外の戦速を弾はじき出だす。

　彼ひ我がの距離は、五〇を切る。

　普ふ通つうのＡＩなら設定されたとおりリベラに警告していただろう。だがフィリスのガイドはお堅いＡＩとは違ちがっていた。

「近接戦闘用意です！」

「言われなくても！」

《アスタロス》が太た刀ち・臥が竜りゆうを抜き放つ。

「ぶっ叩いてやるのですー！」

　次の攻撃を開始しようとする神兵の動きは、シュータの目には遅すぎた。大鎌の軌道を完全に見切る。

「ッぉおおおおおおおお――!!」

　鎌を踏み台に《アスタロス》が高々と飛ひ翔しようする。

　最低限の装甲しか身にまとわない《アスタロス》ならではの跳躍力だった。

　束つかの間まの浮遊感。

　見える。見える。見える――。

　無防備な、病的に青白い脳天。

　獲え物ものを目指す鷹たかのように、蒼あおい逆神機ヴエリアルが風を切り裂き一直線に滑空する。

　太刀が朝日を一身に受けギラついた。

　白刃が神の『加護』を突き破り、神兵の脳天を捉えた。

　綿を裂くような軽い手て応ごたえが、操縦桿から伝わった。放り出された大鎌が波を立て海中に沈み、神兵が空にむけて絶ぜつ叫きようする。悶もだえるように身体をねじらせ、無数の粒りゆう子しとなった。

「――やりましたぁ！」

　着水と同時に、底抜けに明るいフィリスの声が搭乗席に響いた。同時に仲間の歓声も聞こえた。

　無我夢中だったシュータにも、状況を把は握あくする余裕ができた。

「シュータ、シュータ！」

　フィリスが手をあげているので、シュータも応こたえる。手を打ち合わせると、ぱちんと気持ちのいい音が鳴った。迷わずにここまで出来たのは、きっとフィリスが、無条件にどこまでもまっすぐに信じてくれたからだろう。

　通信がシュータへ殺到した。『ツクバ、おせえんだよ、おまえっ！』『いきなり出てきたと思ったら、また倒たおしやがって！』喜色溢あふれる通信に、シュータは「ごめん、遅おそくなった」と簡単に返した。さらに通信が入った。

『ツクバ、ありがとう。助かった……』

　三番隊の面々から同様の言葉を受けとり、シュータは問題ないと言うように、彼かれらに屈託のない笑顔を返した。

「神兵はまだいる。気を引きしめよう」

　それを皮切りに、それぞれのやりとりが飛び交った。

『態勢を立て直すぞ』『距離を取れ！　演習どおり船隊行動を――』『四番隊は遊ゆう撃げき。三番隊は陽動。一、二番隊は砲撃を続けるぞ』

　混こん沌とんとした戦場が、整然とした海へ変わりはじめた。

　また殺さつ伐ばつとした唄うたが聞こえる。

『だぁはっはっは！　このシンシア様に楯たて突こうなんざ百万年はえーんだよ、クソ神兵がぁッ！』

　巨剣バスターソードを空に突きあげ、赤いシンシアの《キメリエス》が哄こう笑しようをあげていた。

　シュータはいつもどおり、四番隊の最後尾についた。

『シュータ』

「ミカナ、話は後だ。あと一体を」

　そこで、シュータは一機少ないことに気がついた。レーダーの識別表示は、４、８、１２となっている。

『一六番が、沈んだの……。まだ生体反応は付近にある。四番隊は、一六番の捜索と救助を』

「……わかった」

　むこうは、シンシアが戦線に加わるから無茶も何もないだろう。

　少し離はなれても、まだ砲ほう声せいが腹に響く。部隊がひとつにまとまったこともあり、より一層の火力をもって神兵を圧倒しはじめていた。

『ツクバ、おまえ後で覚えとけよ。頭ず突つき一発で済むと思うなよ』

「ア、アイ、マム……」

　警報が鳴って集合しないなんてことは、本来あり得ない。シュータはシンシアの頭突きを想像してぶるりと身み震ぶるいさせた。

　散開した仲間の一人が一六番の微弱な救難信号を受信し、シュータたちはそこに駆かけつけた。

　大きく破損した搭乗席の周囲に緊急浮遊装置バルブエアーが膨ふくらんでいる。そのお陰かげでどうにか海上に浮いていた。

　そこから顔をのぞかせた見慣れたクラスメイトを見て、シュータは安あん堵どの息をついた。頭から血を流していたが、それも止まりつつあるらしい。

　交戦中の味方機から、神兵の撤退を確かく認にんしたと報告があった。

　張りつめた空気が、一気に弛し緩かんするのをシュータは感じた。

　ただ、シュータの隣となりにいるフィリスは悲痛な面持ちで、海に浮うかんだ搭乗席を見つめている。

「フィリス……？」

「ごめんなさい……」

　海の残ざん骸がいとして浮かぶ搭乗席にむけてフィリスはぽつりとつぶやいた。

「さようなら……」

　ＡＩはシステムダウンしていたらしく、その原因は敵の攻撃による物理的なダメージを負ったことだったようだ。

　本当に、ＡＩが魔女だとするのなら、フィリスが別れを告げたのは、きっと……。

　唇を噛みしめるフィリスの頭をシュータはそっと撫でた。

　威い勢せいのいいクラスメイトたちの通信が飛び交う。三体を相手にして生き残ったことの安堵が、みんなをいつも以上に饒じよう舌ぜつにさせた。

　通信回線がひとつ開いた。

『ツクバぁ、てめーは何警報シカトしてくれてんだよ、ァアん？』

　シンシアが眉み間けんに皺しわを寄せシュータを睨んだ。

「いや、その、すみません……、ええっと。ちょっと、お腹なかが痛くて」

　女の子を捜していたとはさすがに言えない。とっさに嘘うそをつくと、シンシアが深刻そうな顔をした。

『おいおい、まじかよ……お腹痛いならしゃーねーな……。ちょっとだけ痛ぇのか？　冷やしちゃったのか？　悪いもんでも食ったのか？　薬ちゃんと飲んだか？』

　めちゃくちゃ心配してくれるシンシアに、ちょっとだけ罪悪感をおぼえた。

「あ……はい、大丈夫です」

　今度はミカナが割り込んできた。

『あんた何してたのよ！　集合には来ないし、来たと思ったら神兵やっつけちゃって……』

「悪かったよ」

『……あ、ありがとう、たっ、助けてくれてっ！』

　うっすら頬を染めたミカナは、プチンと回線を切った。同時にまた違う回線が開く。

『るぁっはっはっは、ツクバ、言っておくが、神兵一体くらい僕ぼくが本気になれば――』

「あーわりい、通信回線の調子が悪いみたいだ」

　ブチッとリアッカからの通信を無理やり閉じた。

「みんなシュータにお礼を言いたいのですよ、きっと」

　フィリスがふんわり微笑ほほえんだ。

「そうか？」

　リアッカは絶対に違うと思うけどなぁ、とシュータは苦く笑しようする。

　生き残った余韻が強いらしく、クラスメイトたちはそれぞれ言葉を交わし合っていた。

『オラァ、ガキども！　おうちに帰って一杯やるまでが戦争だっつってんだろうがぁ！　さっさと隊列組みやがれ！』

　シンシアの叱責が飛んできて、それぞれが夢から覚めたように隊列を組み上げていく。

　すると何かでシュータの主画面が一いつ瞬しゆん陰かげった。

『他の増援に行くぞ。残弾数の報告をしやがれ。補給が必要なやつは――』




　ガンッッッ




　鉄板を貫いたような太い音が聞こえた。おそらく外からだ。次に、

　ピ――ィィイイイイイイ。

　聞き慣れない電子音が鳴り、シュータは眉まゆをひそめた。

「【ローズ】！」

　フィリスが金切り声をあげる。

「シュータ！　ローズが、ローズが」

　さっきの電子音と、フィリスのその様子がシュータを戦慄させた。

　慌あわてて背後を主画面に映し、その光景に息を呑んだ。

　映し出されたのは、見たことのない神兵だった。

　青みがかった、果てのない白銀の体色。体高は神兵と同じくらいだが、神兵より人に似ている。

　いや――ヒトがそれに似ているのかもしれない。

　頭頂部からは一本の角が伸のび、人間と同じ二つある双そう眸ぼうは燃えるように赤く、その形は鋭するどい切れ目のようだった。

　二本の腕とその手が握にぎっているのは、光を固めたような白い銛もりだ。

　やはり、剣や槍やりなどの武具ではなく、一方的に獲物を仕留めることを念頭に置いた凶きよう器きだった。

　他の存在が反はん撃げきするなどあり得ない。

　そんなことなど許さない。

　対等であるはずがない。

　そう考える神の傲ごう慢まんが透けて見えた。

　背には、大きな鰭ひれのようなものが広がり、ぽちゃりぽちゃり、と海水を滴らせていた。顔の真横にある裂け目は、人でいうなら耳のあたりまであった。だから、それが口だとわかるまで少し時間がかかった。

　敵の持つ銛が串刺しにしている、《キメリエス》。

　標本の虫のように、海上に刺し止められていた。

　その化け物はぐばぁあ、と広げた大口から雄叫びをあげた。

「ォオオオオオオオオ――ッ!!」

　海が震しん撼かんし、波すらもねじ伏せるような波は紋もんが広がった。

　銛を一ひと振ふりすると、海面を二度跳はねたシンシアの赤いヴェリアルは、轟音と共に燃えあがり海に呑まれていった。

　……悪夢が、形となって現れた。

　絶対的ヒエラルキーの体現者。

『異端女帝マザー・ウイツチの複製と、その使い手。ここで討ち果たしてくれる。暗愚な人間をいま、海へ還そう』

　不快な音が脳に響く。

　洗礼執行者だ。シュータもフィリスも直感した。

『な、なんだよ、あれ――』『教官、ウソだろ……？』『海軍の管制室に通信だ！　援軍を――』『来るわけねえだろうが！』『通信だけでも』『他の戦線に出張ってんだぞ!?』『援軍が来る頃にゃ、おれたちゃ海の藻も屑くずだッ』『ふざけんな何なんだよあれはぁッ!?』『何でレーダーに映らねえんだよ！』

　それぞれの通信が入り乱れフィリスが耳を押おさえた。それらは相当なノイズとして聞こえているようだ。

　さらに、神兵一体の出現を確認すると、整然とした隊列が乱れはじめた。

『ふ、ふざけるな――』

　一機が隊から離れ潜航すると、明後日あさつての方向に進んでいった。

『う、うっ、うぁあああわぁああああ』
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　続いて、もう一機が海中に潜る。やはり針路は神兵でも洗礼執行者でもない方角だった。

　紛れもない、敵前逃亡だ。

　キラリと閃せん光こうが瞬く。

　洗礼執行者の放った銛が、海面に突き刺さり大きな水柱を立てた。脱走を図ろうとした二機の信号が、瞬時に消失した。

「誰も逃にがさない」。そう言っているかのようだった。

　息を呑み、誰もが自分の未来を案じ絶望の淵ふちをのぞき込んだ。

　そのときだった。

『落ち着け！』

　公開通信で、全機に音声が届いた。

『一番隊は遊撃。三番隊は陽動。二、四番隊は砲撃。まず神兵を撃破する』

　リアッカが副画面に映った。

『ツクバ。君に、アレの相手を頼みたい……出来るか？』

　どうしてかなんてことは、すぐにわかった。

《アスタロス》はどの機体よりも軽く速い。少なくともシュータが乗れば、だ。

　推進装置の力を削そぐことなく速力に反映させられる。それを痛いほど知っているのが、リアッカだった。

　敵を引きつけ、逃げる役目なら一番適任だと言えた。

「なんだよ、珍めずらしいな」

『冗じよう談だんで言っているわけではないのだけどな。これは、一番機ワンとしての命令ではない。だから断ってくれても――』

「わかった」

『ちょっと、シュータ！』

　ミカナが会話に割り込んできた。

『なんで、あんたがそんなことする必要があんのよ』

『サカキ、これが一番生存率の高い作戦だ』

『何が生存率よ！　これじゃシュータが』

「――ミカナ、いいんだ」

　双そう肩けんにのしかかったのは、クラスメイト全員の命に近かった。シュータがもし引きつけることに失敗すれば、神兵を相手にする味方は虚きよを突かれる。そうなれば全滅は必至だろう。

　シュータがフィリスを見やると、いつものように無邪気に微笑んだ。

　きっと、出来る。

「二〇番機は、これより未確認の敵と接敵する。すこし派手にダンスを踊るかもしれないけど、そのときはすまない。フラれないように努力する。みんなも、クラッカーを撃ち鳴らすパーティーを早く終わらせてくれると、助かる」

『ふ、君にしてはマシな言葉だ』『シュータ、死んだらころすわよっ』

　シュータは戦艇を回頭させ、船首を洗礼執行者にむけた。

『僕たちの仲間が命を賭す。僕らは、彼に負けられない。そうだろう!?』

　おぉおおお!!

　自らを鼓舞するような声が次々にあがった。

『ツクバ、一〇分だ。一〇分でいい。耐えてくれ』

「了りよう解かい」

　今まで誰もシュータに一目置くことなんてなかった。この窮地で、頼たよられたという感覚が、これほど心地よいものだとは思わなかった。

　シュータは武者震いで震える手で操縦桿を握りしめる。

　ドドドドド、とカノン砲の一いつ斉せい掃射がはじまった。

「目標、洗礼執行者。離れず、近すぎずだ」

「了解です！」

　推進装置が青炎を吐はき、跳はねるように海上を滑かつ走そうする。応じるように洗礼執行者も行動を開始した。

《アスタロス》が挨拶代わりのような砲ほう弾だんを放つ。

　ィイイイン、と飛来音を残し目標に直ちよく撃げきする、

　はずが。

　フ、と洗礼執行者の『加護』が現れ――砲撃を完全に防ぼう御ぎよした。

「!?」

　ヴェリアルの攻撃は、どの『神の御み遣つかい』に対しても有効だったはず。その前提が一気に覆された。

　洗礼執行者が空気を撫なでるようにして両手を軽く交差すると、陽光が鋭い形を持ち、それがすぐさま銛となってシュータめがけて宙を奔はしった。

　シュータの航行した場所に銛が一いつ瞬しゆんだけ突き立ち、海が爆散する。

「なんだよ、あの威力ッ」

　人間サイズだったから、さっきは耐たえられたのだろう。

「シュータ、後ろ――」

　背後には中空を高速で飛ぶ銛が、四本追つい尾びしてきていた。

　砲ほう塔とうを旋せん回かいさせ攻撃する。

　一本に奇跡的に命中すると、隣の銛に誘爆を引き起こし巨きよ大だいな爆炎となった。

「フィリス、あいつは結局なんなんだ。洗礼執行者って言っていたけど」

　蛇行して、シュータは航跡を濁にごしていく。すぐ脇に着ちやく弾だんした銛が凄まじい水音と爆ばく音おんを《アスタロス》の装甲に叩きつけた。

「洗礼執行者は、神の眷けん族ぞくです」

「神の眷族……」

　神兵以外に、司祭、天使。これらの確認はあったが、こんな敵は見たことも聞いたこともなかった。神に近しい存在だけに『加護』も厚いのだろう。

　こちらの攻撃が通じない。だが今は倒す必要はなく、時間稼ぎに徹すればいいのだ。

　シュータの行く手を塞ぐように、洗礼執行者がＥＱ砲を放つ。吹ふきあがった海水で壁かべができるが、構わず突き破った。

　眼前。距きよ離り二〇〇。

　敵が銛を突き刺そうと振りかぶっているところだった。

　いつの間に――。

　レーダーに映らないだけで、これほど厄介だとは思わなかった。だから、警報も鳴らず、簡単に島に上陸できたのだろう。

　考えるより先に操縦桿を握る手が反応する。トリガーを引き、煙幕代わりにカノン砲を撃つ。

『加護』に阻まれはしたが、煙幕にはなった。

　すぐさま潜せん航こうを開始する。潜ったと同時に左右に操舵する。

　がぼぉおん、と大質量の銛が大きな泡をまといながら落ち、強い光と共に爆はぜた。

　巻き上がった砂すな埃ぼこり。削れた細かい岩盤が戦艇の装甲を打った。銛を二つ、三つと回かい避ひすると、透とう明めいな海はすぐに砂煙で濁った。

　シュータを追うように、洗礼執行者も海中に入る。

　常に敵の視界に入るように注意する。しかし、近すぎれば回避行動に支障が出る。至近距離七〇〇を維持しながらシュータは海中を逃げ回った。

　これではらちが明かないと思ったのか、洗礼執行者が浮上し、海上から銛を再び投げ込みはじめた。

「フィリス！」

「はい」

　コックピット内の二人を繋つなぐ障害は何一つない。相似機構フイルメトリーが高数値を叩たたき出だしているため、言葉を交わす必要もなかった。

　上方に見える洗礼執行者の足元。

　そこをめがけて、戦艇が螺ら旋せんを描きながら銛とその爆発を回避していく。

　海上に出る寸前。シュータは出力を最大にする。

《アスタロス》が空中に飛び出すと同時に変形。

　背後から一いち撃げきを入れる好機。

　人間シユータと魔女フイリスの魔力いしで造り出したこの臥が竜りゆうなら『加護』を突とつ破ぱできるはず。

　――だが、海上は静せい寂じやくそのもので洗礼執行者の姿はなくなっていた。

「あいつは？」

　フィリスは、ふるふると首を振った。

「見つかりません」

　レーダーに映らないため、それと同期しているフィリスにもわからないのだ。

　まずい。見失った……!?

　冷や汗が、シュータの喉を滑り落ちる。

　神兵に集中している味方に横槍が入れば、まず間ま違ちがいなく大打撃を受ける。仲間の命がかかっているのだ。

　候補生の中にまだ欠けた者はいなかった。それに一安心するが、今のところ状態は好転もせず、膠こう着ちやくさせることしかできないでいるようだった。

　遠目に、爆煙を巻きつける神兵と粒つぶのような味方機が見える。

　それ以外は海と空だけ。

　そのとき、影がシュータの下を通った。

　海中――？　いや、それならさっき視認しているはずだ。

　じゃあ、どこに。

　空気を引き千切るような重い音が聞こえる。それが何度も、何度も。

　また主画面が陰る。

　下じゃないなら――。

　見あげた空。

　太陽を縁取るように一周二周と旋回する洗礼執行者が、二枚の背せ鰭びれを広げ――羽ばたいていた。

　空を飛ぶことすら叶わない、人間との存在の違いを見せつけるように。

　嘲あざ笑わらうように。

　ばさりばさり、と羽を動かしていた。

『見ているがよい。そして己が無力を嘆け』

　洗礼執行者は神兵のほうへ進路をとった。

「まずい――！」

　最大戦速を告げ、後を追う。

　が、優ゆう雅がに舞う洗礼執行者からはどんどん離される。羽から生えるように、銛が何十本も現れた。あれを撃たれると、海上のみんなが磔はりつけにされてしまう。

「フィリス、もっと速く！」

「やってますっ！」

　距離は縮まらないどころか、開いていく。

　速度がこれ以上あがらない。エナジー消費が激しい。追いすがるようにカノン砲ほうを放つが、あっさりとかわされた。

　やっぱりだめだったのか。シンシアが撃破された時点で、勝負は見えていたのか。あがいたところで、所詮、人間は神には勝てないのか。

　……こんな窮地で、自分にも出来ることがあった。

　それを、みんなは何も言わず任せてくれた。バカにするでもなく、心から仲間として認めて洗礼執行者の抑えを任せてくれた。

　なんとしてでも、その想いに応えたい！

「死なせない……誰だれひとり、死なせない！　みんなみんなみんな、おれが――守る！」

「そうです！　シュータの仲間や他の魔女を、わたしも守ります!!」




　そして――それは前触れなくやってきた。
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【原初の賢者は奇術を用い害悪を除去す】

　副画面の縦並びにされたＷＩＴＣＨの文字が、

　反転。

【code:ANEMONE】

　金に縁ふち取どられた、赤い文字がシュータの視界に飛び込む。

「〈無限虚構〉発動フェイズ完了です――っ！」

　フィリスが告げた。

「あいつをやっつけるイメージをするのです、シュータ！」

　信じる。

　どれほど荒唐無稽な事を言っていたとしても、フィリスを信じる。

　いつだって、この少女を信じた先に活路があった。

　人間は、見下される存在なんかじゃない。もう――対等なんだ！

　相似機構フイルメトリーからシュータの意思が走り、膨大なパルスの淡い光でコックピットが満たされた。

　戦艇の砲塔が溶けだすように横に広がり、推進装置と一体化する。

　右舷と左舷から横に飛び出た背中のそれは、空を切るに相応しい形へと変わっていく。

　それは幾き何か学がく的てきな――鉄の翼つばさ。

　二基だった推進装置は六基に増えている。

　神が空を飛ぶことを許さなくとも、人間と魔女の『魔力』はそれを可能にする。

　六基の推進装置が青い業火を孕はらみ、咆ほう哮こうする。

　戦艇は海を跳ねるように進み、臨界点に到達。

　翼が揚力を得る。

　シュータは高出力を維い持じしたまま操そう縦じゆう桿かんを思い切り引きつけた。

「あがぁれぇえええええええええええ――ッ!!」

　戦艇が、波を蹴るように離水。

　大気を引き裂き、青空へ一直線に駆けあがる。

　神だけが持ち得る、絶対の制空権。

　それを脅かす。

　アネモネの花言葉――『無限の可能性』。

　それが、原初の魔女だけが持つ〈無限虚構〉の本質――そのレプリカであるフィリスの特性だった。

　魔女と人間が心を同じくするのなら、神と対等にだってなれる。

　その可能性に、限りなどない。

　鋼鉄の翼を持つ戦艇の船首は、空気をかきわけられるようにより尖りを増していた。だが、翼と推進装置の増設にカノン砲と装そう甲こうを使ったため、もともと薄うすい装甲はより一層薄くなっていた。速力増加と軽量化を自動的に行ったせいでもあった。

　神と対たい峙じするヴェリアルは、蒼そう翼よくの愚者と呼ぶに相応しい。

　だが鈍にぶく陽光を照り返すその姿は、勇壮そのものだった。

《アスタロス》は、一気に音速の壁を突破する。

　海上の味方機に狙ねらいを定めるように空中で停止する洗礼執行者に追いついた。

「させるかぁあああああああ――ッ!!」

　シュータの気迫が通じたのか、それとも《アスタロス》を知覚したのか。

　洗礼執行者は、光の銛をシュータにむけて放つ。粒子が粉のように舞まい、輝かがやく尾を引いた。

《アスタロス》は水平旋転バレルロールを繰くり返かえし、回避する。

　背後で閃光が瞬く。

　火炎の花が狂い咲き、空を焦がした。

　反撃しようにもカノン砲がない。フィリスと言葉のない脳内だけの会話で確認すると、あるのは臥が竜りゆう一本だけだという。

　なおも距離を詰つめる《アスタロス》は、急降下と急上昇を繰り返し、右に、左に、水平旋転し攻こう撃げきをかわし続ける。

　爆炎をくぐり抜け、翼にまとわりつく熱波を振ふりきった。

　広大な空という舞台で、《アスタロス》が円舞曲ワルツを踊る。

　エナジーが目に見えて減っていっていた。外見は変わっても、エナジー供給システムまでは、変えることができなかったようだ。

『翼を持ったからといい気になるな、ニンゲン』

　ヨハネの義ぎ眼がんからＥＱ砲が照射される。その間を縫い一気に肉薄した。

「人間おれたちが魔女を使いこなせば何だってできるんだ！　見くびるなッ!!」

　戦艇が変形し、両手足を持つ逆神機ヴエリアルに変形する。

　猛進する勢いに任せ、腰こしから抜いた太刀を現れた『加護』へ刺突する。

　直接魔力いしを叩たたきつけてやれば――ッ！

　ガギッと硬こう質しつな音。直後、激しく火花が散った。

「「いっけぇええええええええええええ!!」」

　最大出力。《アスタロス》の推進装置も応えるように雄叫びをあげた。

　臥が竜りゆうが――『加護』の一点を突破。

　竜の牙きばが、ザリッと洗礼執行者の肩に突き立つ。臥が竜りゆうを振り抜くと、洗礼執行者の腕うでが撥はね飛とんだ。

　腕が光の粒子となり消え失せたが、それが束つかの間ま、シュータの視界を遮った。

『小こ賢ざかしい――!!』

　瞬しゆん間かん、赤しやつ光こうが煌きらめく。シュータとフィリスを衝しよう撃げきが襲った。

「ぐぅッ――!?」「きゃぁああああ――!?」

　機体表示の右腕部が赤く塗られた。

　直線に伸びるＥＱ砲が、お返しとばかりにヴェリアルの右腕を貫き振り抜いたのだ。バランスを崩くずしたヴェリアルはようやく衝撃から立ち直った。

「右腕が――シュータ！」

「わかってる！」

　エナジーも、もってあと五分ほど。あるのは、左手に握られた太刀と翼くらいのものだ。このままでは支えきれない。

　シュータはフィリスにむけて苦笑すると、意を察したフィリスは明るく微笑んだ。

「はい。わたしは、シュータとどこまでも一いつ緒しよです」

　シュータは心の中でありがとうをつぶやき、公開通信で回線を開いた。

「リアッカ！　おれが神兵と洗礼執行者を防ぐ。その間に撤退してくれ！」

　シュータの覚かく悟ごを、リアッカは一瞬で打ち消した。

『この僕が、ジューザ家のこの僕が――手ぶらでおめおめと逃げ帰れると思っているのかッ！　……僕にも意地があるのだ、学級最優秀成績者クラスヘツドの意地が！』

　レーダーに二〇番機の表示は見えるだろうが、それを確認する余よ裕ゆうもないらしい。リアッカは、さらに続けた。

『君を残して帰るなど、これからどの面下げて生きればいいッ!!』

『そうよ、シュータ！』

　ミカナだ。

『勝手に一人で諦めないでッ！』

　全回線から仲間の応答が返ってくる。

『まだやれる！　まだだッ』『おいおい、勝手にドロップアウトはねえだろ？』『死んでたまるかよ！　そうだろ!?』『生き残るぞ』『明日も明後日も、一緒にやってくんだろ？』

　一気に力が抜けて、シュータは小さく笑った。支えきれないって言っているのに。バカばっかりだ。

　だからこそ――一緒に生き残りたい。

『ツクバ、君の苦境も知らない僕が、戦えというのは無責任なのかもしれない。だが、僕は僕を倒したシュータ・ツクバを信じている。みんなも同じだ。だから君も、僕たちを信じて欲ほしい』

　リアッカは、回線が収まってから全機に告げた。

『これから命令する言葉は、死ねという意味ではない。繰り返す。死ねという意味ではない。――死線を一緒にくぐる、そういう意味だ。……全機――死に方用意ッ!!』

　ピ。

　命令了承グリーンシグナルがひとつ灯る。次の瞬間だった。

　命令了承、命令了承、命令了承。命令了承命令了承、了承了承了承了承――全シグナルオー機ル命グ令リ了ー承ン。

　副画面が、きれいな緑の光でいっぱいになった。シュータも最後に、緑色の返答をすると、遥か離れた位置で、存在を示すように信号がひとつ光る。同時に、それとは違ちがう場所で、三つの信号が点灯した。

　それ以上、言葉はいらなかった。

「フィリス、やるぞッ！」

「はいっ」

　エナジー残量からして残り二四〇秒足らず。レーダー、通信、狙撃補正、エナジー変へん換かん、それら一いつ切さいをシステムダウンさせ、余力をすべて出力に回した。

『異端女帝マザー・ウイツチの術中にあることをどうして理解できない』

「術中？　笑わせんな！　おれたちだって、魔女の力を利用してるんだッ！」

　ゴォと推進装置が吼え、太た刀ちを片手にシュータは突貫する。銛を寸前で回避し、ＥＱ砲をかわす。

『いずれ彼かの者が離り反はんするとわかっていても、なおそのような言葉が言えるか、愚おろかな――ッ！』

　出力をさらに上げ音速の域に到達したヴェリアルに、高速でしかないそれらは足あし下もとにも及およばなかった。

　かわした銛の爆ばく風ふうが、シュータの背を押す。翼にまとわりつく風を蹴け散ちらし、両翼で綿雲を切る。

「そうかもしれないけどな――覚えとけ！　敵の敵は味方なんだよ！」

　蒼翼が翻る。

　ＥＱ砲もない銛も出てこない背後を奪う。《アスタロス》は洗礼執行者の後頭部めがけて一直線に奔る。

『莫ば迦かの一つ覚えのように――』

　読まれている。そう思った瞬間にはもう遅かった。

　洗礼執行者が振りかえりもせず拳こぶしを振るうと《アスタロス》に直撃。

　機体不備を告げる警報が次々に鳴りはじめた。次に見えた青いそれは、空ではなく海だった。

　傲慢な天使のように神の鉄てつ槌ついを受け、墜おちる。機体を制せい御ぎよすると、海上に大きな白波が立った。どうにか海面激突だけはまぬがれたようだ。

「シュータ！　推進装置二基が沈ちん黙もく、出力低下していますっ」

「くそ」

　このまま一時着水して、エナジーを補給してもいい。だが、その間は完全に無防備になる。洗礼執行者相手に、そんな悠長なことはできない。無抵抗な獲え物もののように、銛で串刺しにされるだけだ。

　残りの推進装置が悲鳴のような唸りをあげる。

　速力が先ほどの三分の二まで落ちていた。神の代行者は、反逆の徒が空へ這いあがるなど許さなかった。

　厳然とそこに浮ふ遊ゆうし、審しん判ぱんを下すように再び羽ばたこうとするヴェリアルに無数の銛を降らせた。

　一本目、二本目を回避、三本目被ひ弾だん。脚部が赤く表示される。

　回避、回避。――カン。ひときわ甲かん高だかい音。直後、

　ガァアアアア――ン!!

　体が粉々に砕けそうなほどの烈震がシュータとフィリスを襲う。

　攻撃を受けた《アスタロス》は黒こく煙えんを巻きつけ錐きりもみしながら落ちていく。動力部の異常がないことだけが救いだった。シュータは再び、残った推進装置を酷使して水面衝突を回避する。

　が、視界がほとんどない。

「視覚センサー八七％損傷。真っ暗です」

「正面にだけ、センサーを集めるんだ」

　上下左右を見渡せた視界が狭まり、目の前だけしか見えなくなった。このまま突撃しても、先ほどのように撃ち落とされてしまうだろう。

　どうすれば――。

　シュータは、口くち惜おしそうに唇くちびるを噛かんでいるフィリスを見やった。

　思考が回転をはじめ、紡がれた糸が解へと結びつく。

　フィリスの〈無限虚構〉――、翼のときは砲塔や装甲を元にしたが……。

　シュータは何も見えなくなった暗い足下に目線を落とす。

　……海を使えば、何ができる？

　海そのものを、形にとどめれば、何になる――？

　エナジーの残りもほとんどない。フィリスがあと五十一秒だと正確な時間を教えてくれた。

　迷っている暇ひまはない。

　シュータの考えを読みとったフィリスがはっと顔をあげて、うなずいた。

　武器のイメージ。敵を倒たおす、武器の……！

　いつも上から見下す、クソったれの神様をぶっ倒せる、武器のイメージ！

　世界の９９・９％が海だと言われる中、その概がい念ねんを用いて武装するなど誰ができただろう。神々にもそれは不可能だった。

　故に、海を支配下に置くということは、世界を統べることと同義。

　海底火山が唸うなるような地響きが聞こえた。遠くで、不規則に巻き起こった大きな波同士がぶつかり合い、飛沫しぶきをあげた。

《アスタロス》の手に幾粒もの海水が集まり、手の平の上に小さな海ができる。目の前に広がる広大な海の一部であるが、紛れもなく、寄せては返す、本物の海だった。

　宙に浮く臥が竜りゆうを媒体に、手にあった海がうずを巻いてまとわりつく。

　臥が竜りゆうは、海を吸い上げ群青色の剛剣となった。

　空よりも澄み、海よりも深い、世界を統べる青。

　海帝剣ケラウノス。

　手にするとエナジー付随をはじめた。強力な雷いかずちをまとい、バヂバヂと紫電を散らした。

　神でさえ創ることも振ることも叶わない世界最強の剣――世界そのものを手にしたのは、奇しくも、リベラ学園の最下生だった。

　シュータは海帝剣を手にし、最大出力で残りの推進装置をふかす。ついに限界を迎むかえた推進装置の一基が高熱で融解。機能が完全停止する。

「出力五〇％まで落ちてます。エナジー残量は九％、あと三〇秒です――」

　光の銛が時雨しぐれのように降り注いだ。

　海帝剣で斬り落としそれが他とぶつかり誘爆。

　もう一振り薙ぐと、巨大な火花が空一面に咲き誇った。

　残り、二二秒。

『己が愚かさを嘆きながら、朽ちゆくがいい！』

　赤いＥＱ砲が翼を貫く。さらに速力が落ちた。

　だが、諦めなかった。

　地に伏した竜が、時を得て羽ばたくように。

　墜ちた天使は――再び空を目指す。

　奴やつの脳天に届きさえすればそれでいい。ぶちかますッ、この一撃を!!

　シュータは、空への階段を一気に駆かけあがる。

　銛の驟しゆう雨うが降り、ＥＱ砲が灯台のように光線を照射する。

　残り一七秒。

　ビビビ、ビビビ、ビビビ。

　半壊している《アスタロス》の警報が耳についた。この状じよう況きようでそこらへんのＡＩウイツチなら『リベラは速すみやかに脱出してください』や『出力低下――』などと淡々と言うのだろうが、うちの魔女は、ひと味もふた味も違うのだ。

「シュータ、いっけぇええええええええー!!」

「おぉッ！」

　この少女は、シュータが絶対に倒せると信じて疑わないのだ。

　それなら、応えないわけにはいかないだろう！

　鋼鉄の羽にも穴が無数に空く《アスタロス》、満まん身しん創そう痍いの状態で、ついに上空へ舞いあがった。

　銛が飛び交い、死角からシュータを襲った。

　背中に被弾。

　推進装置が吹き飛ばされ、自じ慢まんの翼が全壊。機動力運動性そのすべてを完全に失った。
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　ラスト、一〇秒。

　爆風に背を押されシュータはさらに接近。神が定めた重力に従い、洗礼執行者の頭上へ急降下する。

　洗礼執行者のヨハネの義眼がキラリと閃く。

「効くかぁああああああああ――――ッ!!」

　振られた海帝剣が、ＥＱ砲を次々に滅殺。無に帰す。

　五――。

　残り全エナジーを海帝剣へ。

　海帝剣から放たれた罰ばつの概念である轟雷が、洗礼執行者の強力な『加護』を打ち破り、貫く。

　……二。

「ォおおおおおおおおおおおおおおおお――ッ!!」

　腹の底からの雄叫びをあげた。

　シュータの、幾万幾億と繰り返した流りゆう麗れいな動きを体現するように、《アスタロス》が不ふ可か避ひの剣撃を放つ。剣閃が瞬き、音を、風を、置き去りに刃やいばが奔る。

　残光を色濃く残す一いつ閃せんが、洗礼執行者の頭部を直撃。

　頭部にとどまらない斬撃は、一気に洗礼執行者を左右に両断した。

　ォオヲオオオヲヲオヲオッ

　真っ二つになった洗礼執行者が、聖なる断だん末まつ魔まを空に叫んだ。

　体表からはボロボロと角ばった白い粒りゆう子しがはがれ、それはやがて胞子のようになり空へと消えていった。

　味方機が隊列をなしてこちらにむかってくるのが、遠くに見えた。どうやら、神兵は無事に倒せたらしい。

　びぃいいいい。

　エナジー切れの電子音と同時に《アスタロス》は海面に叩きつけられた。

　元々薄かったこともあり、装甲は弾はじけ飛とび、一瞬にして海の藻屑と化した。

　唯ゆい一いつ無事だった搭乗席は、緊急浮遊装置が膨ふくらまないままごぼごぼと海へ沈しずんでいった。

　シュータは大きな息をつく。こて、と横になったフィリスはエナジー切れしたこともあり、眠っているシステムダウンらしい。

　シュータは、柔らかい銀色の髪かみをすいて頭を撫でた。

「こんなすげーことができたんだ。おまえに意味がないなんてことはねえよ。……ちょっとおれも、休憩……」

　シュータは目を瞑つぶると、元々体を酷使していたこともあり、回線が切れたようにプツリと意識を失った。

　海中でのエナジー変換を自動で行い、エナジーをわずかに得たフィリスが、うっすら目を開ける。

　すりすりと這い寄って、シュータの胸の中に収まった。顎をあげて、ちゅ、とほっぺにキスをした。

「やりましたね、シュータ」







エピローグ







　搭乗席を回収サルベージされ、ほっとシュータは胸を撫でおろした。開けて外に出ると、《レギオン》に辺りを囲まれていた。何事かと思っていると、ミカナがこちらに飛び移ってきて、目にいっぱいの涙なみだをためて抱きついてきた。

「シュータ」

「は？　え、ちょ、おい……？」

「シュータ、生きてる……よかった……ＳＳがボロボロに壊れたし……本当に、本当によかった」

　ぐすぐす鼻をすするミカナ。

「占うらなったら大丈夫だって……」

「自分の占い、ちゃんと信じろよ」

「信じてたわよぅ……」

「ちゃんと信じてたやつは泣かねえよ」

「私の占い、百発八七中くらいだから……」

「変にリアルな数字出すなよ。ハズれてなくてよかったよ……」

　シュータは苦く笑しようしながら、まだ喉をしゃくらせて泣くミカナの頭を撫でた。

「泣くなよ、みーちゃん」

「泣くわよぅ、いっぱい心配したんだからっ……」

　ピィー、と冷やかすような指笛が鳴らされる。シュータは恥はずかしくなってミカナを引き離そうとするが、離れてくれなかった。困って目を搭乗席へとやると、フィリスが「ガルルガルルルル」と唸りながらぎりぎり歯ぎしりしていた。

　戦せん況きようを聞くと、シュータが洗礼執行者を倒したあたりで、敵勢の撤退を確かく認にんしたのだそうだ。

「今回だけは礼を言っておこう、ツクバ。どうにか追い払ったらしいからね」

　付近にいたリアッカがシュータを労ねぎらった。どうやら倒した瞬間は見ていないらしく、シュータが機体の全壊と引き換えに追い払ったと思っているようだった。

　まあいいか、とシュータは苦笑する。周囲を見ると、泣いているのはミカナだけじゃなかった。シュータの無事を改めて確認した安あん堵どや、ようやく気が抜ぬけたという気持ちもあったのだろう。片手で数えるほどしか実戦を経験していない一年生にとっては、今回の戦いは、色々とありすぎたのだ。

　シュータよりも先に搭乗席を回収されていたシンシアがにっと笑う。

「やっぱな。あたしが見込んだ候補生に間違いはねーよ。……まあとりあえず、警報をシカトしたツクバ、てめえは反省文だ」

　その一言に、いつもの日常を見た全員が笑った。







　レーダーに映らなくても、現場にいたリベラが目視できなくても、リーブラ島に据すえられた八基の光学望遠鏡シーアイズの内の一基が、未確認の敵と空で戦ったヴェリアルの戦せん闘とうを克明に映し記録していた。

「――見ましたか？」

　いくつも画面デイスプレイが並ぶ作業台の上に小さな体を乗せ、映像を食い入るように見ていた金きん髪ぱつの少女が後ろを振りかえった。

　着ているのは、かしずく淑しゆく女じよのユニフォーム――メイド服だった。

　トリニスタ王国の天然の大地がある、中央――王都ベルベ、その海軍技術開発局の一室。

　薄うす暗ぐらい室内の床ゆかには、スナック菓子の袋がいくつも散らばっていた。それをひとつひとつ拾い集めてはゴミ箱へ捨てる少女が顔をあげた。亜麻色のゆるく波打つ髪を細い指で押おさえながら、何が？　と小さく首をかしげた。おっとりした愛らしい相貌には、上流階級独特の品と優雅さがあった。

「見てなかったんすか、今のー？」

　メイドが不満そうな声をあげると、こくりと少女――リアステル・トリニスタはうなずいた。

「掃そう除じなんか、後で誰かにやらせりゃいーんすよ」

　ぞんざいな口調で、自分が食べて捨てたゴミを指さしながらメイド――ルシェルは言う。とりあえず、自分で掃除するつもりはないらしい。

「なんで見てねーんすか……まったく」などとぶつくさルシェルは文句をこぼしながら映像端末をいじる。それでも掃除の手を止めないリアステルに、

「ちょっと、掃除は後でいいっすから。皇帝陛下のくせに何で掃除好きなんすか。いーから早く早く」

　ルシェルが手招きすると、子供に付き合う母親のようにリアステルがぱたぱたやってきて席についた。

　先ほどの映像が流れると、リアステルは目を奪うばわれる。堪えた興奮が穏やかな瞳ひとみに浮き出るほどに、息をすることを忘れるほどに、見入った。

「どんなウィッチを載せてたんすかね。あの力、まず間違いなく、魔女化しているシステムっす。はじめて見た……。おまけに、リベラがそれを完かん璧ぺきに使いこなしている。先日、王都でシステムをチェックしたらしいんすけど、何も出てこなかったらしいんす。んなわけねーんすよ」

　二人とも空を舞うヴェリアルに驚おどろきはするものの、話題にはあげなかった。

「これは、もしかしたら……ね？」

　椅い子すに座すわったリアステルの膝ひざの上に座るルシェルが、後ろを振り仰ぎ同意を求めた。何を言いたいのかわかったリアステルは、無言でこくこくと首を縦にふった。

　リアステルの右手が右みぎ端はしのキーボードに伸のび、キーをタップした。

　十九台ある画面の一番右。各ヴェリアルからあがってきた今回の戦闘データが表示された。さっきの映像は、海域からしてリベラ学園の候補生。

　その中で、凄すさまじい相似機構フイルメトリーの数値を叩き出しているＷＩＴＣＨシステムがあった。さらに操作すると、画面左上に一人の候補生の顔と情報が出た。

「もし……もし、システムを載せ換えて、さらにリベラが使いこなせるのなら《Duessaデユエツサ》が、リステが考えてルルが造った《デュエッサ》が実戦配備できる」

　今回のリーブラ島防衛戦についての報告書と、未確認の敵と砲ほう火かを交えたシュータ・ツクバの調書もあった。

　調書には、発言が支離滅裂で要領を得ない。本人が錯乱しているため――などと、まるで犯罪者のように書かれている。

「防衛戦の戦功第一位はどう見ても彼だというのに……ひどいものね」

　透明感のある細い声で、リアステルが独り言のようにつぶやく。リアステルと気安い仲であるルシェルは、リアステルの膝の上からまだおりない。

「リーブラ島は、各人工島で一番海軍規模が小さい島っす。もしかすると、優秀な候補生を軍上層部に引き抜かれたくないという思惑もあるのかもしれないっすね、この報告。まあ、邪推の域を出ないっすけど。けど、もし本気でそう報告しているのなら……」

「早めに手元に置いておきたい？」

「ええ。候補生とは言え、才の片へん鱗りんを見せるリベラっす。各島の海軍内での見み栄えの張り合いの道具にするには、もったいないっす」

　少し考えるように、リアステルは薔薇ばら色いろの唇を閉ざす。名案がひらめいたのか、ふわりと花びらが開いたような明るい笑え顔がおを見せた。

「ちょうどいいわ。防衛戦の論功行賞を行いましょう。彼をベルベに連れてきて」







　戦いから三日。

　シュータは部屋の中で端末をいじり、目を細めていた。先日の反省文を書いているのだ。

　傷は深いものではなかったので、痛みはするものの日常生活に支障はなかった。

　事情聴取という形で海軍支部に呼び出されたが、ヴェリアルが空を飛んだ理屈を真面目な顔をして話しても、誰一人として信じてはくれなかった。

　結果、戦闘による混乱が著しいため、しばらくは療養するようにとまで言われた。報告書の提出を要求されなかったのは幸いだった。

「今回は、これとこれを使って……」

　ダメ候補生のシュータは、すでにいくつかの反省文テンプレートを作り上げており、小こ癪しやくにもそれを組み合わせて流用する気でいた。

　キーをタップして作業をする。

「しゅーた？」

　今回の件に触れながら、文面の言葉を変える。「しゅーたっ」使えそうな部分を抜き取り、貼り付ける。「しゅーたっ」読み返し、文章の前後が自然になるように調整する。

「やばい。おれ、もしかして頭いいんじゃ……？」

　我ながら悪知恵が働くな、と自画自賛する。「しゆたん？」だが普ふ通つうは、テンプレートがあれば便利だな、と思うほど反省文を書かないので、「しゆた、しゆた」自画自賛というよりも自業自得なのだった。

「――っ、シュータが無視しますー!?」

「静かにしてろよっ、こっちは反省文書いてるんだよ！　今日出立だから終わらせておかないと」

　フィリスは叱られた愛犬のように、しゅんとしてしまった。

「……。で、何か用？」

「何か用、じゃありません、シュータ。せっかくわたしが帰ってきたのに」

「あぁそのこと」

「反応が薄いです……」

　フィリスはつまらなさそうに唇を尖とがらせる。

　先日の戦いで色々な超常現象――ヴェリアルが翼を持ったり異質な剣を作ったり――があったためフィリスもとい《アスタロス》に搭とう載さいされていたシステムは王都ベルベへ送られていたのだ。そこではじめて知ったのだが、フィリスはＷＩＴＣＨシステムとは一定の距離以上は離れられないらしい。

「検査みたいなことされたんだろ？　よく帰ってこられたな」

　二日後、王都で行われる論功行賞にシュータも出席するため、シュータはフィリスと入れ替わりで、今日王都に向かうことになっているのだった。

「〈無限虚構〉の記録はさっぱり削除していますから、調べたところで何もでてきません」

　それでも、未確認の敵と交戦した記録があるため、残っていたその情報はかなり重宝されたらしい。機体を調べようにも《アスタロス》はもうどこにもないのだ。クラス５のあの機体に乗ることはもうないのだと思うと、それはそれで少し寂しかった。

　シュータの端末に、クラスメイトからのメールがいくつも届いていた。

　内容は、授業の進度だったり、そのノートのデータだったりさまざまだった。

　洗礼執行者を追い払ったシュータに、みんな何かしら恩を感じているらしい。

　ちやほやされるのがはじめてなので、どうにもくすぐったい。

　シュータは音声ファイルが添付されているメールをひとつ見つけた。

『るぁはっはっはっ。君が生きていられるのも、僕ぼくが一番機でみんなを統率したお陰かげなんだがねッ』

「おまえかよ。……わかったって、だからどうしたよ」

　そのまま再生を続ける。

『特別に、君を僕の好敵手――いわゆるライバルとして認め』

　シュータは再生を止める。聞かなかったことにした。

　音声ファイルをメールごと削除しておく。

　今この瞬間、メールは受信していないことになった。

　構って欲しがる子犬のように、フィリスはシュータの脇わきから顔を出した。

「シュータ、何か言うことがあるはずです」

「言うこと……？　いや特にない」

　むう、とフィリスは頬ほおをふくらませる。

「帰ってきたパートナーに言うことがあります。まだ聞いてませんっ」

「あぁ、そういうこと。わかったわかった。……おかえり」

「はーい、ただいま帰りました」

　フィリスは甘あまい声を出す。

「もしかすると、わたしはシュータに出会うために、あの子のところにいたのかもしれません」

　自分の台詞せりふにくすぐったそうにすると、シュータの胸に頭をうずめた。

「そうかー」

　気のない返事をして、フィリスの頭をどかして作業を続ける。

「シュータ、シュータも」

「なにが」

「何か言ってください」

「なにを？」

「ぅー。……わたしと出会って、どうでした？」

　フィリスはきらきらと期待に瞳を輝かせる。

「え？　あぁ……よかったんじゃないかー」

　適当に返して、作業を続け心にもない文章を入力する。

「む」

　フィリスはシュータからおり、電子端末のケーブルを引っこ抜いた。シュータの惰性と怠慢の結晶でもある反省文が、一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

「あ――、ぁあああああああああッ！」

「フフフ、人の話をちゃんと聞かないとこうなってしまいます。さっきの質問にちゃんと答え――」

　シュータがフィリスの頬を可能な限り左右に引っ張った。

「あいたたたたたたたた!?　何するのですか、いたいれすー!?」

「何するのですか、はこっちの台詞だ、このガキんちょ。おれが書いた反省文のデータが吹っ飛んだだろうが！」

「てをはなしてくらはいー。そのデータならちゃんとおぼえてまふー」

「え……まじで？」

　思わず手を離す。ひりひり痛むほっぺをさすって、フィリスはへへーんと胸を張った。

「教えて欲しければ、ひざまずいて言うことを聞くのですっ」

「……っ、こいつ、おれを脅おどす気か……!?」

「シュータが、その……わたしと出会ってどうだったかを教えてくれたら、わたしもさっきの内容を教えたげます。さあ、シュータ、教えるのです！　ここで、わたしは、主の威厳と権力をシュータから取り戻すのです！」

　ぽろりとこぼれる本音。

　困ったようにシュータは頭をかいた。

「だから……よかったって、さっき言っただろ」

「相思相愛ということです？」

「いや、違うと思う。ちゃんと言ったんだから、教えろよ」

「仕方ないですねー、しゆたんは」

　お姉さんぶってシュータの頭をなでなでするフィリスの手を、シュータはぺしんと弾はじく。

「いいから、早くしろ」

「わかりました。……ええっと……え――と……」

　フィリスがたらたらと汗あせを流し、逃げようとするところをシュータは捕まえた。

「おい」

「……えへへ。忘れてしまいました」

　シュータは問答無用でぐりぐりと拳を頭にこすりつけた。

「あいたたたたたた、ごめんなさいぃーっ」

　はぁ、とため息をついて、シュータは魔ま女じよいじめをやめた。

「しゆた、ごめんなさい」

「わかったわかった。……そろそろ民間港シビラポートに行かないと間に合わないな」

　時計を見て、シュータは適当に旅支度を整える。作業はどこでもできるので、今はよしとすることにした。

　寮りようを出て、民間港へと足早に歩いていくシュータ。後ろを、当たり前のようにフィリスがついてきた。

「あの、フィリスさん……一体どちらへ？」

「民間港から王都へ少々」

「そうでしたか」

「そうなのです」

「ついてくんなッ」

「なんでですーっ!?」

「おれだけが呼ばれてんの。おまえはお呼びじゃないの。今度はおまえが留守番なの。おーけー？」

「ノーっ！」「あーそうですか」「いえすっ」

　説得を諦め、シュータは先を急いだ。王都行きのチケットの予約をしたのは一人分だし、予約も支し払はらいもシュータの電子端末からだ。それがチケット代わりとなるので、どの道ゲートでフィリスは警備員のご厄介になるだろう。

　民間港の入口に、見慣れた少女の姿があった。

「何してんだよ、こんなところで」

　訝しそうにシュータが尋ねると、ミカナが顔をあげた。

「ちょっと散歩してただけ」

「ウソつけよ。学園はどうしたんだよ、今の時間講義中だろ？」

「いいの。今日だけは。そんなことよりも、ちゃんと着き替がえとか持った？　ハンカチは？　夜ちゃんと歯磨くのよ？」

「うるせーよ、お母サン。子供扱いはやめろ」

　民間港と言っても、このリーブラ島は軍事拠点の意味合いが強い。ここにいる民間人と言えば、駐屯する海軍関係者の家族か、商業区の飲食店やら何やらの従業員くらいのものだ。今回乗る船も、そう大きなものではなかった。

　民間港のロビーに入ると、フィリスが不ふ審しんそうな目をした。

「なんでミカナがここにいるのですか」

「それはこっちのセリフよ」

「きっとシュータのことを見送りに来たのですよ」

「ち、違うわよっ」

「田舎いなか者もののシュータには、わたしがついて行――」

「行かねぇから。……ミカナ、じゃあちょっと行ってくる」

「うん。行ってらっしゃい」

「なんですか、そのやりとり！　生活感があってちょっとイヤですー！」

　二人に軽く手を振ふって、シュータはゲートの認証板に電子端末をかざした。

「しゅぅうううたぁああああ！　置いてかないでくださいぃいい――」

「ちょっと、静かにしなさいよっ。どうせあんた、ゲート通れないでしょうが」

　声に振りかえると、ゲートのむこうではミカナに羽交い締めにされたフィリスが手足をばたつかせていた。シュータが苦笑すると、アナウンスが入った。

『九時二〇分発、中央行き。まもなく出港いたします。皆みなさまの快適な海の旅を――』

　電子端末で乗り場を確認し走っていると、古い船舶ならではのエンジン音が聞こえた。船着き場から離れていく船にむかって、シュータは大きく跳ちよう躍やくした。







あとがき







　はじめまして。志し木き謙けん介すけと申します。

　このたびは『搭乗者リベラ科の最下生』を手にとってくださり、まことにありがとうございます。

　頭の中にぼんやりあった欠片たちが、不思議な化学変化を起こして形となったものがこの作品です。あとは自分の好きなように味付けをして。それが僭せん越えつながら賞をいただくことになったのですから、人生何が起きるかわからないものですね。

　本作は、主人公がヒロインと出会って物語がはじまる、いわゆるボーイミーツガールです。主人公はそれがきっかけで活躍していくのですが、何においてもきっかけというものはあるもので、そしてそれは大抵どこかに転がっているんじゃないかと思います。

　塾に通うか野球チームに入るかの二択を迫られ野球をはじめることもあります。ほんの暇つぶしで小説を書きはじめることだってあります。はじめたそれが、最終的にどんな結果に結びついているのかは誰にもわかりません。だから、続けてさえいれば色んなイベントが起きるはずで、もし何かを諦めようとしているのなら、それはまだちょっと早いんじゃないかと思います。

　では、最後になりましたが謝辞を。

　右も左もわからないぼくに様々なことを教えてくださる担当氏、魅力的なキャラや可変型ロボという小難しそうなメカデザインを描いてくださったトナミカンジ様。お二人のお力添えで、本作が一層魅力的なものになりました。

　本当にありがとうございました。

　はじめて書いた拙い小説を面白いと言ってくれたＯくん。もしあのとき酷評されていたら、そこで小説を書くのをやめていたかもしれません。ありがとう！

　最後の最後に、読者様へ。

　本作が、あなた様の心を動かせたのならこれ以上のことはございません。

　作品を通じ、またお会い出来ることがあればうれしく思います。

　数ある作品の中、本作を手にとっていただき、本当に、ありがとうございました。




志木謙介







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]




item/image/p043.jpg





item/image/cover.jpg
illustration

\,,\\L.Z.‘w\
& RUBAD )





item/image/p231.jpg
Wise

I nception
T rick

C ure

H arm





item/image/p197.jpg





item/image/p271.jpg
Z7 2L A=DHTIT ey
TI51-0053 AT AL 4 A2 15-8

(BR) A=Y v 8y HICHAREER

BT K M FI AT KA

@ |5"|‘.EJ M http://www.hobbyjapan.cojp/hjbunko/

BRERORTA

20144E10H 1 H  #IRSIZEAT

E £

B

RIENT R
#F—HRRS LR -V x8
T151-0053
BRI AR AL 2 A2-15-8
EAE 03(5304)7604 (Had)
03(5304)9112 (%)
FIRIIT——K B AREDRI R &4
BT —8F W (CREEPR A > 3T

SRR - B

©Kensuke Shiki
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-0896-9  C0193






item/image/p267.jpg
1Fen 2L %‘iﬁ*q ”\%-F‘i,f& HFEIR-TGWREL
X lLhINE) 31,

P HL TN RESR T,
Fr3heredl3dd, BRI,
[HEPZIZAAMEWEEN ¢ vl T
3T T B\ 3 A E R R

ST R 7NAATIADS o £ A=h) 34

ABLE) 1= ) Tt iE 32 ¢ TAE1H 139!
BRM . Hide Bt

- w?”;E'LL'l{,ﬁ'ﬁﬂh\‘aﬁ ?‘#%ﬂaﬁ—p_{_,

FIF ECHFAFNIT,
\«/K

RNE LT 7| P ARG -
D illustration '.12 h"’:





item/image/p221.jpg
{4 4 )
(A%
' @\.’//// ‘ W@






item/image/p029.jpg





item/image/p269.jpg
«S8uBWID, 99-ND

J9%9E)lY 0BUBI-SSOID WOISND JSSE|D :[BLIAA-9POD DY

We have wisdom and tecnology, less prayer to God.

VERIAL IN THE BLUE

SPEC
£%5:16.8m ER:33.7t SAREMRE1500m
RARIR (HRFAERS) :220km/h

BRI (SBHRERS) :260km/h
HFEN\25—Y—R

VYUY PHBEOER BRIIMZ DL SERIL H/ ViaIEES B/ (N 25—V —
R) —A%=BITEL TS BEA#DuUllahan (FaS/\V) &Y Y Y PRICPLYILEE
AR Ist. DullahanDEEN M Z ERF THH DO DHEREMIFL TL\DI0 REN
BRERISHLTHBLP T < ERDTAO—CADPTVAHRITA ISNTND,
REL TRIVF RSB RBHICT.

99-INO

NHSY A

SalloWll






item/image/p268.jpg
We have wisdom and tecnology, less prayer to God.

VERIAL IN THE BLUE

SPEC
£%:16.5m ER:30.8t RAEMARE:1200m
RAHR (HRARERS) :280km/h
RARIR (HMHARES) :320km/h
HE R TFERDBE (LTVN)

«Uyroseisy, 62-a9

pozijeoads peads GSSeID HEHOA-9POD INDY

UNSZEDEIR Y IDRIZL FHNTLVClasss (0FFI< SLDER) DERA)

DR EAEHEN 5SS (TS & ELY) SEHRSN TS, MR ES

HEFEODR

E—RELE, a1 — 9B RIBAETHD. ZDI v FTHD T U ADEHIN T

DB ANRIIBRETZRIZ ST TAUADNZS I EHE DY 1—5H
HBEBRNESBICH D,

RO, EE=

NORNN

yjosejsy

6¢-do





item/image/p107.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		一章　最下生と世界最強の魔女



		二章　出撃



		三章　真実と宣告



		四章　最下生



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p056.jpg
Wise

I nception
T rick

C ure

H arm





item/image/p139.jpg
o N

1 ‘) (\ \\@?






item/image/k002.jpg
Sa—geygN | BROBLIRILS

Shuta Tsukuba [/

D529
EREMOBERME. B
¥ GRS EE S
EDBRBOREA EF <L)
B TR

Yy /





item/image/k001.jpg
ET T oWl enn
SO0 |
-






item/image/k004.jpg
RUIE S (RO O 2 S R RS
HRWE IR SRS ST ST 3508






item/image/k003.jpg
LEGION
Type:Out-range Supporter
Class:7

Height:16.2m

Weight:35.5t

Weapon:190mm Canon, Mail-hrerk;‘ [
/ )

<EBHU=T SOl

-- 7 tfﬁ%’&?ﬁf%:’\\_\/

2K g .

CIMERIES DL..afan e

N
Type:Cros§-yrange Attacker

Class:7 custom,

Weight:as.zt‘
\Weapon:Buster sword

%%%\ﬂ’@%ﬁ@’éz\&éisﬁi <
EPSENTI Y/l AY

]

ﬁe%o\\wﬁ

\/

N





item/image/p019.jpg





item/image/p171.jpg





item/image/p245.jpg





item/image/p002.jpg
%8 « TN K L L RN





item/image/p001.jpg
N

-

&5

)mb

mﬂu

B DR TE

EAREN

HIX E

N

\






item/image/p209.jpg
| ll'

7 5






